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妖狐禁猟区




漆黒の専制君主








河合ゆうみ







角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「日ひ菜なには黙だまっていたけど」

　母親の佐さ鳥とりにそう切り出され、日菜は思わず身構えた。

　母親がこういう顔をするときは大たい抵ていろくなことにならないと、十五年間の経験上知っている。

「日菜ももうすぐ十六歳になるでしょう？　十六歳になると、日菜の中に眠ねむっている妖あやかしの血が目覚めることになっているの」

「……え？」

「だからこれからあなたは、人と妖が共存する煌こう陵りよう学園に転入するのよ。じきにあなたの中で、妖の中でも特とく殊しゆな『破は邪じや』の能力が開花することになると思う。この先、多分色々な妖に狙ねらわれることになるから気をつけて。あと、人間のハンターにもね。でも、きっと大だい丈じよう夫ぶよ。破邪になったら、とても強い妖が守護してくれることになっているから」

「…………っ⁉」







　【１】







　生まれてこの方十五年、妖とは無関係に、ごくごく普ふ通つうに穏おだやかに生きてきた。

　この平和な世界に妖がいるなんて聞いたこともなかったが、佐鳥の話では、一いつ般ぱんの人間は妖の存在は知らされていないのだという。

　それなら自分も、一生知らないままで生きていきたかった、と心から思う。

　それでも十六歳になれば身体からだの中に流れている妖の血が目覚めるという。

　今は四月の上じよう旬じゆん。

　──十六歳の誕生日まで、あと半月もない……。

　日菜の足取りは重い。

　気が進まない。

「──妖になんて、なりたくない」

　いきなり妖になるだの特殊な破邪だのと言われても、すんなり受け入れられるはずがない。

「冗じよう談だんだと思いたかったのに」

　何度も何度も母の質たちの悪い冗談だと思おうとしたのだけれど、転入準備は着々と進められていった。

　煌陵学園は全ぜん寮りよう制せいだから、身の回りの品もまとめて先に送る。

　どうやら、本当に冗談ではないらしい。

「妖なんて本当にいるの……？　私が、その妖になるの……？」

　煌陵学園へ向かう道すがら、日菜はまだ半信半疑だった。

　──でも、もしお母さんの言うことが本当だとしても。

　今までの十五年間妖だなんて兆きざしは全然なかったのだから、これからもそのままでいけるのではないだろうか。

　ぱっと日菜の脳のう裏りに希望の光が射さす。

「……要は、妖として目覚めなければいいのよね」

　そうだ。

　そうしたら、このまま普通の人生を歩んでいけるかもしれない。

　そう思うと気が少し楽になる。

　──平へい凡ぼんでもいいから、私は慎つつましく普通に暮らしていきたいもの。妖を受け入れている学園なら、妖にならずに済む方法とかだってあるかもしれないわ。

　日菜は、そっと左手首の宝ほう珠じゆを撫なでた。

　生まれたときに祖母から贈おくられた透とう明めいな宝珠で、手首に巻いていられるように腕うで輪わ状になっている。

　もっとも祖母の香かおる子こはそれを腕輪とは呼ばず、手た纏まきと呼んでいた。

　ずっと身に着けているせいか、日菜にとって手纏はお守り代わりのようなものだ。

　──私は、妖になんて絶対にならない。

　細い手首で、手纏がしゃらんと涼すずやかな音を立てた。
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　陸りくの孤こ島とう。

　そんな言葉が脳裏に浮うかぶ。

　大きな大きな柵さく門もんの横に取りつけてある木製の看板の文字を読み取る。少し崩くずした流りゆう麗れいな文字は、こう記されていた。

「私立煌陵学園──きゃああっ⁉」

　ぞわっと、怖おぞ気けのようなものが日菜の背筋を駆かけ抜ぬける。

　はっとして振ふり向くと、背後にいつの間にか現れた青年が、日菜の頭上から刃やいばを振りかざしていた。

「……さすがに、勘かんだけは良いようだな」

　抜き身の真しん剣けんを片手に携たずさえた青年が、さらりと言ってそれを鞘さやに収める。

「……なっ……⁉」

　日菜は驚おどろきすぎてしまって声も出せない。

　青年が着ているものは煌陵学園の制服だが、纏まとっている気配は人間離ばなれしていると思うほど剣けん吞のんで、物ぶつ騒そうだった。

　絶ぜつ妙みように配置された完かん璧ぺきな造作に、切れ上がった怜れい悧りな目もと。

　薄うすい唇くちびるはどこか酷こく薄はくそうで、その分妖あやしい硬こう質しつな色気を滲にじませている。

　すらりとした体つきのわりにしっかりと鍛きたえられていて、髪かみは金の粉をまぶしたようにきらきらと艶つやを放つ漆しつ黒こくの闇やみの色だ。

「ん？　お前、その香かおりは……」

　青年がつと眉まゆをひそめ、日菜の手首を無ぶ遠えん慮りよに摑つかんだ。

　日菜の髪から、素す肌はだから。

　ふわりと甘い香りが漂ただよって、青年の鼻先をかすかに掠かすめていった。

　人間には察知することもできない、ほのかに甘い香りだ。

　花の香りに似て瑞みず々みずしく、蜜みつのように甘い。

　そんな香りが微び弱じやくに、日菜から発せられている。

　長ちよう剣けんを下げたままもう片方の手に引き寄せられ、日菜は目を瞠みはった。

「え？」

　青年は日菜を軽々と抱だき寄せ、首筋に鼻先を埋うずめるようにして、まるで何かの匂においを確かめてでもいるかのように集中して目を瞑つぶる。

　日菜は一いつ瞬しゆんにして真っ赤になった。
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「……きゃー！　何をしているんですか⁉」

　青年は日菜が今まで見たこともないほど端たん整せいな容姿をしている。

　その青年が、何も言わずにいきなり日菜の首筋に鼻を埋めている。

　──やだやだやだやだ何これ！　変態⁉　変態なの⁉　こんなに綺き麗れいな人なのに⁉

　綺麗かどうかはあまり関係ない。

　見知らぬ青年に見知らぬ場所で抱きすくめられ、日菜も相当に混乱している。

　しかも、先ほど大きな刀をいきなり振りかざしてきた相手だ。怖こわがって硬こう直ちよくしている暇ひまはない。

　日菜は、全身の力を使って盛大に暴れ出した。

「放してーっ！」

「黙だまれ。おとなしくしていろ」

　青年のしなやかな腕うでは、意外なくらいにがっちりと日菜を捕とらえて離さない。

　さっきよりも更さらにきつく抱き寄せられて、日菜は思わず息を吞のんでしまった。

　青年の襟えり元もとや懐ふところから、彼自身の素肌の香りが今にも嗅かぎ取れてしまいそうだ。

　知らない異性とこうまで接近したことはない。

　日菜は真っ赤な顔のまま、決死の抵てい抗こうを繰くり返した。

　腕は動かせなかったから爪つめを立て、足をばたつかせる。

「放して、放してください！」

　じたばたと抗あらがう日菜の様子に構うことなく香りを嗅いでいた青年は、突とつ如じよ目を開けた。

　冷静な、何かを考え込むような顔つきをしている。

「……やはりこれが、例の娘むすめだというのか……？　いや、しかしそれにしては……」

　青年が口の中でぶつぶつとつぶやく。

　彼の意識をここまで引き寄せることができるのは、類たぐい希まれな能力を持つ存在のみ。

　青年は胡う乱ろんげに日菜を見つめた。

「お前、名は」

「し……白しろ咲さき日菜です」

「……お前が、次の破は邪じやか」

　破邪、という言葉に日菜は敏びん感かんに反応した。

「いいえ、私は妖あやかしになんてなりません！　化け物になるなんて絶対にいや！　私は、妖にならないためにここに来たんです！」

　──何だと……？

　青年のこめかみがぴくりと引き攣つった。

「無礼な小こ娘むすめだ。ただでさえ守しゆ護ご役やくなどというものを押しつけられて気が乗らずにいたが……俺としてもお前のお守りなど願い下げだ」

「守護役……？　お守りって」

「あー、こらこら。駄だ目めですよ、風ふう雅がくん。いきなり女の子に襲おそいかかったりしては。いくら手っ取り早く正体を見み極きわめたいからと言って」

　青年のあとに続いて門から出てきた男性が、慌あわてた様子もなくのんびりと声をかける。

　仕立ての良いオーダーメイドのスーツに身を包み、温おん厚こうそうな笑え顔がおをたたえている。

　身に着けているものはすべてブランド品だが、英国趣しゆ味みが好みらしい。

　いかにも紳しん士し然とした立ち居い振ふる舞まいで、年のころは五十代くらいだろうか。

　風雅と呼ばれた青年が日菜を放ほうり出し、男性に食ってかかった。

「お前が原因だろう！　お前がいきなり、今日破邪の娘が転入してくるから守護をしろなんて言い出すからだ！　それに、見てみろ、この娘を！　まるっきりただの人間ではないか！」

　迫はく力りよくのある声が耳を直ちよく撃げきして、くわんくわんと日菜の目が回る。ろくに言葉の意味を聞き取れない。

　男性は降参の印に両手を軽く上げる。

「風雅くん風雅くん、そんなに大きな声で言わなくても聞こえていますから」

「これが怒おこらずにいられるか！　よりによってこの俺に、こんな女の守護をしろっていうのか⁉」

　風雅はどうやらひどく怒っているようだ。

　不ふ機き嫌げん丸出しに眉み間けんに皺しわを寄せているが、その造作は信じられないほど整っている。

　その青年に仇かたきでも見るように睨にらみつけられて、日菜はびくっと竦すくみ上がった。

　強い眼まな差ざしを避さけることもできず、ただただ見つめ合う。

　──この人は、一体誰だれ。

　すると横から、男性が再びのんびりとした様子で声をかけた。

「転入生の白咲さんですね？　ようこそ、煌陵学園へ。理事長の長おさ田だ智さとるです。突とつ然ぜんのことで驚いたでしょう。お母さまから色々事情は聞いていますよ」

「あ……はい。白咲日菜です。どうぞよろしくお願いします」

「ともかくこんなところで立ち話もなんですから、理事長室へどうぞ。風雅くん。君もね」










「こちらはＪジヨーカークラスの宮みや守もり風雅くん。……ちょっと気き性しようが荒あらいというか、今はご機き嫌げん斜ななめのようですが」

　手て際ぎわよく紅茶を淹いれてくれる長田の声は若々しく穏おだやかだ。

「……はい」

　理事長室の応接ソファに勧すすめられるままに腰こしかけ、日菜が居い心地ごこち悪そうに身を縮こまらせる。隣となりに、先ほどの風雅と呼ばれた青年がどっかりと腰こし掛かけているせいだ。

　さすがに刀は鞘さやに収められているが、鞘は未いまだしっかりと手に握にぎられている。

　とても気品のある風ふう貌ぼうの青年なのに、まるで全身で威い嚇かくされているような感じだ。

　何やらとても不服そうな風雅は、ひたすら理事長を睨みつけて日菜を見もしない。それでも、不機嫌なオーラがびしばしと当たって痛い。

「余計な話は後にしろ。俺はこんなところに長居したくはない」

　風雅は不機嫌を最高潮に極きわめているようだ。

　ここまでこの青年を怒らせているというのに、飄ひよう々ひようと受け流している理事長が日菜はなんだかちょっと恐おそろしい。

「どうぞ。口に合うといいのですが」

「ありがとうございます」

　軽く会え釈しやくして、テーブルに出された紅茶のカップに手を伸のばした。

　レディグレイの、上品で爽さわやかな香かおりが口いっぱいに広がる。

「早く用件を済ませろ」

　地を這はうような声が長田に向かって発せられる。

「はいはい。ですから先ほど風雅くんにお話ししたように、こちらの白咲さんの護衛──守護役をお願いしたいのですよ。何せ、事情が事情なものですから他ほかの人は無理でしょうし」

　──守護役……⁉

　日菜は一いつ瞬しゆん紅茶を吹ふき出しそうになってしまった。

　──そう言えば、そんなことをお母さんが言っていたっけ。強い妖が護衛についてくれるとかって。

　茫ぼう然ぜんとしていたものの、母親の言っていた内容はしっかり頭に入っている。

　それも当然だろう。

　何せ、あれだけの爆ばく弾だん発言だ。そうそう簡単には忘れられない。

「断る。話がそれだけなら俺は戻もどる」

　風雅がソファから立ち上がる。そのまま大おお股またで出て行こうとした風雅に、理事長がしたり顔で含ふくみ笑いをしながら言う。

「ふっふっふ。そういうわけにはいかないのですよ、風雅くん」

「何だと？　俺には正式な誓せい約やくを放ほう棄きする権利がきちんと認められているはずだ。そして俺はこいつと誓約を結ぶ気はない」

　ドアに手をかけ今にも出て行こうとしていた風雅を理事長が呼び止める。

「妖よう狐こから守護を得られなかった破邪たちがどうなったかはご存知でしょう？　ほぼすべての者が命を落としています」

　日菜は驚おどろいて、紅茶のカップを取り落としそうになってしまった。

　──命を、落とすって……？

「俺の知ったことか。それにこいつには、破邪を受け継つぐ自覚があるようには思えない。さっきの反応を見ただろう。妖に襲いかかられてもじっとしているようでは、とてもこの先生き延びられるとは思えん」

「こんなこともあろうかと、君が入学する際に書類にサインをお願いしておいたのですよ」

「サイン？」

　風雅が怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「……ああ。ここに来たときに色々書かされたな、そう言えば」

「ええ。煌陵の敷しき地ち内で守って頂く規則を書いた誓約書……これですね」

　理事長が、懐ふところからひらりと誓約書を取り出して閃ひらめかせ、得意げに項こう目もくの一番下を指差した。

「ここに書いてあるんですよ。破邪が現れた際には妖あやかし世界の掟おきてに則のつとってその警護を、妖狐の次期長おさである君に一任する、とね」

「何だと⁉」

　風雅が顔色を変える。

「この誓約書を確かく認にんしたとき、そんな項目はなかったはずだ！」

「ええ、そうですね」

「ぬけぬけと……いつの間にそんな余計な内容を付け加えた……？」

「君、面めん倒どうくさがって最終的なチェックをしなかったでしょう。その隙すきにちょこっとね」

「詐さ欺ぎだ」

　わなわなと拳こぶしを震ふるわせて風雅が呻うめく。

「詐欺だろうが何だろうが、ここに記されている限り、白咲さんがこの学園に在ざい籍せきする三年の間だけは、何があろうと学園の規則に従ってもらいます。妖相手に正式な手順を踏ふんでいる誓約書には言こと霊だまが宿りますからね」

「……この、腹黒理事長めが……」

　風雅が悔くやしそうに歯は嚙がみして、すっかり会話についていけなくなっていた日菜をじろりと睨みつける。

　──この俺が、こんな女に仕えなければならないだと……？

　見た目だけなら──少々幼さが気になったが──そばに置いて可愛かわいがってやってもいいが、その中身が気に入らない。

　長田の言っていた通り、風雅は妖狐の次期長となる身だ。

　いずれ他の妖を束ねる者の通過儀ぎ礼れいとして、この煌陵学園での修しゆ行ぎようを妖の長老たちから言い渡わたされている。

　そのため多少は煌陵の人間たちに力を貸したりすることもあるが、それはあくまで風雅の気の向き次し第だいのことだった。

　誇ほこり高く妖力に溢あふれた彼にとって、他者に仕えるなどあり得ない。

　第一、この少女は初めから妖を拒きよ否ひしている。

　希け有うな能力の持ち主である『破は邪じや』たる自覚など、微み塵じんも持っているようには見えない。

　受け入れられない。

　承しよう服ふくできない。

　だが、誓約書に記されているとなればそれは強制的な力を持つ。

　──不覚を取った……。

　こまごまとしたことを面倒くさがる癖くせを逆手に取られてしまった。

「ふふふ。風雅くんに拒否権はないのですよ」

　してやったり、と言いたげな理事長の満面の笑えみが心底憎にくたらしい。

　一方日菜は、自分が問題の中心らしいということと、風雅が妖狐であるということに衝しよう撃げきを受けている真っ最中だった。

「妖狐……？　もしかしなくても、この人も妖……」

「私はれっきとした人間ですよ」

「理事長、お前は口を挟はさむな。話がややこしくなる」

　びしりと言い置き、風雅が日菜に向き直る。

「おい。白咲日菜とかいったか」

「はい？」

「たとえお前が希有な破邪の血を引く者であろうとも、先祖代々続く習わしであろうとも、俺はお前みたいな餓が鬼きくさい女の守護役など絶対に御ご免めんだ。そのつもりでいろ」

　いきなり居い丈たけ高だかに言われ、理解するまでに一瞬間が空く。

　とはいえ、いきなり餓鬼くさいと言われるのは心外だ。

　十五歳にしては少し幼さが残る顔立ちを、日菜自身少々気にしているのである。

「大体お前が破邪だというのは本当なのか？　疑わしい。何か証しよう拠こでもあるのか？」

　ふん、と鼻を鳴らされ、馬ば鹿かにされて、いい加減日菜も腹が立ってくる。

　押し寄せる波に流されるようにして煌陵まで来てしまったが、日菜には妖になるつもりなんてかけらもないのだ。

　むしろこの学園に来たのは、妖にならずに済む方法を模も索さくするためだ。

「言いがかりをつけないでください。私だって、いきなり妖になるとか言われて混乱しているんです。そんなものになんてなりたくないのに」

「それはちょうどいい。今すぐ破邪の血を放棄しろ。ついでに俺の件についても放棄しろ。それで話は済む」

「残念ながら、白咲さん自身が放棄できるのは、そのー……十五歳の女の子に対してはちょっと言いにくいのですが、『人間』の男性との間に子供を儲もうけ、その子供に破邪の能力を受け継がせてからです。あくまで彼女の中に流れている血筋の問題ですから、簡単に放棄することはできませんよ」

「だったら、ぼやぼやしていないでさっさとどこぞの男の子供を産め。その見目なら、男のひとりやふたりは引っかけられるだろう」

　日菜がたまらずに、ソファから立ち上がる。

「……人の人生に余計な口出ししないでください！」

　のんびりと紅茶を啜すする理事長の目前で、日菜と風雅は睨にらみ合う形になっていた。

「君も知っている通り、破邪は非常に珍めずらしい能力です。いくら煌陵の敷地内は人と妖が共存していると言っても、攫さらわれたり殺されたりするのもしょっちゅうですからねえ。外部からの侵しん入にゆう者も警けい戒かいしないといけませんし」

「だったら人間の警備をつけてやれ。その方がこいつにとってもいいはずだ」

「妖相手に人間の力で対たい抗こうできるとでも？」

「この学園にはそういう能力を持った人間がうじゃうじゃいるだろうが」

「確かに妖ハンター育成コースもありますが、まだ修行中の子供たちを実戦に向かわせるつもりはありませんよ。私はこの学園の生徒全員の命を預かっているんですから。それに、この手のことは妖狐の次期長となるあなたの務めのうちでしょう？」

　風雅が言い募つのることに、理事長は淡たん々たんと返していく。

　苛いら立だった風雅は黙だまり込んだ。

　頭上で会話を交かわされ、日菜はついていくことができず聞き取るだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　喉のどが渇かわいたのか、理事長が紅茶のポットを手に取る。

「白咲さん、紅茶のお代わりは？」

「あ。いただきます」

　こぽこぽこぽ、と紅茶をカップに注ぐ音がする。

　日菜は気を落ち着かせるために、ソファに座り直し、ゆっくりと紅茶を口に運んだ。

　理事長室はあちこちに長田の英国趣しゆ味みが溢れているが、押しつけがましくはなくさりげなくて良い感じだ。

　紅茶もこだわりがあるのか、香りといい味といい申し分なかった。

「……そうだ。良い手がある」

　風雅がぽんと手を打つ。

「おい、お前」

「何ですか？」

「お前、煌陵から今すぐ出て行け。それで話は終わる。そうだろう？」

　自分がどうしてもこの少女の守護役を務めなくてはならないというのなら、この少女が煌陵からいなくなってしまえばいい。

　それなら誓せい約やくを破ったことにはならないし、面めん倒どうな手間もかけなくて済むので風雅としては万ばん々ばん歳ざいである。

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな」

　日菜は思わず叫さけんでいた。風雅にもそれなりに事情はあるのかもしれないが、それはあんまりだ。

　第一、日菜にも事情がある。

「両親が海外に赴ふ任にんして戻もどる家もないし、学校だってせっかく受かった高校にももう入学辞退届を出されちゃって、行くところもないし」

「俺の知ったことか」

　冷れい酷こくに言い捨てて、風雅は今度こそ理事長室を後にした。

「いいか。絶対にここを出て行け」

　そう捨て台詞ぜりふを残して。










「──ここまで守護役を嫌いやがるとは」

　理事長が、言葉を失っている日菜を見て同情するように眉まゆを八の字に寄せた。

　──本当に、困ったものだ。

　風雅の性格上こうなることを予測してあらかじめ校内の規則にまで手を回しておいたのだが、あの様子ではそれでも承しよう諾だくしないかもしれない。

　理事長は心の中でぼやく。

　風雅が守護役についてくれなければ、日菜はあっという間に殺されてしまうかもしれないのに。

　こんこんこん、と控ひかえめなノックの音が響ひびく。

「どうぞ」

「失礼します」

　そう言って中に入ってきたのは、日菜と同じ制服を着た少女だった。

　日菜より背が小さく、ふわふわとした髪かみをショートカットにしているのが可愛かわいらしい。

　少女は、日菜を見つけてにこりと微笑ほほえんだ。

「一年Ａエースクラスの立たち川かわ由ゆ樫かしです。転入生の方を寮りように案内するよう言われていましたので、お迎むかえに来ました。あなたが、白咲さん？」

「ああ、そうでしたね。ご苦労さま。それでは白咲さんもとりあえず寮で、今夜はゆっくり休んでください。風雅くんの件については後日相談するとしましょう。それともうひとつ」

　理事長が、悪戯いたずらっぽい目で日菜を見つめ、由樫に聞こえないようこっそりと耳打ちする。

「あなたが半人半はん妖ようだということは、普ふ通つうの生徒さんたちには秘密にしておきましょう。妖あやかしを受け入れている我が校としても、半妖の方は初めてなんです。色々詮せん索さくされると厄やつ介かいなことになりますから。ね？」
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「……はい」










　──あれは駄だ目めだな。

　理事長室から離はなれ、風雅は思う。

　考えているのは、先ほど会ったばかりの日菜のことだ。

　彼が守護する役割を負っている、破は邪じやの血を引く少女。

　破邪というものを風雅は初めて見た。

　何故なぜか半人半妖のあの一族のみが持つ、特異な能力だ。

　妖力に溢あふれた風雅でさえ、かの一族の持っているような能力は持ち合わせていない。

　破邪の能力を持つものは、妖を祓はらうだけではなく、浄じよう化かすることができる。

「祓うと言ったら妖の命ごと奪うばうことになるが、破邪が浄きよめると妖を殺さずに済むからな……確かに貴重な能力だろう」

　それゆえに、破邪が出現した際には、妖よう狐この長おさが守護すること──すべてをなげうっても、破邪を守り通すことが習わしとなっている。

「いくら習わしだからといって、簡単に命をかけられるか」

　だから風雅はわざと日菜に襲おそいかかったのだ。

　日菜がどれほどの資質を持っているのかを知るために。

　命をかけるに値あたいする相手なら、考えないこともない。

　けれど結果は、風雅を落胆させるものだった。

「勘かんは良いかもしれないが、妖として未熟な上にあの発言……」

『いいえ、私は妖になんてなりません！　化け物になるなんて絶対にいや！　私は、妖にならないためにここに来たんです！』

「あれは、駄目だな」

　風雅はもう一度繰くり返す。

　正統な破邪の血を受け継ついでいるにしても、拒きよ否ひ反応が強すぎる。

　あれでは覚かく醒せい間近といえどもすなおに能力が目覚めるわけがないし、破邪としての浄めの能力が使えないのなら風雅が守護する義理もない。

　代々の妖狐が破邪に魅み了りようされ、破邪のために尽じん力りよくしてきたという事実が信じられないほどだ。

「破邪のみが持つ浄めの能力。あれは確かに惜おしいが……」

　剣けんを振ふり下ろされかけても、悲鳴を上げることしかできないのでは駄目だ。

　過か酷こくな運命に立ち向かうには、まず覚かく悟ごが必要になる。

　その覚悟が、足りないどころか皆かい無む。

　むしろ妖そのものを拒否しているのだから、絶望的だ。

「……あの香かおりは、何か強い妖力を感じたのだがな」

　ふう、と大きく息を吐はき出す。

「──それにしても、あの狸たぬきめ。誓約書の改ざんなど、小こ賢ざかしい真似まねを」

　理事長は風雅にとっても摑つかみ所がなく、時々こうして振り回される。

「俺にも選ぶ権利はある」

　守護役を引き受けるか、引き受けないか。

　正式な誓約を交かわさない限り、風雅が自ら守護をすると宣言しない限り。

　日菜は破邪として目覚めることができても、身を守ることができずに殺されてしまうだろう。破邪は自分から攻こう撃げきする能力は一いつ切さい持たない。

　だからこそ守護役が必要なのだ。

「妖力の強い妖ほど、破邪に惹ひかれるというからな……」

　妖に襲われたら、日菜など一ひと溜たまりもないだろう。

「ふん……俺の知ったことか」

　守護役を引き受けるということは、風雅が日菜に命を捧ささげ、護まもると誓ちかうことだ。

「誰だれがあんなひよこに」

　風雅には、そんなつもりは毛頭ない。

「せいぜい、人間のままでいられるように足あ搔がけばいい。俺には関係ない」

　冷酷に突つき放し、風雅はそれきり、日菜について考えることをやめた。










　生徒専用寮の部屋に案内された日菜は、夕食を済ませるなりベッドに沈しずみ込んだ。

　完全な個室制で、共有の図書施し設せつや食堂はあるが、あとは基本的にプライベートが確保されている。

　サニタリーも完備されているし、食堂から食事を運んできて部屋で食べることもできる。

　各フロアごとにキッチンがあるので、それを使って自じ炊すいすることも許可されているらしい。

　これから三年間を過ごすことになる場所だ。

　まだ見て回りたいところはたくさんあるが、もう今日は体力切れだ。

「色々ありすぎて、疲つかれた……」

　妖にならずに済むための方法、あの風雅という青年のこと、荷物の整理など。

　考えなくてはならないことややらなくてはならないことはたくさんあるのだけれど。

　煌陵に転入すると決まってからの数日、あまりよく眠ねむれていなかったせいもあるのだろう。

「後のことは、明日考えよう……ふわあ」

　ふかふかのベッドに横になるなり、日菜の意識はあっという間に夢の中へと吸いこまれていった。
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　寮りようの部屋で荷物の整理もそこそこに一晩ゆっくり休んで、今日からいよいよ煌陵の生徒としての生活が始まる。

　日菜は朝からちょっと緊きん張ちよう気味だ。

　そわそわしながら、襟えり元もとの臙えん脂じ色いろのリボンを手でいじったりする。

　煌陵の制服はとても品があって可愛かわいらしい。

　特に、袖そで口ぐちやスカートの裾すそにあしらわれているたっぷりとした白いレースがお気に入りだ。

「そんなに緊張しなくても大だい丈じよう夫ぶですわ。私も同じクラスですし、皆みな昨日高等部生になったばかりですもの。まだ誰も慣れていません」

　日菜以外の煌陵の生徒は全員、中等部からの持ち上がり組だという。

「転入生が私ひとりだとは思いませんでした」

　日菜は小さくため息をつく。

　──近いうちに妖あやかしになるって言われて転入する人って、やっぱり少ないんだろうなあ。

　少なくとも、同じ立場の人間はいなそうだなあ、と思う。

　昨日の風雅の属しているクラスがＪと呼ばれる学年関係なしの妖クラスで、あとはすべて人間のみのクラスだと理事長が言っていたのを思い出す。

「ええと、全部で五つのクラスがあるんでしたよね？」

「ええ。私たちのクラス、Ａは寺社の跡あと取とりや霊れい媒ばい師の卵などが集まっているクラスですの。Ｓスペードは剣けん道どうや柔じゆう道どうなどの武ぶ闘とうの精せい鋭えいクラス。Ｈハートは良家の令れい嬢じよう方が集まる女子のみのクラス。ＤダイヤのクラスはＩＱが飛び抜ぬけて高い生徒や飛び級制度を利用している天才たちの集団。Ｃクローバーは霊れい能のう力以外の特とく殊しゆ能力を持った生徒がおりますわ。伝統工芸の職人見習いとか」

　由樫の説明を聞きながら、日菜は思う。

　──半人半妖は、Ａにいていいのかしら。理事長がそう決めたんだから、大丈夫だよね……きっと。

　由樫が、日菜を見てふわりと微笑ほほえんだ。

　小こ柄がらで華きや奢しやな由樫は、煌陵の制服がとてもよく似合っている。

「心配しなくて大丈夫ですわ。煌陵は特殊な学園ですもの。でも、転入生は確かに珍めずらしいかしら。辞やめていく方は毎年結構多いのですけれど」

　由樫は髪かみがふわふわで、まっすぐな髪質の日菜としてはちょっと羨うらやましい。

　昨日の初対面から、日菜は由樫にすっかり心を開いている。

　小さくて可愛くて、ふわふわしていて。

　由樫は何というか、守ってあげたくなるような感じだ。

　笑え顔がおの似合うこの少女に、悲しい顔をさせてはいけないような気がする。

「あら。そろそろ職員室に行きましょうか。あちこち案内していたら思っていたより時間がかかってしまいましたわ」

　由樫が、時計を見て驚おどろいたように目を瞠みはった。

　一応早めに登校してきたのだが、じきにＨＲホームルームの時間になる。

　登校してきた生徒たちのざわめきが賑にぎやかだ。

　こういうところは普ふ通つうの高校と変わらない。

「今日の放課後に、他ほかの校舎とか敷しき地ち内とか、色々案内しますわね。私もまだ見ていないところがありますし。中等部は敷地内の正反対の場所にありましたから」

「嬉うれしいですけど……由樫さん、放課後に用事とかはないんですか？　大丈夫ですか？」

「ええ。煌陵は部活動はそれほど盛んではありませんし」

「あ。そうなんですか？」

　日菜のイメージだと、よほどの進学校以外の高校はどこも部活動に力を入れているイメージだ。

「そうなんですの。皆、修しゆ行ぎようとかで忙いそがしいから」

「……修行？」

　聞き慣れない台詞せりふが聞こえて、日菜が首を傾かしげる。

　学校は勉強をする場所で、修行をする場所ではない。

「ここを上がって、そこが職員室ですわ。校舎は広いけど、造り自体はそれほど複雑ではありませんの。すぐに慣れますわ、きっと」

　確かに由樫の言う通り、校舎が大きい。

　寮と同じく赤あか煉れん瓦がの建物で、かなり年季が入っているようだが手入れが行き届いて清潔だ。

「お母さん、そんなことは一言も言っていなかったけど。ここってもしかして、かなりのセレブ校なんじゃないかしら。由樫さんも見るからに育ちの良いお嬢じようさまって感じだし」

「何か仰おつしやいまして？」

「いえ、別に何も」

　職員室の扉とびらを、由樫が軽くノックする。

「おはようございます。芝しば先生、いらっしゃいます？　転入生の方をお連れしましたわ」

　中にそう声をかけ、由樫はくるりと振ふり返る。

「それでは私は一足先に教室に参りますわね。また後ほど」

「わざわざありがとうございました」

　日菜がにこりと微笑むと、由樫も嬉しそうに笑みを浮うかべる。

　由樫が少し開けた扉から、すっと音もなく若い男性が現れる。

「白咲日菜さんですね。お待ちしていました。昨日はどうしても抜けられない会議が入っていたもので、出で迎むかえられずに失礼しました」

　胸に片手を当て、軽く頭を下げられる。

　洗練された優ゆう雅がな物もの腰ごしに丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいの、大人の男性だ。

　落ち着いた態度は二十代後半のように見えるし、若々しい表情からはまだ前半のようにも思える。

　ふわりと鼻び腔こうをくすぐるのは高価そうな香こう水すいと、少し意外な煙草たばこの香かおりだ。

　シャツにネクタイを締しめ、その上にさらりと白衣を羽織っている。

　日菜の視線に気づいたのか、教師は少し首を傾かたむけて笑った。

　背が高くて、日菜よりずっと上に頭がある。

　身長は、昨日出会った風雅と同じくらいだろうか。

「一年Ａの担任で、生物教師の芝炎えん琉るです。慣れない環かん境きようで色々大変だと思いますが、私でよければいつでも力になりますので、何なりと言ってください」

　芝は薄うすいレンズの眼鏡めがねをかけていて、それが一層彼を理知的に、ミステリアスに見せているのかもしれない。

　醸かもし出される特有の雰ふん囲い気きに押され、日菜はおずおずと挨あい拶さつする。

　女子高生なら誰だれもが憧あこがれてしまうような男性だが、日菜が受ける第一印象は何かが違ちがった。

　──完かん璧ぺきすぎて、なんだかちょっと怖こわい……？

　その完璧さが、まるで作り物のように思える。

「はい……どうもありがとうございます。よろしくお願いします」

「煌陵に来たばかりで、まだ戸と惑まどうことが多いでしょう？」

「はい。色々慣れないことばかりで。寮りよう生せい活かつも初めてですし」

　煌陵は全寮制だ。

　人里から離はなれた陸りくの孤こ島とうなので、職員やスタッフも住みこみが基本だ。

「そうでしょうね。私も、少し前に煌陵に来たばかりなのですが色々戸惑いましたよ」

　茶ちや目めっ気たっぷりに軽くウインクを飛ばされて、日菜は思わず笑ってしまった。

　──何だ。怖い人じゃなさそうだわ。

　一いつ瞬しゆん怖いと思ったのは、日菜の気のせいだったようだ。
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　ぼおん、と敷地内にある時計塔とうの鐘かねが鳴る。煌陵の授業時間はすべてこの大きな鐘が知らせてくれるらしい。

「おっと、いけない」

　芝が、自身の腕うでに嵌はめている腕時計を確かめる。

「予よ鈴れいですね。それでは教室に行きましょう。皆みなに紹しよう介かいしますよ」

　──由樫さんも芝先生も優やさしそうだし、これならすぐに馴な染じめそうだわ。

　日菜は、ほっと胸を撫なで下ろした。










「転入生を紹介します。寮生活は初めてだそうですから、皆さん、色々と教えてあげてください。さ、白咲さん、どうぞ中へ」

　廊ろう下かで待機していた日菜は、芝に促うながされて教室に足を踏ふみ入れた。

「白咲日菜です。よろしくお願いします」

　深々とお辞じ儀ぎをしてから顔を上げて、驚いたように息を吞のむ。

　──うわあ……。

　由樫以外がすべて男子生徒だということにも驚いたが、教室の壁かべや天てん井じように所狭せましとばかりに張ってある御お札ふだや護ご符ふに圧あつ倒とうされたのだ。

「どうしました？　気分でも？」

　教きよう壇だんに立つ芝は慣れているのか、心底不思議そうに日菜を見やる。

　日菜にしてみれば、芝のほうが不思議だ。

　そこら中にびっしりと御札や極ごく彩さい色しきのカードが貼はってあって、どうしてそんなに平然としていられるのだろう。

「いえ、あの……この御札って……？」

　おずおずと訊たずねてみると、革かわ張ばりの出席名めい簿ぼを手にした芝が爽さわやかに笑った。

「ああ、これですか。このクラスの生徒たちが制作したものですよ。彼らは皆寺社の跡あと取とりや霊れい能のう者しやたちですからね。こういったものがないと落ち着かないらしい。昨日の入学式のあとに貼ったんですか？」

　生徒たちがいっせいに頷うなずく。

「それは、がんばりましたね」

　きら、と芝の眼鏡の奥の瞳ひとみが光ったが、それには誰も気づかない。

「席は、立川さんの後ろが空いているからちょうどいいでしょう。妖あやかしハンター育成クラスに、今まで女子はひとりだけでしたからね。立川さん、仲良くしてあげてください」

「ええ、もちろんですわ。芝先生」

　由樫がにこにこしながら日菜を手招きする。

　窓まど際ぎわの真ん中の席が日菜の席になった。

「それでは、出席を取ります──」










　──やっぱり、馴染めないかも……。妖がいる学園なんて普ふ通つうじゃないとは思っていたけど、ここまでとは思わなかった。

　ＨＲが終わって、一限目が始まるまでの少しの間、休きゆう憩けい時間だ。

　通常なら授業の準備をする者、寝ね坊ぼうしたせいで食べ損そこねた朝食を急いで口に運ぶ者、もう一ひと眠ねむりとばかりに惰だ眠みんを貪むさぼる者などがいるものだが、さすがに今日は皆の意識が日菜に集中していた。

　今まで初等部からずっと転入生には縁えんがなかった上に、由樫以外の女子生徒が入ってきたのだ。

　男子生徒たちの眼まな差ざしは、さりげなく日菜に集まっている。

　日菜はそんな視線には気づかず、芝が教室から出て行った後、改めて教室内を見回した。

　やはり御札が気になる。

「御札って漢字で書いてあるものは仏教だろうけど、あっちの横文字のやつはキリスト教かな。だとしたらあっちの読めない文字はイスラム教とかヒンズー教とか？　これだけの宗教が一カ所に集まっていて紛ふん争そうとかにはならないのかしら」

「煌陵は治外法権のようなものだ。宗教論争は起こらない。安心していい」

　突とつ然ぜんぼそりと言われて、椅い子すから飛び上がるほど驚おどろく。

「え⁉　あ、そうなんですか？」

　独り言のつもりだったのだが、どうやらばっちり聞かれてしまっていたらしい。

　通路を隔へだてて隣となりの席に座っていた男子生徒だ。

　きりりと眉まゆ筋すじが通り、凜り々りしい顔立ちをしている。

「ええと」

「榊さかきだ。榊太た一いち。京都の寺の跡取りだ。よろしく」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　榊は恐おそろしく簡単な自己紹介の通り、首から数珠じゆずを下げていた。

　見れば、教室内にはロザリオを下げている者もいるし水すい晶しよう玉だまらしきものを机に乗せている生徒もいる。

　──手纏を着けていても、誰にも何も言われなそうだわ。

「驚いたか。無理もない。Ａは妖ハンター育成コースだ。普通の生徒は入って来ない。普通の女子ならＨに配属されるのに、あんたは何故なぜここにいる？」

　淡たん々たんと訊ねられ、日菜は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってしまった。

「理事長にそう言われただけで、私も理由はよくわかっていないんですけど」

　──ていうか、Ａは妖ハンター育成コース⁉　私、こんなところにいて大だい丈じよう夫ぶなの？　あ、それとも、ここの方が妖にならない方法を知っている人がいるかな。

　咄とつ嗟さに色々考えを巡めぐらせたが、理事長に言われた一言を思い出す。

　──そうだ……妖になるかもしれないってことは、秘密にしておかないと。

　由樫や榊たちだって、日菜が近いうちに妖になるかもしれないと言われたら困こん惑わくするだろう。

　日菜自身、まだ困惑しているくらいなのだから。

　──でも、妖と妖ハンターは天敵のようなものなのに。

「……何で、よりによって妖ハンター育成コースなんだろう…………」

　その真意は、今のところ理事長本人にしかわからない。

「あれ？　ていうことは、由樫さんは？」

　前の席に後ろ向きに座り、にこにこと榊との話を聞いていた由樫がおっとり答える。

「私は巫女みこですの」

「巫女さん？」

「ええ。妖にとても憑ひよう依いされやすい体質の家いえ柄がらで、代々煌陵で保護して頂いておりますの。そうでもないと、日常生活がままならないものですから」

「憑依されやすい……？　そういう家系もあるんですか。……大変なんですね」

「ええ。でも、成人するころには霊れい力りよくも安定すると言われていますから、もう少しの辛しん抱ぼうですわ」

「由樫はもともとの霊力は強いが、妖に対しての抵てい抗こう力がない。性格的なものもあるのかもしれないが、ちょっと力の強い妖に出くわすとすぐさま憑依されてしまう。よほど妖が好む身体からだをしているんだろう。教室の中はこの通りあらゆる結界を張ってあるからまだ良いが、由樫が外をひとりで歩かないよう、あんたも気をつけてやってくれないか」

「あら。私、ひとりでも大丈夫ですわよ。煌陵の敷しき地ち内にいれば安全でしょう？」

「その油断が危ない。Ｊの生徒ならともかく、他ほかの妖が潜もぐりこんでいたりしたらお前は一発で狙ねらわれる」

　榊のずけずけとした容よう赦しやない物言いに、由樫がぷーっと頰ほおを膨ふくらませる。

「大丈夫ですのに」

　日菜を挟はさんで由樫と榊が交かわしている会話を、他のＡの生徒たちはじっと耳をそばだてて聞いていた。

「……どう思う？」

「少なくとも妖の匂においはしないよな？」

「ああ。人間の匂いがする」

「でも、Ａに入ることができるのは妖と対たい峙じするハンターの家に生まれついた人間だけだぞ」

「だから初等部から転入生なんてひとりもいなかったんだよな。俺ら、学園サイドに生まれとか徹てつ底てい的に調べ上げられたし」

「そうでもしないといくら煌陵でも不安だからなあ。仕方ないよ」

　彼らは将来一流の妖ハンターとなるべき存在だ。

　それを快く思っていない妖に狙われることなどしょっちゅうなので、気を抜ぬくことはできない。

「転入生ねえ……」

「理事長のお墨すみ付つきだからまあ、安心っちゃ安心ではあるんだけど」

「あの理事長だからな。いまいち信しん頼らいしきれない」

　理事長が聞いたらよよよと泣き出しそうなことを、声を潜ひそめて囁ささやき交わす。

　信しん仰こうするものが違ちがっていても、Ａの生徒は初等部入学時からかれこれ九年の付き合いがある。普ふ段だんそれぞれが好き勝手に生きていても、いざというときの団結力は強い。

　榊にそれとなく目で合図を送りながら、結論を弾はじき出す。

　曰いわく。




　灰色グレーゾーン。




　　　　＊




　終業後、由樫の案内で校舎のあちこちを見て回った。

　一度寮りように戻もどってから、買いたいものがあったのでひとりで敷地内のショップへ向かう。

　食料品も雑貨も本も衣服も、それぞれの店がきちんと入っているので生活に不便なことはまったくない。

　煌陵はまるで、ひとつの街のようだった。

「……街じゃなくて王国かな。校舎も古城みたいだし」

　改めてよく見てみると、こまごまとしたところまで煌陵は壮そう麗れいな佇まいだ。

　敷地も広大で、都内近きん郊こうにあるとはとても思えない。

　雑貨屋で授業用のノートや筆記用具の備び蓄ちく分を買って寮に帰る途と中ちゆう、煉れん瓦がでできた小道で偶ぐう然ぜん風雅とばったり行き合わせてしまった。

「あ」

　風雅は影かげのような青年を従えていた。どうやら用事があって出かけた帰りらしい。

「……まだ煌陵にいたか」

　顔を合わせるなり、さも嫌いやそうに言われ、日菜もむっとしながらも応じる。

　何もしていないのにいきなりこんな風に言われては、誰だれだって嫌な気分になる。

「私がここにいようといまいと、関係ないでしょう」

「まだ出て行く気になれないのか？　ひよこ」

「ひよこじゃありません、私は日菜です！」

「俺が親切に言っている間にさっさと出て行け。手て遅おくれになってから泣いても遅おそいぞ」

　日菜だってできることなら元の生活に戻りたいが、もう戻りようがないのだから仕方がない。

　──だって、誕生日はもうすぐだもの。

　日菜の誕生日は四月の下旬だから、もうほとんど時間がない。

　十六歳になるまでに、妖あやかし化かを食い止める方法を見つけなければならない。

　そう思うと、日菜は焦あせらずにはいられない。

　──そうだ。

「もしかして、私が妖にならずに済む方法をご存知ですか……？」

　風雅は、日菜が半人半妖で破は邪じやの血を受け継ついでいるということも知っている。

　人間は知らなくても、妖なら知っているかもしれない。

　淡あわい希望が浮うかぶ。

　風雅も妖なら、日菜よりは妖のことに詳くわしいだろう。

　それも妖の中でもかなり身分が高いというようなことを聞いたような気がする。

「さあ、聞いたことがないな」

　素そっ気なくあしらわれ、せっかく浮かんだ希望がぱちんと弾けて消える。

　期待した分落らく胆たんも大きい。

「それに、知っていたとしてもお前に親切に教えてやる義理はない」

　──風雅さんって、性格悪いかも。

「ぐずぐずせずにさっさと出て行け、ひよこ」

　こうまで好き放題に言われては、日菜も黙だまっていられない。

　人の希望を打ち砕くだいておいて、この言い方はひどすぎる。

　生来日菜は意地っ張りの上に勝ち気だ。

　負けっ放しではいられない。

「風雅さん、でしたっけ。風雅さんにそんなことを言われる理由はありません」

　何回か聞いただけでうろ覚えの名前をしっかりと口に乗せる。

　日菜がそう呼ぶのだから、日菜のこともひよこなどと呼ばずにきちんと呼んで欲しい。

　そういう意図を込めたつもりだったのだが、その呼び方が背後の青年の気に障さわってしまう。

「……人間の分際で、親しげに風雅さまの名前を呼ぶなど不届き千せん万ばん」

「いい、李り氷ひ。下がれ」

　風雅の背後に控ひかえて存在感を消していた李氷が憤いきどおる。

　風雅のそばに仕える妖四人衆のひとりで、風雅に絶対的な忠誠を誓ちかっている。

　風雅よりは少しほっそりとして、美少年然とした妖だ。

　斬りつけるような眼差しを日菜に向けている。

「ですが」

「下がれと言っている」

「……は」

　風雅の命令は絶対だ。

　李氷は渋しぶ々しぶ、夕暮れ時の薄うす闇やみに溶とけ込ませるようにして姿を消した。日菜は目を丸くする。

「消えた……？」

　日菜の反応に、風雅が傲ごう然ぜんと顎あごを上げる。

　人間と共存する煌陵に籍せきを置いてはいるが、風雅には妖の常識しか通じない。彼は人間の世界の理ことわりをほとんど知らない。

「当たり前だろうが」

「風雅さんたちって、本当に妖なんですね……」

　──妖って言われても見た目は人と変わらないから、もしかして何かの間ま違ちがいじゃないかと思っていたけど。

　目の前でこうもはっきり見せつけられては、納なつ得とくしないわけにはいかない。

「どうしても出て行かないつもりか？」

「当たり前です。風雅さんこそ、どうしてそんなに私を追い出そうとするんですか」

「決まっている。お前の守護役など務めるのは性に合わん。いくら先祖が代々務めてきたこととはいえ、俺は御ご免めん被こうむる」

「だから、守護なんてしてくれなくて結構です」

「お前が煌陵にいる限りそうもいかない」

「どうしてですか」

「誓せい約やくがあるからだ」

「誓約？」

　理事長が風雅に突つきつけていた書類を思い出す。あれを確か、誓約書と呼んでいたはずだ。

「理事長が持っていたあれのことですか？」

「ああ。煌陵にいる妖はほとんどがサインをしている。細かい規則ではないのだが、まあ、煌陵にいる限りは人間と共存できるように努力しなくてはならない。面めん倒どう臭くさいことだ」

「そんなに面倒臭いのに、どうしてここにいるんですか？」

　ふと不思議に思って訊たずねてみる。

　文句は多いが、基本的には風雅は答えをくれる。

　本当に日菜のことを嫌っているのなら、顔も見ないで立ち去るだろう。

「人の世のことに慣れるためだ。俺は将来妖よう狐この一族を背負って立つ。そのための、言わば修しゆ行ぎようのようなものだ」

　それが生まれついての俺の宿命だ、と。

　堂々と言い切るその様子は、威い張ばったところもなければ気負った風もなかった。

　ただ決然と胸を張っていて、誇ほこりに満ちている。

「修行期間が明けるまで、俺はここから離はなれることができない。だからお前が出て行くのが最善の策だ。わかったか、ひよこ」

「だからひよこじゃありませんてば！」

　ひよこが嫌きらいなわけではないのだが、風雅にひよこと呼ばれるとものすごく幼くなったような気がして聞き流すことができない。

　日菜は唇くちびるを嚙かみ、きっと風雅を睨にらみ上げた。

「それに、簡単に出て行くわけにはいきません。妖なんかにならない方法を探さなくちゃ」

「では、交こう渉しよう決けつ裂れつということでいいな？　ひよこ」

「私は日菜ですってば！」

「この際だからはっきり言っておいてやろう。おまえはひよこだ」

　風雅が嘲あざけるように顎を上げる。

「現に己おのれの運命を受け入れることも断たち切ることもできず、ただ流れの中で逆らって我を張っているだけではないか。子供……いや、赤子以下だ。ひよこ」

「な」

「破邪とは本来崇あがめられるべき才能だ。そしてその誓約は命がけのものだ。生半可な気持ちで結べるものではない。俺は、お前に命をかける気にはなれん」

「誰だれも、護まもってほしいなんて言っていません！　風雅さんには風雅さんの事情があるのかもしれないけれど、それを私に押しつけないでください」

　周囲の空気が一気に冷えた気がして、日菜は辺りを見回した。

　ひゅうっと、春だというのに冷気にも似たものが吹ふき抜ぬけていく。

　冬の風よりも冷たい極ごつ寒かんの風だ。

「え……？」

　慌あわてて辺りを見回したが、見み渡わたす限かぎり誰もいない。

「俺を怒おこらせるとろくなことにはならないが……一応女だからな。忠告しておいてやろう」

　いつの間にか風雅が目の前に迫せまっていて、日菜はびくっと肩かたを竦すくませた。

「俺を本気で怒らせるなよ……？」

　低めた声を耳もとに吹きこまれる。

「や……っ！」

　途と端たんに、ふわりとまたあの香かおりが風雅の鼻先をかすめていった。

　ほのかに甘い、例の香りだ。

「うん……？」

　──やはり、妖あやかしの匂においがするな。

　しかも甘く、風雅を惹ひきつける香りだ。

　この香りは、果たして本当にこの少女から発せられているものなのだろうか。

　突き止めたくなって、風雅は意識を集中させる。

　代々の破は邪じやは甘やかな芳ほう香こうを放って妖を魅み了りようしてきた。

　どうやら日菜の中に流れる血筋だけは本物のようだ。

　妖よう力りよくの大きな妖ほど、この香りに魅みせられる。

　──自覚は全然足りないがな。

　破邪の頑かたくなな蕾つぼみのまま、大輪の花を咲さかせることなく散らされるのが関の山だろう。

「また……！　放して……！」

　いやがって抗あらがうのを気にも留とめずに引き寄せ、髪かみや耳の近くで深く息を吸いこむ。

「……っ」

　知らず知らずのうちに日菜の身体からだを深く懐ふところに抱だき込むと、少女の身体がびくっと硬こう直ちよくした。

　どうやら男に触ふれられることに慣れていないらしいと気づいて、風雅は何だか急に楽しくなってきた。

　退たい屈くつを紛まぎらわせるようなこと、おもしろそうなことはいつでも大だい歓かん迎げいだ。

　退屈が一番良くない。

　人間よりはるかに寿じゆ命みようが長い分、風雅は暇ひま潰つぶしに飢うえている。

　日菜は風雅にとってよい玩具おもちやになりそうだった。

　──女に言うことを聞かせるには、もっといい方法があったな。

　風雅なりの説得に耳を貸さないのだから、残された方法はあとひとつ。

　実力行使だ。










　青年が何故なぜいきなり考えを変えたのかはわからなかった。

　青年が何を考えているのかも。

　ただ、風雅を取り巻く空気が艶つややかに色いろ濃こく、そして濃のう密みつになったのだけはわかった。

「放して！　何を考えているんですか……っ！」

「意地を張ったらどうなるかを教えてやろう」

　風雅はわざと日菜と目を合わせ、ひどく蠱こ惑わく的に笑う。

　獣けものの笑えみだ、と日菜は思う。

　肉にく食しよく獣じゆうの、標的となる獲え物ものに狙ねらいを定めた余よ裕ゆうの浮うかぶ目だ。

　あっという間に青年の腕うでに抱き込まれて、日菜は目眩めまいがしそうだった。

　身体全体がすっぽりと風雅の胸に抱だき寄せられて、熱いのに寒気を覚えるほどに怖こわい。見知らぬ青年の体温など、少女を怖がらせるだけだ。

　それをよく知っていての嫌いやがらせだというのなら、悪あく趣しゆ味みな方法だ。

　けれど今の日菜には一番効果があることも、風雅にはわかっていたのだろう。

「やだっ！　誰か、誰か……！」

「助けを求めても無む駄だだ。人には見えないように結界を張っているし、妖で俺に刃は向むかえる者はそうはいない」

　頰ほおを寄せられそうになり、両手で風雅の頰を押して突っぱねる。

　手だろうが足だろうが爪つめだろうが、使えるものは何でも使って日菜はしなやかに抗う。

「いや！」

　腕の中で仰のけ反る細い身体。

　あまりに日菜が抵てい抗こうするので、風雅の中の狩しゆ猟りよう本能とでも言うべきものが触しよく発はつされていく。

　妖は人間よりもはるかに野性の本能を残している。

　逃にげるものは追う。

　追い詰つめて仕留める。

　それが狩かりの醍だい醐ご味みだ。

　それに──華きや奢しやな少女から時折溢あふれ出る香りを、もう一度確かめてみたい。

　衝しよう動どうのようなものだった。

　風雅自身何も考えず、ただ身体が勝手に動いていた。

「風雅さん、嫌がらせにしたってやっていいことと悪いことが……っ」

　息を切らせながらも必死に嫌がっている日菜を懐に深く抱き寄せ、抵抗を封ふうじ込めるために小さな耳みみ朶たぶに軽く嚙みつく。

「……っ！」

　日菜の身体が、哀あわれなほどに大きく震ふるえた。

　軽く歯で挟はさんだだけだからたいして痛みはなかったはずだが、驚おどろきの方が大きかったのだろう。

　結ゆっている髪かみ紐ひもを片手で器用に外す。

　はらりと黒くろ髪かみが広がると、ほら。

　またあの香りが広がっていく。
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　甘い。

　甘い香りだ。

　咲き初そめた蕾のように初うい々ういしいが、ところどころにはっとするほど妖よう艶えんな蜜みつを宿す──男を誑たぶらかす媚び態たいを孕はらみ、それでいて清純で。

　こんな香りは今まで嗅かいだことがない。

　──人間の使う香こう水すいの類たぐいではない。香こうにもこれほどまでに甘い香りはなかった。

　髪に顔を埋うずめるようにして、深く吸いこむ。

　もう一度。

　もう一度。

　吸い寄せられるとはこのことを言うのだろうか。それくらい魅み惑わく的で、風雅が耽たん溺できしてしまいそうな香りだった。

　──この香りで代々の破邪は妖よう狐こをたらし込み、惑まどわせてきたのか。

　不意に。

　日菜が力いっぱい手を振ふり上げる。

　ぱちん。

　軽い衝しよう撃げきを覚えて目を開ける。

　いつの間にか目を瞑つぶっていたことに、今になって気づく。よほど深く意識を溺おぼれさせてしまっていたらしい。

「何だ」

　腕の中で日菜は、青ざめてふるふると震えていた。潤うるんだ瞳ひとみで、きっと風雅を睨にらみつける。

「……？」

「風雅さんなんて大だい嫌きらい！　最低！　変態、痴ち漢かん！」

「な」

　わずかに拘こう束そくが緩ゆるんだ隙すきをついて、日菜はするりと風雅の腕の中から逃げ出した。

　まっすぐに睨みつけてきたあの飴あめ色いろの瞳の、風雅が一いつ瞬しゆん気け圧おされたほどの凜りんとした眼まな差ざし。

　風になびく長い髪が、ひらひらとした蝶ちようの羽根のように風雅の眼まな裏うらに焼きつく。

　あとには、日菜がいつの間にか落としていた雑貨屋の小さな包みだけが地面の上にぽつんと取り残されていた。










　無我夢中で走って走って、走って。

　寮りようの玄げん関かんフロアに飛びこんだとき、日菜は安あん堵どのあまりへたりこみそうになってしまった。

「荷物……置いて来ちゃったな……」

　どうしよう、と呟つぶやきつつも、取りに行こうとは思わない。

　もう一度風雅に会ってしまったらと思うと怖い。

「あら。お出かけでしたの？　日菜さん」

　玄げん関かん脇わきの談話フロアにいたらしい由樫がぴょこんと顔を覗のぞかせる。

「ちょうどよかったですわ。今、Ａの皆みなと話しておりましたの。もうすぐ夕食の時間でしょう？　今夜は日菜さんの歓かん迎げい会を兼かねて皆で賑にぎやかにお食事することにしませんか？　正式な歓迎パーティーは日を改めて敷しき地ち内のレストランに行きましょう。今日は寮の食堂ですけれど、味は保証致いたしますわ。ね？」

　寮の中は東館と南館で男女にきっぱり分かれているが、玄関や談話室、食堂などは共有だ。談話室にきっとＡの男子生徒たちも集まっているのだろう。

　その気き遣づかいは嬉うれしかったけれど、今はとても楽しく食事をすることはできそうになかった。日菜は小さな声で謝罪する。

「……ごめんなさい。今日は気分が良くないので、またの機会にしてもらってもいいですか……？」

　由樫が、心配そうに目を瞠みはった。

「それは大変。そう言えば顔色も少し悪いみたいですわ。お医者さまを呼びましょうか？　榊さん、ちょっと来て。手を貸してくださる？」

「どうした」

　談話室から榊まで出てきて、日菜は慌あわてて首を振った。

　風雅に接したあとで、由樫の純じゆん粋すいな優しさを見ていると、心の箍たがが緩んで今すぐ泣き出してしまいそうだ。

　──泣いては駄だ目め。

　由樫に心配させてしまう。由樫を悲しませたくはない。

　──駄目。

「いえ、たいしたことはないんです。でもちょっと……あの……ごめんなさい」

　鼻の奥がつんと痛くなる。

　涙なみだをこらえきれなくなる前に、日菜はくるりと踵きびすを返した。










「……どこ行こう」

　途と方ほうに暮れて日菜はとぼとぼと煉れん瓦が敷じきの小道を歩く。

　行く当てなどない。

　できれば部屋に戻もどりたかったのだが、そうすると由樫が心配して訪ねてくるような気がして戻れなかった。

　泣いているのを知られたら、由樫は何と思うだろう。

　煌陵に馴な染じめないのではと気を回させてしまったら申し訳ない。

「──私が人間じゃなくて半人半はん妖ようだってわかったら、由樫さん、何て言うかな」

　いたずらに脅おどかしたくないので事実を明かすことはできないけれど、由樫たちＡの生徒を騙だましているのもまた事実だ。

　苦しい。

　いきなり妖あやかしになるなんて言われたときから、日菜の神経はずっと張り詰つめ通しだ。

　だがもうそれも疲つかれた。

　なんだかもういっぱいいっぱいで、心に余よ裕ゆうがない。

「…………っ」

　目の奥から、心の中から。

　涙がこみ上げてきて、目め尻じりをくしくしと擦こすりながら泣きじゃくる。

　寮から少し離はなれただけなので、夕食時の団らんの声が風に乗って聞こえる。

　わいわいと楽しそうだけれど、日菜はひとりだ。

　夜の中で、たったひとり。

「う～……っ」

　一度涙るい腺せんが崩ほう壊かいしてしまうと、涙がぼろぼろ零こぼれて止まらない。

　手の甲こうで拭ぬぐっても拭っても、涙はあとからあとから溢あふれ出てくる。

「ひっ、く…………」

　怖こわかった。

　あんな風に他人に触ふれられたのは初めてだった。

　日菜の両親が抱だき締しめてくれるときは常に愛情が満ちていて温かかった。

　祖母の抱ほう擁ようはやわらかくて優やさしかった。

　だからあんな、喰らい尽つくされてしまいそうな恐きよう怖ふを味わわされたことはない。

　日菜は思いつく限りの悪口雑言を並べてきたつもりだが、風雅はこたえているだろうか。

「──抵てい抗こう、したのに」

　高校生ともなれば、男女の力の差は歴然としてくる。

　たいして鍛きたえてもいない日菜が、力で敵かなうわけがないとわかっていても悔くやしい。

「……どうしたんですか？」

　涼すずやかな声が頭上から降ってきて、日菜は驚おどろいて顔を上げる。

「誰だれ⁉」

　小道の両りよう脇わきには瓦斯ガス灯とうが等とう間かん隔かくに設置されているので、夜でも相手の顔は見分けられる。

　とはいえ、視界が涙でぼやけてしまって朧おぼろ気げな人ひと影かげしか見えない。

　まさか、風雅だろうか。

　でも声が違ちがう。

　もっと穏やかで、もっと落ち着いた声だ。

　日菜が懸けん命めいに目を擦って涙を拭うと、仕事帰りらしくネクタイを緩めた芝が、不思議そうに日菜を見下ろしていた。

「芝先生…………」

「白咲さん……？」

　芝がはっと息を吞のむ。

「泣いているのですか？　どうして？」

　優しい口調が日菜の心を弱くさせる。

　目尻に溜たまっていた大おお粒つぶの涙が頰ほおを転がり落ちる。

「ああほら、そんなに擦っては駄目ですよ。赤くなってしまいますよ」

　ポケットをごそごそと探さぐるが、芝はハンカチを持っていなかったらしい。

　ちょっと困ったようなため息をつき、腰こしを屈かがめて日菜の顔を覗きこもうとする。

「そんなに泣かないでください。どうしたのですか？　何か、いやなことでもありましたか？　誰かに意地悪をされたとか」

　日菜はぶんぶんと首を振ふる。

　言えない。

　子供の泣き方だとわかっていたが、それでも溢れ出る涙を抑おさえることができない。

「どうしてそんなに泣いているのか、理由を私に話してみてください。それだけでも随ずい分ぶんと気が楽になりますよ？」

　理事長と風雅しか日菜が半人半妖だということは知らないから、芝にだって本当のことは言えない。

　苦しくて寂さびしくて、日菜はもう泣きじゃくることしかできない。

　このまま泣いて、心に溜まっている澱おりをすべて吐はき出してしまいたい。

　泣く場所を求めて飛び出したのだと、日菜は今いま更さらながらに理解した。

　ずっと、泣きたかったのだ。

　泣いてもどうしようもないと知りながら。

「……わかりました」

　芝が静かにそう言って、日菜の背に手をあてがい、近くにあるベンチへと誘いざなう。

「そうだ。ちょっと待ってください」

　スーツの上着をすっと脱ぬぐ。

　そのまま、その上着を日菜の頭からすっぽりと被かぶせた。

「こんなものでも、ないよりはましでしょう？」

　これで涙を拭え、と。

　芝の心こころ遣づかいに、ますます涙が溢れる。

　ようやく心につかえていたものが下りたような気がして、日菜は泣き続けた。

　日菜が泣き止やむまで。

　芝は、ずっと傍かたわらで黙だまって日菜を見守り続けていた。
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「芝先生に、泣いていた理由を聞かれたらどうしようかと思ったけど……」

　一夜明けて、日菜はなんとか落ち着きを取り戻していた。

　泣くだけ泣いて、すっきりしたのかもしれない。

　今日は丸一日、平和に過ぎていった。

　授業も本格的に始まって、頭の中では数式と歴史の年号がぐるぐると回っている。

　昨夜、芝の上着をあのままびしょびしょにしてしまったので、日菜が預かってクリーニングに出すことにした。

「お借りしてしまった上着、明日にはクリーニングから返ってくるので、そうしたら届けに来ます」

　朝になってから改めてお礼を言いに行ったのだけれど、芝は何も気にしていないようだった。その優しさに救われる。

「子供がそんな気を遣うものではありませんよ」

　にっこりと笑ってそう言って。

「自分の可愛かわいい受け持ちの生徒が泣いているのですよ。そばにいるのは、担任として当然のことでしょう？」

　芝は優しい。

　日菜には兄弟はいないが、兄という存在がいたらこんな風だったのだろうか、と思う。

　──優しくて頼たよりになって、大人で。

　何から何まで、風雅とは大おお違ちがいだ。

　由樫が日直当番の仕事で教室に残っているので、今日はひとりで先に寮りようへと戻もどる。

　由樫をひとりで歩かせないようにと言われているが、榊も同じ日直なので大だい丈じよう夫ぶだろう。

　鞄かばんを持って廊ろう下かを歩いていると、ちょうど正面からやってきた男子生徒が、日菜の横を通り過ぎるなりぴたりと足を止めた。

「日菜？　もしかして日菜か？」

　唐とう突とつに名前を呼ばれて、日菜は驚いて振り返る。

　この学園に知り合いはいないはずだ。

「え？」

「あ。やっぱり！　懐なつかしいな。俺のことを覚えているか？」

　男らしい精せい悍かんな顔立ちの男子生徒が、思わずといった様子で口もとを綻ほころばせる。大きなスポーツバッグを肩かたにかけており、肌はだも陽ひに焼けて健康的だ。

　──え？　誰？　知り合いだっけ？

　一いつ瞬しゆんパニックになりつつも、日菜は大きな瞳ひとみでじっと相手を見上げた。

　──ちょっと見覚えがあるような……誰だっけ……？
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「何だよ、忘れたのか？　俺だよ」

　うーん、と考え込んでいる日菜に苦にが笑わらいして続ける。

　このすなおさ。

　日菜は、小さなころからまったく変わっていないらしい。

「中学に上がるまで隣となりに住んでいただろう？　まさか、幼なじみの顔を忘れたんじゃないだろうな？」

「え、剣つるぎ⁉　剣なの⁉　わ、本当だ、剣だ！」

　言われてみれば、確かに幼なじみの三み上かみ剣だ。

　日菜が喜んでぴょんと跳はねる。幼い頃ころの癖くせで互たがいの両手をぱちりと打ち合わせながら、剣は破顔した。

「変わっていないな、お前」

「そう？　剣は変わったね。よーく見ると面おも影かげがあるけど、最初は全然わからなかったもの」

「成長期だからな。背もまだまだ伸のびてる。でも俺は一目でわかったぞ」

「だって剣変わったもん！　うわあ、こんなところで会えるとは思わなかった。ずっと煌陵にいたの？　中学に入るときにお互いに引っ越こししちゃって、それっきり会ってなかったもんね」

　年賀状などの遣やり取りはしていたが、いざ離はなれてしまうと照れくさくて、互いに近きん況きようをざっと知らせる程度で済ませていたのだ。

「そうだな。家を継つぐ関係でＳスペードにいる。おじさんやおばさん元気か？」

　Ｓは武ぶ闘とう家育成クラスだ。

　幼よう稚ち園えん以降中学に上がるまで、剣はずっと白咲家に入り浸びたっていた。

　剣の家は剣けん術じゆつの実戦派の宗そう家けで、道場を含ふくめた大きな屋や敷しきに住んでいる。

　剣はそこの跡あと取とりだ。

　小さなころから剣はよく、稽けい古この隙すきを見つけては日菜の家に上がり込んでいた。

　当然日菜ともよく遊んだし、母親の佐鳥からはうちの子同然の扱あつかいを受けている。

「お前、いつから煌陵にいるんだ？　全然気づかなかったぞ」

　日菜はこっくりと頷うなずいた。

　幼なじみに会ったためか、行動や表情まで少し幼くなっているようだ。

「うん。転入してきたばかりだもの」

「噂うわさになっている転入生ってお前のことか」

「噂になってるの？」

　日菜がへにょりと眉まゆを寄せ、いささか情けない表情を浮うかべる。

　抱かかえている事情が事情だし、あまり目立ちたくはない。

「そりゃあ、いくら四月とはいえ煌陵に転入生なんて珍めずらしいからな」

「やっぱり珍しいんだ……」

「まあ、物珍しさだけなら一ひと月つきもすれば治まると思うが」

　剣は幼なじみの全身に目を走らせつつ素す早ばやく思考を巡めぐらせる。

　──噂の転入生ということは、日菜はＡなんだよな……やっぱり。

　Ａは妖あやかしハンター育成クラス。

　だが日菜は妖ハンターにはなれないことを、剣は日菜自身よりもよく知っている。

「ということは、香子さんが亡なくなってもう三年以上経たつのか」

「……うん。去年、三回かい忌きも済んだよ」

　剣と並んで壁かべに寄りかかる日菜の声も少し沈しずむ。

　祖母の香子が他界したのは、日菜たちが小学校六年のときだ。

　病で仕方なかったとはいえ、日菜も剣も泣いた。

　香子の死の際に、日菜と剣は初めて親しい人の死、別れというものを間近に見たのだ。







　夏の終わり、残暑が例年よりも厳しくて、蟬せみ時雨しぐれがいつまでも続いていた頃のこと。

　日菜と剣は小学校最後の夏休みだったけれど、遊びたいとは思わなかった。

　香子が病を得て、どんどん衰すい弱じやくしていったせいだ。

　佐鳥はもちろん日菜も、そして剣も懸けん命めいに看病をした。

　身体からだの弱った病人に、暑さは相当にこたえたのだろう。

　寝ね床どこから身を起こすこともできなくなった香子を剣が見み舞まったとき、弱々しい声で、けれどはっきりと秘密を打ち明けられた。

　そしてしっかりと手を握にぎって、生命の残りわずかな力を振ふり絞しぼって託たくされた。

　──日菜のことをどうぞお願いね。

　香子からの秘密の頼たのまれごと。

　日菜には秘密の頼まれごと。

　それは、剣が生しよう涯がい背負っていくつもりだ。







「早いよなあ……」

　しみじみ呟つぶやくと、剣の目線よりちょっと下にある日菜の黒くろ髪かみも小さく揺ゆれる。

「そう言えば、Ｓクラスはどんな感じなの？　クラスごとに使用する教室が離れているからあんまり様子がわからないんだよね」

　煌陵が普ふ通つうにクラス分けしていないことくらいは日菜にももう充じゆう分ぶんすぎるほどわかっている。

　──ていうか、将来とか血筋とかではっきり区別している感じがする。クラスごとに教室も離れているし。

　普通の高校とは少し違ちがっているのはもう仕方ないのかもしれない。何せ、妖を受け入れている学園だ。

　普通と同じと思う方がおかしい。

「武術とか、体術関係が多いかな。ＳＰの卵なんてのもいる。男ばかりでむさ苦しいが手合わせ相手には事欠かない」

「Ａも男子ばっかりだよ」

「Ｓには女子はひとりもいない。二、三年のＳには何人かいるんだけどな。立川がいるだけＡのほうがましだぞ」

「ああ、由樫さんね？　すごく可愛かわいいの。仲良くしてくれて、とっても親切なんだよ」

「だろうな」

　剣は軽く肩を竦すくめる。由樫は煌陵の有名人だ。

　Ａの生徒というのもあるが、あの浮うき世よ離ばなれした性格は一種特とく殊しゆだ。

「……お前とは気が合うだろうな」

「うん！　何でわかるの？」

「見てりゃわかる」

「？　変なの」

　ころころと笑っていた日菜が、時計台の鐘かねの音を耳にして時間を気にし始めた。

「つい話し込んじゃったけど……剣、時間はいいの？」

　昔から剣は鍛たん練れんに追われていた。

　それに家業を継ぐためとはいえ、過か酷こくな稽古で怪け我がも絶えなかった。

　剣の両親は負傷すること自体軟なん弱じやくな証しよう拠こだという厳しい考えだったから、手当てをよくしていたのは白咲家の女性陣じんだ。

「ん、大だい丈じよう夫ぶ。昼練は済んでいるから、あとは夜練だけだ」

「相変わらずハードなの？」

　剣が軽く肩かたをすくめる。

「もう慣れた」

　慣れたということはないだろう、と日菜は思う。

　剣の父親は厳しすぎるほどに厳格で、小さいころの剣は人ひと気けのないところでよく涙なみだをこらえていたものだ。

　剣がゆくえをくらませるたびに、日菜は心配していつも捜さがしに行った。

　剣はいつも突とつ拍ぴよう子しもないところに隠かくれていて、捜すのに苦労したことまで思い出す。

　日菜はくすりと笑えみを零こぼした。

　──よその家の屋根の上に上がっちゃったり、うちの床ゆか板いたを外して縁えんの下したに潜もぐっていたり。剣を捜すのは大仕事だったわ。

　それでも小さなころの日菜はいつも剣を見つけ、剣が落ち着くまでそばにいて、それから手を繫つないで一いつ緒しよに帰った。

　──懐なつかしいなあ……。

　あのころは、自分の中に妖の血が流れているなんて思いもしなかった。

「お前こそ、帰き寮りようが遅おそくなっちまったな。寮まで送る。Ａだから第一寮でいいんだろ？」

「え？　いいよ、大丈夫」

「いいから」

　半ば強ごう引いんに押し切るようにして、剣は日菜の腕うでを取る。

　変わらず着けている水すい晶しよう玉だまの手纏に懐かしささえ覚えたが、その細さには少し驚おどろく。

　──こいつ、こんなに細かったっけか。

　会えなかった三年の間に、日菜は小さな女の子から少女へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「なあに？　どうしたの？」

「……何でもない」

　胸に萌きざした照れくささを押し包み、剣が日菜の手首を改めて摑つかみ直した。

「行くぞ」










「剣の寮はどこ？」

「第三」

　煌陵の生徒の例にもれず、剣も携けい帯たい電話は持っていない。

　基本的に持ち込みは禁止されているし、第一敷しき地ち内で携帯が通じない。

　生徒同士は校舎内や寮を行き来することで交流できるし、家族や遠くの友人とは部屋に各自備えつけのパソコンを使って連れん絡らくを取っている。

「今度遊びに行っていい？」

「あー、大たい抵てい門限の時間までは鍛練しているから……寮に来て、フロントで呼び出ししてくれ」

　日菜にとって剣は幼なじみであり、兄弟と言うよりはもはや双ふた子ごのようなものだ。

　煌陵はどこの寮も男女のフロアがはっきり分かれていて同性以外の行き来は認められていないが、談話室で話したりすることはできる。

　本格的にデートを楽しみたければ、敷地内のあちこちにあるレストランに出かけるのが煌陵風だ。

　煌陵自体が山奥にあるので、敷地の外に出るには平日は時間がなさすぎる。

　土日は遊びに出かけることもできるが、宿しゆく泊はくはよほどの事情がない限り、長期の休み以外禁止だ。

「剣、やっぱり鍛練漬づけだ」

　日菜がくすくす笑う。

　生家が剣けん術じゆつの宗そう家けということもあるが、やはり好きでなくてはこうまで続かないだろう。

　第一寮まで送り届ける間も、日菜は剣と色々な話をした。久し振ぶりに会ったので話は尽つきない。

　寮の玄げん関かんフロアの手前で、日菜が名残なごり惜おしそうな顔をする。

　もっと話したいが、剣には鍛練があるからと気を回したのだ。

　それに、同じ学園にいるのだから、また会いに行けばいい。

　気心の知れた相手と話すことができて、ささくれ立っていた日菜の心もようやく落ち着いてきていた。

　幼なじみの効果は絶大だ。

「じゃあね、剣。送ってくれてありがとう」

「またな」

　そう言いかけて、寮の玄げん関かん先で中に入っていく日菜の肩を摑んで引き留める。

「剣、どうしたの？」

　幼なじみの青年は、今まで日菜が見たこともないほど顔つきを険しく引き締しめていた。

「日菜。Ｊには近づかない方がいい」

「突とつ然ぜんなあに？」

「いいから。Ｊには絶対近づくな。Ａなんだから、Ｊがそっち系だっていうことくらいは知っているんだろう？」

「……うん。剣も知っていたんだ……？」

「少しはな。ＳはＡの警備もやるから事情を知っていないと、いざというときに動けない」

　誰だれが敵で誰が味方か。

　素す早ばやく見み極きわめるために、Ｓには情報も必要なのだ。

「そうなの？」

「とにかくＪとは関かかわるな。いいな？」

「無理よ。だって風雅さんは守護役だとかって理事長も言っていたし」

　もうとっくに関わってしまっている。

　できることなら風雅のことは避さけたいが、この先のことを考えるとそうもいかない気がする。

　妖あやかしというのは妖よう怪かいのことだとわかるのだけれど、細かい分類までは知らない。

　──私は破は邪じやだって言うけれど。大体、破邪って何なの……？

「Ｊがお前の守護役？　守護役って、要は護衛ってことか？」

「私は断ってるし、向こうも断っているけど」

「風雅……宮守風雅か？」

「そう」

　剣は内心頭を抱かかえる。

「……香子さんの危き惧ぐしていた通りになってきたな」

「え？」

「いや……お前に護衛が必要だって言うなら俺がやる。それでいいだろ？」

「いい、の、かなあ……？」

　──剣、人間だし。私が半人半はん妖ようだって知らないはずだし。

　ふと、剣になら打ち明けられるかもしれない、と思う。

　気心が知れていて、もし万が一、日菜の正体を知ったとしても、剣なら態度が変わらなそうだ。

　剣の裏のないさっぱりとした性格は、日菜もよく知っている。

「あのね、剣」

「Ｊになんて関わるな。ろくなことにならないぞ」

　吐はき捨てるようにそう言われて、日菜は驚いて口を噤つぐんでしまった。

　──妖のことを、まるで憎にくんででもいるみたい……。

　言えない。

　咄とつ嗟さに唇くちびるを閉とざす。

　この関係が壊こわれてしまうのが怖こわい。

　日菜を悩なやませるものはいつも妖に関わることばかりだ。

　夕暮れ時の鐘かねが鳴る。

「あ。やべ」

　剣が慌あわてて時間を確かめた。

　そろそろ夜の鍛たん練れんに向かわないと、今日のトレーニングメニューがこなせなくなる。

「ごめんね、引き留めて。じゃあね」










　寮の中へ消えていく日菜を見送り、踵きびすを返した剣は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように渋じゆう面めんを作る。

「煌陵に来たっていうことは、香子さんの言っていたように、楽観的には済まなかったってことか。あいつの誕生日まで、もう時間がないな」

　日菜の誕生日は四月の下げ旬じゆんに訪おとずれる。

「俺が煌陵に入ったのも、あいつを守るためだったんだけどな」

　日菜を守れるようになるためには、普ふ通つうに暮らしていたのでは駄だ目めだ。

　剣術が使えるだけでは到とう底てい足りない。

　妖を知り、対する腕うでを磨みがく必要がある。

　そのために剣は煌陵に入ったのだ──十六歳になったら妖として目覚める運命を背負う日菜を守り抜ぬくために。

『日菜のことをよろしくね』

　あの女性ひとは、事切れる寸前まで孫まご娘むすめの行く末を案じていた。

　厳格過ぎる父親と同じくらい母親とも合わなかった剣にとって、佐鳥と香子は母親代わりのようなものだった。

　あのふたりが剣に優やさしさを教えてくれたのだ。

　そして、幼いころの日菜も。

　厳しすぎる稽けい古こから剣が逃にげて隠かくれているとき、その隠れ場所を見つけることができたのは日菜だけだ。

　転んでも道に迷っても、日菜だけが剣の居場所を捜し当てて迎むかえに来てくれた。

「香子さん。約束は守るよ」

　夕ゆう陽ひの沈しずむ空を見上げてそう呟つぶやき、剣は大きな鞄かばんを担かつぎ直して夜間の鍛練に向かった。

　日菜を守るためにも、もっともっと強くならなくては。

　そしていつか、日菜を待ち受ける過か酷こくな運命から救ってみせる。

　剣は固い決意のもと、唇をきつく嚙み締めた。

　今はまだ修しゆ行ぎよう中の身で、何をすることもできないけれど。

「……もう少しだけ、待っていてくれ」










　同じ頃ころ、風雅は自分の屋や敷しきにいた。

　百年ほど前までは人間界で遊んでいたこともあるので、暮らしぶりは自然と人間と同じようなものになった。

　妖の身体からだは食べ物を必要とはしないが、風雅が酒や煙草たばこを覚えたのも人間の世界でのことである。

　Ｊ専用の寮りようもあることにはあるのだが、使用している妖はほとんどいない。小物の妖がひっそりと棲すみ着いている程度だ。

　──妖に、人間の屋敷などあてがわれても狭せますぎるからな。

　風雅も、せせこましい造りの一部屋などでは寛くつろげないので寮に異空間を繫つなげて屋敷を構えている。

　別に煌陵の敷しき地ち内に造っても良かったのだが、理事長から一いつ般ぱんの生徒には見つからないようにしてほしいとの要よう請せいを受けたのだ。

　妖にも山さん棲せい水すい棲せい色々いるように、性格もそれぞれ違ちがう。

　人にくっついて歩くのが好きな妖もいるし、風雅のように積極的には人と関わりを持ちたがらない妖もいる。

「風雅さまが人間の守護などなさる必要はありません。風雅さまは妖よう狐この次の長おさとなる身でいらっしゃるのですから。そんな些さ細さいなことは我々に任せてください」

　李氷が先ほどから熱心に言っているのは、破邪の守護役についてだ。

　風雅は酒を満たした盃さかずきに口をつけ、つまらなそうに外の庭を眺ながめている。

「その妖狐の長となるものが破邪を護まもるというのが代々の習わしらしいがな」

　先代も、先々代も。

　妖狐の長は、自らの意思で破邪を護ってきた。

　半分は人間の血を引く破邪の移り変わりは激しいが、風雅が実際に破邪と接したのは日菜が初めてだ。

　あの飴あめ色いろの双そう眸ぼうが、恐きよう怖ふに染め上げられていたことを思い出す。

　──少し怖がらせて、煌陵を出て行きたくなるように仕向けるだけのつもりだったんだが……。

　あそこまで怯おびえさせるつもりはなかった。

　別れ際ぎわの後味の悪さが胸にわだかまって、どうにも気分が晴れない。

「そもそも、妖狐は誇ほこり高いもの。その妖狐に契けい約やくを負わせるなど承しよう伏ふくできかねます」

「何だかお前が守護役を命じられたような言い方だな、李氷？」

「同じことです。俺の忠誠は風雅さまに捧ささげているのですから」

「忠誠ねえ……」

　くいっと盃を空にし、手て酌じやくで徳とつく利りを傾かたむける。

　煌陵の敷地内では未成年だとか何だとかで色々やかましいことも言われるが、風雅の屋敷で彼に指図する者はいない。

「気づかないか？」

「何にでしょうか？」

　ひとりで吞のんでもおもしろくないから、と酒を勧すすめられても手も出さず頑かたくなに拒きよ否ひしている李氷が気き遣づかわしげに問い返す。

「何か、お心を煩わずらわせるようなものがありましたか？」

　それならすぐにそれを排はい除じよして参りましょう──言こと葉ば遣づかいの丁てい寧ねいさとは別に根は物ぶつ騒そうな李氷が腰こしを浮うかせかける。

「早まるな。……ここ数日、煌陵の中にいやな気配が混じっている」

「いやな気配、ですか？」

　思い当たる節がないのか、李氷が目をしばたたかせる。

「ああ。最初はあのひよこの気配かと思ったのだが、読み違えたらしい」

　日菜の気配は香かおり同様に甘い。

　それ以外の、風雅の知らない妖あやかしがいつのまにか煌陵の敷地の中に潜もぐりこんでいる気配がする。

　やわらかな場所にじんわりと爪つめを立てられたような、そんな不ふ愉ゆ快かいさを感じる。

　それとなく散らされてはいるが、悪意がしっかりと埋うめ込まれている。

「剣けん吞のんで厄やつ介かいな……災わざわいの予感だな」

　酒で唇くちびるを湿しめらせ、風雅はかすかに目を眇すがめる。

　人間の世のことには関かかわりたくないが、そういうわけにもいかないようだ。

　風雅は煌陵内の妖の安全を一手に引き受けている身でもある。

　その程度のことができなくて、将来妖の眷けん属ぞくを背負って立てるわけがない。

　妖の中でもひときわ誇り高く妖力に溢あふれているのが妖狐の一族だ。

「何故なぜその俺がわざわざ半妖ごとき半はん端ぱ者の守護などしなくてはならんのだ」

　不平は必ずこの問いかけに戻もどってしまう。

「冗じよう談だんじゃない」

　──破は邪じやは天てん狐この末まつ裔えいで、妖狐の主しゆ筋に当たる。しかしこの俺が、こともあろうにあんなひよこに仕えなければならないだと？　まあ確かに、あの香りは極ごく上じようの妖よう気きを伝えては来るが……。

　風雅ははっと我に返る。

　ここ数日、気がつけば日菜のことばかりを考えてしまうのが我ながら忌いま々いましい。

「……冗談じゃない」

　あんな小こ娘むすめになど、誰だれが従うものか。

　風雅は、勢いよく盃の中身を飲み干した。




　　　　＊




「資料室、ですか？」

「はい」

　クリーニングから返ってきたスーツの上着を持って、翌日朝のうちに職員室を訪おとずれた日菜は、少し緊きん張ちようしながら芝と向かい合っていた。

　芝が、きい、と腰こし掛かけていた椅い子すを鳴らして立ち上がる。

　図書室は生徒の出入り自由で本の持ち出しも申しん請せいすれば許可されるが、奥に併へい設せつされている資料室は教師の許可と鍵かぎがなくては立ち入ることができない。

「構いませんが、どうして資料室に？　大たい抵ていの本なら図書室に揃そろっていますよ」

「ええと、資料室にはどんな本があるのかなって、ちょっと興味がありまして」

　苦し紛まぎれの言い訳だが、芝は別段不ふ審しんには思わなかったらしい。

「本が好きなんですね、白咲さんは」

　そう言いながら、教師用のキーボックスから図書室奥にある資料室の鍵を取ってきてくれる。

「これです。出るときに施せ錠じようして、放課後までに返しに来てください」

「わかりました。ありがとうございました」










　昼休みになってから、日菜は資料室に向かった。

　持ち出し厳禁の本ばかりが厳重に保管されているのは資料室だろうと、あらかじめ目星をつけておいたのだ。

　ランチは校舎の購買部で売っていたオープンサンドイッチのテイクアウトセットで手早く済ませて、さっそく資料探しに取りかかる。

　由樫は今日は別のクラスの生徒とランチの約束があるそうで、日菜も誘さそわれたのだが丁てい重ちように断った。

「妖がいる学園なんだからそれなりに資料もあるはずだと思ったけど、やっぱりあったわ」

　予想通り、資料室は妖に関する資料の宝庫だった。

「半人半妖が妖にならずに済む方法とか、十六歳になっても妖の血が活性化しない方法とかないかな」

　埃ほこりっぽい空気の小部屋の中で、めぼしい資料を片かたっ端ぱしから探さぐっていくしか手立てはなさそうだ。

「それにしても、古い本ばっかり」

　天てん井じようまでを埋め尽つくす本ほん棚だなにぎっしりと詰つめこまれている分厚い本はほとんどが丁寧な装そう丁ていを施ほどこされていて、持ち上げてみるとずしりと重い。

　本の重みより、中に記された内容の重みを強く感じる。

「『妖秘ひ話わ』と『妖奇き譚たん』……？　なんか詳くわしいことが載のっていそう」

　目についた二冊を取り出し、テーブルの上に広げてみる。

　印刷されたものではなく、実際に筆で記されたものをそのまま本の形に綴とじているらしい。開いた途と端たんに、墨すみと紙の匂においが漂ただよった。

「うわ。全部筆文字」

『妖秘話』は、ひとりの妖がつらつらと書き連ねた日記のようなものらしい。

「読みにくい……」

　文句を言いながらも、何とか文字を拾い読みしていくうちに気になる箇か所しよを見つける。

「何これ。覇は邪じやって書いてある……破邪と似ているけど、何か違ちがうの？」

　この日記を残した妖が噂うわさに聞いた事こと柄がらとして、覇邪のことが記されている。

　更さらに続きを読んでみる。

　文章が古めかしいが、なんとか読める程度で助かった。

　ただかなり量があるので、読破するまでは時間がかかりそうだ。

　間違っても、あっさりと斜ななめ読みして理解できるようなものではない。

「覇邪は浄きよめるものの総そう称しようであり、伝説の能力と書き残されている。ゆえに私もまだ目にしたことはない……ないのかこの人」

　日菜の声が段々小さくなっていく。

「妖を追う人間を、すべからく狩人かりゆうどと呼び習わすものなり。悪質な狩人に捕とらえられた妖は悲ひ惨さんの一いつ途とを辿たどるものなり……」

　狩人。

　妖ハンターのことだろう。

「こっちは……？」

『妖奇譚』を開いてみると、『妖秘話』よりは後に書かれたものらしく、ぐっと読みやすくなっていた。

「覇邪はその類たぐい希まれなる能力ゆえに妖に欲ほつせられ、人からも追われ安住の地を得ず。また、妖よう狐この守護役は覇邪を護まもるために命を落とすことも多々あり……」

「難航しているようですね？」

「きゃー！」

　突とつ然ぜん背後からぬっと出てきた人ひと影かげに声をかけられて、日菜は座っていた椅子をひっくり返す勢いで飛び上がった。

「驚おどろかせてしまいましたか？　すみませんね」

　にこにこと笑え顔がおを浮うかべているその人物に、一気に脱だつ力りよくしそうになる。

「理事長先生……びっくりしました。どうして理事長先生がここに？」

「曲がりなりにも理事長ですからね。どこの場所にも入れるマスターキーを持っていますし、敷しき地ち内に神しん出しゆつ鬼き没ぼつがモットーですので」

　──理事長先生、妖より妖っぽいかも。

　予告なしに声をかけられ、まだ心臓がどきどきしている。

「何を探していたのですか？」

「妖のことを……あの、私が妖にならずに済む方法がないかと思って」

「……そうですか。それで資料室に来たのですね」

「はい。あの、理事長先生は何かご存知ではありませんか？」

「残念ながら、教えてあげられるようなことは何もありません。ですがこの資料室には未いまだ日の目を見ていない資料もたくさんあります。またここにいらっしゃい。私も、何か役に立つような資料を探しておきますよ」

「……ありがとうございます」

　もうじき午後の授業の予よ鈴れいが鳴る。

　収しゆう穫かくがあまりなかったことにがっかりして日菜が立ち上がると、理事長が日菜の手に何かを滑すべり込ませてきた。

「これは……？」

「魔ま法ほうのアイテムですよ」

　理事長が悪戯いたずらっぽく笑う。

「資料室の鍵のコピーです。これがあれば、毎回教師に断ってからでなくとも資料室に入れます。いつも許可を申請していると、他ほかの人に不審に思われるかもしれませんからね」

「いいんですか？　ありがとうございます！」

　日菜は勢いよく頭を下げた。

　合い鍵かぎがあれば、頻ひん繁ぱんに資料室を訪おとずれても奇き異いに思われることはない。

「合い鍵のことは秘密ですよ。ですが、行動力は若者の特権です。私もできる限り応おう援えんしますよ」

　貴重な資料本を棚たなに戻もどしながら、日菜は棚の間から顔を覗のぞかせた。

「あの、理事長先生」

「はい？」

「理事長先生は、本当に人間なんですよね……？」

　理事長は微笑ほほえんで首を傾かしげる。

「おやおや。私が妖に見えますか？」










　予鈴が鳴る。

「これはまた……」

　Ａの教室で、榊が口もとに片手を当てて呻うめいていた。

「おい、どうする？」

「どうするったって、まさか放ほうっておくわけにもいかないだろ」

「Ｊに連れん絡らくしてくる」

「ああ……これはちょっと……俺らの手には負えないかもしれないな」

　急いで資料室から戻った日菜がやってきて、教室内の異様な雰ふん囲い気きに目を丸くしている。

「榊くん？　あの、どうかしたんですか？」

「白咲か。見ての通りだ。由樫が取り憑つかれた」

「えええ⁉」

　窓まど際ぎわの席には、虚うつろな眼めをした由樫が座っている。

　きちんと席についているが、様子が変だった。周囲を生徒たちが囲んでいる。

「これが、憑かれている状態なんですか？」

　あわあわする日菜とは対照的に、榊は落ち着き払はらっている。

「しっかり憑かれているな。珍めずらしいことではないが、楽観視できる状じよう況きようでもない」

「どうするんですか⁉」

「どうするったって、祓はらうしかないだろう。そうしない限り妖は由樫の中に居座り続ける。最悪の場合、由樫の意識は戻ってこられなくなる」

　ざっとした説明を聞いて、日菜は青くなった。

「祓うって、どうやって⁉」

「お前、ここが何のクラスだか忘れたのか？　さっきからこういうのが得意なやつがやってみているんだが……」

　道理で教室の中に抹まつ香こうの匂においが充じゆう満まんしているはずだ、と日菜はものすごく納なつ得とくする。

「榊、駄だ目めだ。案外強力というかしぶといというか、びくともしないぞ」

　抹香を焚たきながら由樫の前で念じていた生徒が、疲つかれ切ったような声を上げる。榊が少々焦あせったように眉まゆ根ねを寄せた。

「時間がかかるとやばいな。由樫の方の体力が持たなくなる」

「どういうことですか？」

　日菜は、妖に取り憑かれた人を見るのは初めてだ。

　──由樫さん、どうなってしまうの……？

「由樫、いつどこでこんな質たちの悪い妖を引っかけてきたんだよ」

　めげずに抹香を追加して、除じよ霊れい師の生徒が恨うらめしそうに言う。

「昼休みにＣの連中と約束があると言っていたが……くそ、完全に油断したな」

　女子生徒がこれまで同じクラスにいなかったので、由樫は他のクラスの女子とも親しくしている。

「そんな……由樫さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　聞こえますか？」

　泣きそうな声で呼びかけてみるが、由樫の表情はまるで抜ぬけ殻がらのようだ。

「聞こえてなんかいないさ。妖あやかしに意識を支配されているんだ。由樫も霊れい力りよくはあるんだが、こうなるとなあ……」

　すると、不意に由樫の手がぴくりと動いた。

「由樫さん？」

　まるで初めてあやつり人形を操あやつっているかのようにぎこちない動きで、ぎぎ、と立ち上がり、日菜を指差す。

「あー、駄目だ。完全に乗っ取られている。由樫を押さえろ！」

「ホシイ」

「え？」

　由樫のぷっくりとした小さな唇くちびるから、感情のない声が紡つむぎ出される。

　初めて聞くその響ひびきに、日菜の背筋にぞっとしたものが走った。

　普ふ段だんの由樫の可愛かわいらしさを知っているだけに、その無機質さが底知れなくて恐おそろしい。

「白咲、あんたは離はなれていろ」

「ハジャ、ホシイ」

　──え…………⁉

　日菜は目を瞠みはる。

　由樫の声と榊の声が重なって、他の生徒には聞こえなかったのが不幸中の幸いだった。

　──今、破は邪じやって言った……⁉

「ホシイ、ホシイ、ホシイ。ヨコセ」

　由樫に取り憑いた妖が、日菜の破邪の能力を欲ほつしている。

　──私自身が破邪だって受け入れていないのに欲しがられても！　大体、欲しいって言われてあげられるようなものなの⁉

　一いつ瞬しゆん妖にそう問い詰つめたい気分になったが、かろうじて思い留とどまる。

　──あげられるようなものなら、さっさと誰だれかに渡わたしてしまいたいくらいなんだけど。

「榊、Ｊに連絡を取った」

「本当か？　Ｊ専用の合図は聞こえなかったぞ」

「顔見知りがいたから伝令を頼たのんだんだ。鐘かねを鳴らして待つより、そのほうが速いだろう？　ほら、もう来た」

　がらりと音を立てて教室の扉とびらが開けられる。

　扉の枠わくにぶつかりそうなほどのすらりとした長身に、漆しつ黒こくの艶つややかな髪かみ。

　──風雅さん……！

　突とつ然ぜん現れた風雅の姿に、日菜はびくりと身が竦すくむのを感じた。

　まだあのときに味わった怖こわさを消化しきれているとは言えない。

「……妖絡がらみの事件が起こるたびに俺を呼び出すのはいい加減やめろ。自分たちで何とかしたらどうだ」

　お前たち、妖ハンターの見習いなんじゃなかったのか、と。

　不ふ機き嫌げん丸出しの様子でやってきた風雅に、榊は悪びれもせず堂々と渡り合う。

「火急の用件だったもので、すいません」

　風雅は教室内に入って来るなり、妖に取り憑かれた由樫と、その正面で固まっている日菜とを同時に見つけてぼそりと呟つぶやいた。

「──目の前にちょうどいい器うつわがあってしかもちょうどいい餌えさがいたら、まあ、当然の成り行きとしてこうなるな。見たところ下級の妖のようだが……除霊は」

「やってみましたが、効果ありません」

　風雅は、この程度のことには慣れているとでも言いたげにてきぱきと話を進めていく。

「いつからこうなった」

「昼休みの始まる前までは普ふ通つうでした」

　風雅とＡの男子たちの遣やり取りに日菜は驚おどろいてしまった。

「風雅さんとクラスの人たちが、普通に会話してる……」

「それはそうだ。Ａで手に負えない事こと柄がらなんかはすべてＪに頼たよっている状況だからな」

　妖ハンターとしての血筋に生まれついているとはいえ、榊たちはまだ未熟だ。経験も浅い。

「そういうときにはＪに連絡をするんだ。だが、あの人が来たということは……厄やつ介かいだということかな」

「そうなんですか？」

「簡単に済みそうな案件のときは、あの人の側近が来るんだ。わかるんだろうな、状況のあらましとか気配とかで」

　日菜は少々頭がこんがらかってきた。

「ちょっと待ってください。ここは煌陵、ですよね？」

「ああ」

「妖を受け入れている学園で」

「妖ハンターを育成しているクラスだ」

「そこで事件が起こって、どうして風雅さんたちが助けてくれるんですか？　妖ハンターって、妖には疎うとまれたりしているんじゃないんですか？」

　日菜が不思議に思うのももっともだ。

　妖と妖ハンターは宿敵の間あいだ柄がら。

　それなのに、窮きゆう地ちに呼び出されて助けに来るというのは何だかおかしい。

「煌陵だからだよ」

　榊があっさりと答える。

　当然のことを子供に訊たずねられた大人のように。決まり切ったことを訊ねられているかのように。

「Ｊの面子メンツは皆みな、煌陵を護まもる義務を負っている。煌陵の敷しき地ち内で妖絡みの事件はよく起こる。妖同士でも話が通じないことは間々あるが、Ｊはあの人を始めとして、皆強いから平和が保たれている」

「それって、風雅さんたちが力任せに妖をねじ伏ふせているだけでは……？」

「そうとも言う。妖に知り合いを殺された人間にとっては煌陵の在り方は認めがたいかもしれないが、これが現実だ。妖といってもすべてが敵ではない。わかり合えないまでも、協力態勢を敷しける相手もいる。俺たちはそういうこともここで学んでいる」

「それで、由樫さんはどうなるんですか」

　はっと日菜が見てみると、由樫は立ち上がり、風雅の後に付き従うようにして歩き始めていた。

　まだ目が虚うつろなままだ。

「まだ、元には戻もどっていないんですね」

　日菜の問いかけに、風雅は一呼吸置いてから答えた。機き嫌げんの悪さを抑おさえて平静を装う。

「ここまで支配されていると少々厄介だ。連れて行って処分する」

「処分って……⁉」

　いやな予感が全身を駆かけ巡めぐる。

　まさか、由樫を殺してしまうつもりなのだろうか。

「処分するしかないだろう。ちょっとやそっとでは祓はらいきれん。あまり妖よう力りよくのない妖の仕し業わざに見えるが、どうにもしぶとい。誰かもっと強い妖の差し金かもしれん。その辺りのことも調べてみる必要がある」

　風雅的に解かい釈しやくするなら、これはＪへの──風雅への挑ちよう戦せん状だ。

　売られた喧けん嘩かは倍額以上で買う主義なので、黙だまって見過ごす気にはなれない。

「だって、でも、そんなことをしたら由樫さんが」

「俺の役目は憑いている妖あやかしを祓うことだ。取り憑つかれた人間のことまで気にしていられるか」

　取り憑かれた方が悪い、とでも言いたげな眼まな差ざしに、日菜が憤ふん慨がいする。

「そんな言い方って……！」

「とにかく連れて行くぞ。ここでは狭せますぎてやりにくい。妖力が思うように揮ふるいにくいしな」

　張り巡らされた御お札ふだのせいで、風雅にも少なからず影えい響きようがあるらしい。

　風雅が由樫を連れて行こうとする。

　周りは誰も止めない。

「駄だ目めーっ！」

　日菜は由樫にしがみついた。

　何とかできないだろうか。

　何とか。

「浄きよめることができるならともかく、俺たちは祓い除のけることしかできない。これ以上時間がかかるとこの人間の意識が本格的に戻る場所を失うことになる。退どけ」

　風雅が傲ごう然ぜんと言い添そえる。

「それとも何か？　お前が浄めてみるか？」

　お前はそのための能力を持っているんだろう、と風雅に表情ひとつで挑ちよう発はつされる。

　日菜が妖になどならないと公言したことを根に持っているのか、風雅の言いようは容よう赦しやがない。

　冷れい淡たんに言われて、日菜は泣きたくなった。

　このまま由樫が殺されてしまうのかと思うと、絶対に手を離はなす気にはなれない。

　──浄める……？

　風雅の言葉の一カ所が脳のう裏りに引っかかる。

　──その能力を、私が持っているの……？　本当に？

　同じ言葉を、先ほど目にしたような気がする。

　日菜は必死になって記き憶おくを探さぐった。

　先ほど自分は何をしていた？

　どこでそれを見た？

　──そうだ、資料室で。妖について書かれていた本で見たんだわ。

　浄めるものの総そう称しよう、それが破は邪じやの能力を示していた。

　──破邪っていうのは、荒あらぶる気を鎮しずめること、浄めることなの？

　祓うことと浄めることの違ちがいがわからない。

　けれどもしそんな能力があるというのなら。

　半人半妖だろうと妖だろうと、このまま由樫が元に戻れないよりはずっとましだ。

　守ってあげたい女の子。

　初対面からそう感じるほど、由樫の笑え顔がおは優やさしい。

　あの優しさを失いたくなかった。

　──もし破邪がそういう能力なら、お願い。由樫さんを助けて……！

「退けと言っているだろう。邪じや魔まだ」

　風雅に肩かたを摑つかまれても、日菜は由樫から離れようとしない。

　榊を始めとするＡの生徒たちは、一体何事かと日菜と風雅とを見比べている。

「退きません！　絶対に退きません！」

「お前ら、こいつを引き剝はがせ！　手て遅おくれになっても知らんぞ！」

「やーっ！」

「ちょっと落ち着け白咲、な？　由樫から離れて」

「いやですっ！」

　日菜が由樫にしがみつき、離されまいと指先に力を込める。

　──どんな方法でもいいから、由樫さんを助けたい。

　強く願う。

　その願いが、そのまま力となった。

　そのときの光景を目にしていたのは風雅だけだった。

　妖以外にはその光景は見えない。

　ぽわんとした白い光が──本当に微び弱じやくに発光する何か白いものが日菜の身体からだから溢あふれて、それが由樫の身体を包み込む。

　──何だ……？

　風雅は切れ長の目を瞠みはる。

　白い光が由樫の中に入り込んで、中に居座っていた妖を一いつ瞬しゆんにして浄じよう化かする。

　妖を断たつのではなく滅ほろぼすのではなく、祓って更に浄めることのできる能力。それが破邪の破邪たる所以ゆえんだ。

　悪い気をすべて清らかに洗い流す。

　浄化。

「な……っ⁉」

　こんなことを目にするのは初めてだ。

「あら……？　私、こんなところで何を……？」

「由樫だ！　戻った！」

　Ａの男子たちも驚おどろいて声を上げる。

「教室内の結界を強くして、魔ま除よけの御札も数を増やせ。これ以上由樫に妖が近づかないように強化しておけ」

　榊が指示を出してから、日菜に向き直る。

　由樫が危機を脱だつしたことが単純に嬉うれしい。

「おい、白咲。今の、あんたがやったのか？　あんた、祓い屋の血筋だったのか」

「あ、いえ、その……由樫さん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　日菜が心配そうに由樫の顔を覗のぞきこむ。

　由樫は、いつもの愛くるしい笑顔でにっこりと笑った。

「ええ、大丈夫ですわ。ありがとう、日菜さん。……心の中に、妖が無む理り矢や理り入り込んでしまって」

　由樫が、胸の辺りを両手で押さえる。

「苦しくて苦しくてどうしようもなかったのですけれど、日菜さんから発せられた白い光で、妖がぱあっと消えてしまうのがわかりました」

「人間にもそういう能力があるんだなあ。取り憑いた妖を祓うときって結構人間サイドの負担も大きいんだけど、由樫も白咲も平気そうだし」

「あんな能力があるなんて初めて見たけどな」

「まあでも、由樫が助かったんだから良しとしなくちゃ」










　一方風雅は、まだ目にしたものが信じられない思いでいっぱいだった。

　──あれが、破邪の能力か……？　未いまだ妖としては目覚めていないはずではなかったのか？

　理事長から確かにそう聞いている。

　覚かく醒せいが近いが、まだ不完全な状態にある、と。

　──覚醒していない状態で能力を振るえるのだとしたら、本格的に目覚めたとき、一体どれほどの能力を発揮することになるんだ……？

　妖としては潜せん在ざい能力の強い風雅でさえ、ちょっと想像ができない。

　ただ、白い光と同時に例の芳ほう香こうが溢れて意識を蕩とろかせていく。

　香かおりは日を追うごとに甘さを増していくような気がする。

　だとしたら、あまりにも魅み惑わく的だ、と風雅は思う。

　あらゆる妖あやかしを惹ひきつけ、誑たぶらかすことになりかねない。

　風雅がそう危き惧ぐするくらいだというのに、Ａの生徒たちは誰だれも香りのことを気にしている様子はない。

「……思っていた通り、普ふ通つうの人間には嗅かぎ取ることはできないようだな」

　今いま頃ごろになって騒さわぎを聞きつけた李氷が駆かけつけてくる。

「風雅さま！　こちらで何か騒ぎが起こっているとの知らせを受けまして」

「遅おそいぞ、李氷」

　教室内に飛びこんできた李氷が、雷かみなりに打たれでもしたかのように動きを止める。

「この、香りは……？」

　風雅が日菜を目の動きだけで指し示す。李氷が、甘い香りに操あやつられたかのように日菜に目を向ける。

「この人間から……⁉」

「戻もどるぞ。もう用はない」

「……は」

　妖の青年ふたりがさっさと姿を消してしまっても、周囲は気にする様子も見せなかった。

　それくらい、由樫の無事が嬉しかったのだ。

「由樫が憑つかれることは珍めずらしくないが、こんなにあっさり解放されたのは初めてだ！　白咲ってすごいな。どこでそんな能力の修しゆ行ぎようをしたんだ？」

　皆みなが喜んで和わ気き藹あい々あいと取り囲む中で、日菜は内心途と方ほうに暮れていた。




　──何、これ……？




　足もとから震ふるえが走る。

　由樫を助けることができたのはいいけれど、何かとても不思議な現象が起きた。クラスの皆はあれを見て不ふ審しんに思わなかったのだろうか。

　だってあれは、人間にできるようなことではない。

　何か不思議な、妖が持つにふさわしい能力だ。

　普通の人間はあんなことはできない。

　できるわけがない。

　それなのに日菜は、強く願っただけで簡単にそれを為なしてしまった。あまりに簡単すぎて拍ひよう子し抜ぬけするほどに。

「私は一体、何をしたの……？」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　周りでＡの生徒たちが笑いさざめいているのが、まるで別の世界の出来事のようだ。

　頭の芯しんがくらくらする。

　まさかこれが、妖である証あかしなのだろうか。

　──私は。

　改めてそら恐おそろしくなり、神経が焼き切れてしまいそうな不安の渦うずに突つき落とされる。

　──もしかして、もうすでに人間ではなくなっているの……？

　ぶるっと身体からだが震える。




「──白咲さん」

　異変を感じ取って教室に駆けつけてきていたものの、成り行きを見守っていることしかできなかった芝が心底驚いたように日菜を凝ぎよう視ししている。

　この香り。

「あなたは一体何者なのですか……？」

　その言葉に。

　日菜は、答えることができなかった。




　　　　[image: 区切りマーク]




　それからというもの数日の間、日菜は暇ひまを見つけては資料室に通っている。

　始業前、昼休み、放課後。

「私、どうしたらいいの……？」

　分厚い漉すき紙の資料をぱらぱらとめくりながらひとりごちる。

　誰にも訊たずねることができない。

　明確な答えを得るのが怖こわい。

「私は、妖にならないために煌陵に来たのよ。でも」

　由樫を助けたいと思ったとき、そんなことは吹ふき飛んでしまった。

「そのことは後こう悔かいしていないけれど」

　でも、自分がもう妖になっているのではと──純じゆん粋すいな人間ではなくなっているのかと思うと、身の底から震えてくるほどに怖い。

　日菜は再び資料に目を落とした。

「何とか方法を見つけなくちゃ」

　居ても立ってもいられなくて、何かをせずにはいられなかった。

　資料探しに熱中することで、心にのしかかる不安を忘れたかったのかもしれない。

　コツが摑つかめてきたのか、資料も少しずつ読むペースが上がってきている。

　連日酷こく使ししている頭や目、身体が悲鳴を上げ始めていたが、日菜はそんなことは一いつ切さい構わなかった。

　あのとき由樫が──否いな、由樫に取り憑いた妖が言った一言が耳にこびりついて離はなれない。

　──ハジャ、ホシイ。

　無数の黒い手が、日菜ひとりを目がけて襲おそいかかってくるような。

　あの声が夢の中にまで追いかけてきて毎晩うなされている始末だ。精神衛生上悪いことこの上ない。

　夢見が悪い上にもちろん寝ね不ぶ足そくだが、休もうとは思わない。

「だって、誕生日はもうすぐなんだもの……！」

　時間が止まってほしいと切に願う。

「破は邪じやと破邪を護まもる者について記す……？　風雅さんが言っていた守護役のことかしら」

　資料に言こと葉ば遣づかいや使われている文字は今のものとは全然違ちがう。

　いつ頃ごろ記されたものなのかは日菜にはわからなかったが、決して読みやすいとは言えないそれを熱心に読み解いていく。

　読み終わって、日菜の唇くちびるから重い吐と息いきが零こぼれ出た。

「風雅さんが言っていた通り……他ほかの妖に攫さらわれた破邪を護るために、守護役だった妖よう狐こが実際に命を落としている。──本当に、命がけの誓せい約やくなんだわ……」

　その他にも破邪を欲ほつして──正確には破邪の能力を欲して、だろうか──妖同士が争いを繰くり広げ、そのたびに守護役である妖狐は命がけの戦いに挑いどみ、勝利し、時に負けを喫きつして。

　更さらに、さらりとした書き口でとんでもない内容が記されている。

『破邪を手にしたものは、妖世界を手にしたも同じ』

「……っ！」

　弾はじかれたように、日菜は思わず本を閉じてしまった。

　心臓がはくはくしていて気持ちが悪い。もう、これ以上知りたくない。

　静かに平和に生きたいだけなのに、この身体の中に流れる血にことごとく邪じや魔まをされているような、自分が自分でなくなるような、ひどく不安定な気分だ。

　テーブルの上に突っ伏ぷし、日菜はしばらくの間身動きひとつしなかった。

　やがて、のろのろと身体を起こす。

　そろそろ校舎が閉まる時刻だ。

「寮りように戻ろう……」







　同じころ。

　妖あやかしの気配に真っ先に気づいた榊が時計台に駆かけ上がり、鐘かねを激しく打ち鳴らす。




　異変が起きた。

　皆みな、安全な場所に避ひ難なんしろ。




　力いっぱい警告の鐘を鳴らし、榊はふと外の景色に目を落として愕がく然ぜんとした。

「あれ、は……」

　転入生だ。

「白咲か……⁉」

　時計台の高さからでは小さくしか見えないが、榊の視力が良いことが幸いした。

「何で中庭なんかにいる！　その近くには妖がいるぞ！　退たい避ひしろって今鐘を鳴らしただろうが……！」

　榊が叫さけぶが、その声は空に散り、日菜には届かなかった。

「くそ……！　ここからじゃ聞こえないか」

　一度手を離した鐘に飛びつき、再度鐘を打ち鳴らす。時計台を下りて走るよりもこの方が早い。

　一定の数と、一定の速度で鐘を鳴らす。

　緊きん急きゆう時の連れん絡らくは、正しくその意味を知る者にのみ迅じん速そくに伝わっていく。

「妖が暴走している！　誰だれでもいい、Ｊの宮守風雅を呼んで来い！」




　　　　＊




　しばらく、誰にも会いたくない。

　重苦しい気持ちでいっぱいのまま、日菜は足早に資料室を出て、鍵かぎを閉める。

　校舎から寮まではわりと離れていて、いつもなら煉れん瓦が敷じきの小道を使うが、今日は帰りがちょっと遅おそくなってしまった。

「由樫さんが、中庭を突つっ切ると早いって言っていたっけ」

　──確かに小道をぐるりと遠回りするより、中庭を横切った方が早そうだわ。

　それに、第一寮に繫つながる小道を歩いていれば、誰かに会ってしまう確率が高い。今はできるだけそれを避さけたかった。本来、人ひと懐なつこい方なのに。

「いやだな。……変に落ち込んでる。ちょっと気分を変えなくちゃ」

　気分転てん換かんも兼かねて、日菜は芝しば生ふへと足を踏ふみ入れた。

　不意に、時計台の鐘が妙みように大きく鳴り響ひびく。

「あれ？」

　時計台を見上げ、日菜は首を傾かしげる。随ずい分ぶんと奇妙な鳴らし方だ。

「……こんな時間に鳴るなんて」

　いつもはこんな時間に鐘は鳴らない。

　授業はすでに終わっているし、時を知らせるにも中途半端な時間だ。

　煌陵の生徒なら誰もが知る合図なのだけれど、日菜はまだ転入してきて間もないから内密の習慣のすべてには通じていない。

　日菜にあれこれと教えてくれる由樫も今はそばにいない。

　夕ゆう闇やみの中で眩まばゆいほどに白い肌はだの女が、唐とう突とつに背後から日菜の身体からだを捕とらえた。

「きゃあ……っ⁉」

　驚おどろきながらも身体をよじって振ふり向くと、妖よう艶えんな姿形の女とまともに目が合う。

　桜も満開を過ぎたこの晩春に雪を思わせる、純白の肌と真っ白な髪かみ。

　だらりと白絹の着物をはだけさせた妙みよう齢れいの女が、赤い舌をちろりと覗のぞかせて嬉うれしそうな笑えみを浮うかべる。

「おお……これはうまそうな小こ娘むすめ。ふふ、妾わらわは運が良いこと。お前が白咲日菜だね」

「妖……！　どうしてこんなところに。それに、どうして私の名前を」

　女妖の腕うでは細いのに、凄すさまじい力で日菜の身体を締しめつける。

　逃にげようとして日菜が抗あらがうが、女に触ふれられた箇か所しよからどんどん冷えていく。

　女の身体はひどく冷たく、氷のようだった。

「妾のことが怖こわいのかい？　可愛かわいらしい娘だこと」

　女はころころと喉のどを鳴らす。

「妾は六りつ花か。雪の妖さ。ご覧。妾は美しかろう？　雪は美しい。すべてを白く染め上げる」

　どこもかしこもふわふわと真っ白に降り積もり、そして時に冷れい酷こくな一面を剝むき出しにする。六花はまさにその雪の変へん化げにふさわしい。

「妾はねえ、若い娘の血が大好物なのだよ……若い血を取り込めば、妾までもが若返る。妖よう力りよくが満ちて強くなる。あの御お方かたが何ゆえ酔すい狂きようを起こされてこんな場所でおとなしくしていらっしゃるのかはわからないけれど、妾はもうすっかり退たい屈くつしているのだよ」

　六花の絡からみつくような視線が、日菜を捕らえて離はなさない。

「妾は人間のたまり場になど興味はない。妾はただ、あの御方のおそばに置いていただきたいだけなんだからね。だけど妾は、もっと強くならなくてはならない……あの御方のおそばに侍はべるためにね。だから小娘」

　六花の舌はすでに幾いく人にんもの鮮せん血けつを吸ったように真っ赤に染まっている。

「その血をお寄よ越こし。妾はもっともっと力を蓄たくわえなければならないんだ。この学園の面めん倒どう臭くさい誓せい約やくなどに悠ゆう長ちように従っていたら、他の誰かがあの方の寵ちよう愛あいを得てしまうかもしれないじゃないか」

　そんなことは許せない──六花がゆっくりと日菜を抱だき締める。

　いっそ愛いとおしんでいるようなしぐさで。

「若い、若い血が満ちているねえ。うまそうだ。ああ、怖がることはないよ。お前は妾の中で美しさの一部となって生き続けるんだ。光栄なことだろう？」

　六花の自分本位な考えに、日菜はただただ驚き、目を瞠みはる。

「血を吸おうとしているの……？　でも、煌陵の敷しき地ち内で妖は行動を制限されているはずだわ」

「生意気なことを言うんじゃないよ、小娘。本来妖は人間の命令など聞きはしない。それにお前はあの御方──風雅さまの興味を惹ひいたんだろう？」

　六花は風雅の寵愛を求めている。

　風雅だけを追ってわざわざ煌陵にまでやってきたのに、想おもいを向ける風雅はそっけなく、六花の美しさにもろくに目を留とめてくれない。

　──だったら、もっともっと美しくなるわ。そして、風雅さまの心を射止めてみせる。

「あの御方がお前の血を気に入っているというのなら、妾にその血をおくれ」

　六花にとって、日菜が破は邪じやであるかどうかなどどうでもいい。

　逃げようとする日菜の身体をがっしりと摑つかみ、六花は長く伸のびた爪つめを閃ひらめかせた。

「逃げるんじゃないよ。無む駄だに痛い思いはしたくないだろう？　妾はどちらでも構わないけれど、血は一ひと滴しずくでも無駄にしたら惜おしいじゃないか」

　何しろ、妾の力の源となる大切な大切なものなんだからねえ。

　日菜の血の味を想像したのか、六花が舌なめずりをする。

「──六花。そんなところで何をしている」

「あら。風雅さま」

　六花が嬉しそうに微笑ほほえんで、長い髪をかきあげた。

「今しばらくお待ちくださいな。そうしたらすぐに参りますから」

「愚おろかしいことをしたな、六花」

　六花の笑顔が凍こおりつく。

「……風雅さま……？」

「煌陵にいる限り、騒さわぎは起こすな。俺はそう言ったはずだな？」

　風雅はいつもと変わらない。

　けれど凄まじい圧力を感じて、六花がじりじりと後ずさる。

　ようやく六花から解放された日菜は息を吞のんでその場を見つめる。

「風雅さん、その女ひとをどうするつもりですか……？」

「処しよ罰ばつする」

「風雅さま、妾は……！」

　風雅が指先をわずかに閃かせるだけで、六花の身体は瞬しゆん時じにして消しよう滅めつした。

「まさか、殺したんですか……⁉」

　六花がいた場所に残ったのは、ほんの少しのきらきらとした雪のかけらだけ。

　すぐに溶とけ、地面に吸いこまれて消えていく。

　風雅は、日菜と真っ向から向き合って冷静に告げた。

「これが祓はらうということだ。殺す。あるいは身動きもできないほどに傷つける。そうでもしないと、人間を襲おそう妖あやかしを止めることはできない」

「そんな」

「だが破邪は違ちがう。破邪だけが、妖を殺さず、心に巣くう闇やみを祓うことができる。破邪が尊ばれているのはそのためだ。人間にも妖にもできないことを、破邪だけがなせる。お前も、実際に揮ふるってみて少しはわかったのではないか？」

　日菜はごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

　──破邪の能力って、そんなにすごいものなの……？

　殺さずに妖を改心させることができるのなら、特とく殊しゆだというのも頷うなずける。

「もしかして、由樫さんのときの……？」

　由樫に対して使った能力は、確かに不可思議なものだった。

　──お前が覚かく悟ごを決めさえすれば、救われる妖がどれほどいることか。

　その言葉を、風雅はあえて胸中に抑おさえこんだ。無む理り強じいして日菜の性格につけ込んで、それでどうにかなるような問題ではない。

　それでも言わずにはいられない。

　風雅が破邪の能力を宿していたら、六花だってこうならずに済んだかもしれない。

「お前には破邪の血を引く者としての覚悟が足りない。それが苛いら立だたしい」

　多少混乱しながらも、日菜は口を開いた。

「そんなことを言われたって、私、これまで本当に普ふ通つうに……普通の人間として生きてきたんです！　破邪に何ができるとかどうして特殊なのかとか、そんなことも誰だれも教えてくれないし、全然知らない。それなのに、責任とか覚悟ばかり求められても困ります！」

　今まで胸の奥深くに溜ため込んでいたものが言葉になる。

「破邪になるとか妖になるとかばっかりで、今までの私のままでいいって言ってくれる人は、ひとりもいないじゃないですか……っ！」

　それこそが、日菜が感じていた恐きよう怖ふだ。

　今のままの日菜を誰も必要としない。破邪となることだけを求められていて、日菜に拒きよ否ひ権はない。

「私は、そんなのいやなんです……っ。妖は色々怖すぎる。風雅さんも怖いし」

　心外な、と風雅は眉まゆ根ねを寄せた。

「俺のどこが怖い」

「今だって、六花さんを消したじゃないですか」

「六花の正体は雪だ。冬になればまた力を増して姿を取れるようになる。冬までの間反省させる時間を与あたえただけで、殺してはいない」

「……そうだったんですか。……良かった」

　六花が殺されていなくて良かったのか、それとも風雅が妖の眷けん属ぞくを殺していなくて良かったのか。

　果たしてどちらなのかよくわからないが、とにかく良かった、と日菜は胸むねを撫なで下ろす。

「破邪って、そういう能力のことでもあるんですね。珍めずらしいとかばかりではなく、実際に役に立つんだ……」

　由樫に取り憑ついた妖を祓えたことといい、なかなかに凄すごい能力なのかもしれない。

「当たり前だ。そんなことも知らないのか」

　風雅が心底馬ば鹿かにしたように嘲あざ笑わらう。

「だから、私は何も知らないんです！　もう、放ほうっておいてください。私は破邪になんかならないんですから」

　知らないから、日菜なりに一いつ生しよう懸けん命めい色々調べているのだ。

　──破邪にならずに済む方法ばかり探していたけれど、実際に破邪になったときにどうすればいいのか、それも調べておこう。

　正しい道を歩めるように。

　特異だとされる破邪の能力を、正しく使うことができるように。

　──時間がないから、急がなくちゃ。

　くるりと踵きびすを返し、日菜は努めてそっけなく言った。

「六花さんから助けていただいてありがとうございました。では失礼します」

　ここ数日の間で、だいぶ破邪について理解できた気がする。

　そして破邪には妖よう狐この守護が必要だけれど、風雅はそれを良しとしていないことも。

　──私の守護役になったりしたら、風雅さんは仲間である妖と戦ったり、もっとひどいときは命まで危あやうくなるんだもの。いやがるのは当然だよね。

　もはや純じゆん粋すいな人間ではない。

　けれど妖とも相あい容いれない。

　今の日菜の立ち位置はひどく寄る辺ない。

　誰も仲間がいないような、そんな寂さびしさが胸にこみ上げる。

　足早に立ち去ろうとした日菜を、風雅が呼び止める。

「おい。俺の話はまだ終わっていない」

　風雅としても、この機会に日菜に一言言いたいことがあったのだ。

「私はないです」

「そうは行くか」

　大おお股またで日菜に追いついて回り込むと、日菜がうつむいたまま渋しぶ々しぶ応じる。

「……何ですか？」

「お前、この間何か勘かん違ちがいしていなかったか？」

「勘違い？」

「俺も六花のときに気づいたんだが……お前、俺がＡの巫女みこを殺すとでも思っていたんじゃないか？　何やら必死な顔をしてしがみついていたが」

「え」

　日菜の虚きよをつかれたような顔が、それを如によ実じつに表している。

　──やっぱりな。

　風雅の中に苦いものがこみ上げる。

　しょせん妖とはそういう風に恐おそれられる存在なのかと思うと、風雅としても気分の良いはずがない。

　──知ろうともしないで怖こわがるだけは怖がる。歩み寄れる気がしないな。

「だって、処分するって」

「巫女の中に入り込んでいた妖をな」

「それなら、どうしてわざわざ教室から連れて行こうとしたんですか」

　風雅はほとほとあきれてしまう。

　この少女は、風雅がいちから懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明しなくてはならないとでも言うつもりだろうか。そんなのは、人間側の傲ごう慢まんだ。

　一方的に、妖あやかしを否定しようとしているくせに。

　日菜の心がわずかに傾かたむいて、破は邪じやの能力自体を見直し始めていることを、風雅は知る由よしもない。

　──現に人間世界では、妖の存在を知らぬ者もいる。ハンターどもの中には、分別なく我々を排はい除じよする輩やからだっている。

　そう思うと腹が立った。

　妖をただ恐れる人間にも、そして怖がって逃にげようとばかりしている日菜にも。

「教室内で俺の妖よう力りよくを全開にしろと？　教室内に張っているちゃちな結界が一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶぞ」

　風雅が一歩前に出ると、日菜が反射的に後ずさる。

　風雅を怖がっているくせに、日菜の身体からだからはあの香かおりが漂ただよっている。

　半分が人間で半分が妖という、風雅にとっても異例の存在。




　──もういい。しょせんわかり合える相手ではない。




　ならばとことん脅おどかしてやるのも一興だ。

　そうすれば、少しはこの胸のわだかまりが晴れるかもしれない。

　由樫の件で少しくらいなら見直してやってもいいと思っていたのだが、相変わらず日菜は逃げ腰ごしだ。

　六花にも大した手は打たず、ただ固まっていただけだ。

　あれでは、妖に好きにされても文句は言えない。

　──早くここを立ち退のかせ、次代の破邪を産ませたほうがこいつにとっても最善の策だろう。

　日菜の中で破邪の血は日ごとに存在感を増している。

　香りがそれを証明している。

「破邪を制する者は、妖世界を掌しよう握あくできると言われているらしいからな……」

　風雅も妖狐としてはまだ若いので、伝承にあまり詳くわしくない。

　由樫に取り憑いた程度の弱い妖なら何とかできても、あの様子では能力の使い方もよくわかっていないのだろう。

　日菜に底知れないほどの妖力が宿っているということは、はっきりとわかった。

　日菜の纏まとう香りは妖を蕩とろかす。

　破邪の能力の一いつ環かんとして、妖が逆らえないように甘い甘い香りを放って戦せん闘とう意い欲よくを削そぐのだ。

　けれどその芳ほう香こうは、何も知らない妖を引き寄せることにもなりかねない。

　破邪である日菜は風雅が護まもってやらなければ、あっというまに妖に散らされる。

　破邪の能力は魅み力りよく的すぎて、ほしがる妖は山といるはずだ。

　日菜に膝ひざを折って従うならまだしも、日菜を支配して思い通りにその能力を使いたいと思う妖の方が多いだろう。

　──これから、続々と妖が煌陵に集まってくる。

　日菜から無意識のうちに放たれる香りが、あちこちに潜ひそんでいる妖を誘さそう。

　日菜はそのことを知らない。

　風雅が守護してやらなければ、妖の攻勢に抵てい抗こうできるわけがない。

　──この脆ぜい弱じやくな身体で何ができる。

　風雅は双そう眸ぼうに冷れい徹てつな色を浮うかべる。

「最後の機会を与あたえてやる。煌陵から出て行け」

　またそれか、と日菜は泣きたくなった。

　風雅はいつもそればかり言う。

「いやです」

　煌陵から出て行っても、行く当てなどない。

　風雅はその答えを少し違ちがう意味に受け取った。

「……そうか。わかった」

　風雅の周りの空気がさっと変化して、日菜はうつむきがちだった顔を上げた。

　──……？

「お前は、好きこのんでわざわざ煌陵に残ると宣言したんだ。その意味がわかっているな？」

「風雅さん。私は」

　何かとんでもない間ま違ちがいを犯おかしてしまったような気がする。

　慌あわてて何かを言いかけた日菜に向かい、風雅が薄うすく笑った。

「もう遅おそい」

　指先を器用に閃ひらめかせ、印いんを切る。

　ひゅっと日菜の喉のどが、息を吸いこんだまま不自然に固まる。

　身体が鉛なまりのように重くて、指先ひとつ動かせない。

　──何これ⁉

「……お前の、この香り」

　風雅が日菜の腰こしに腕うでを回して引き寄せる。

「これほどまでに妖を誘う香りを発しておいて、お前は自分が置かれている状じよう況きようがわかっているのか？　下手へたをしたら殺されかねないということがわかっていないのなら、骨身に染しみるまで思い知らせてやろうか」

「や……！」

　感じたのは本能的な恐きよう怖ふだ。

　目の前に迫せまる風雅は険しい表情をしていて、風雅がいつも携たずさえている刀のようだった。

「知っているか？　妖は人間の生気を奪うばう。六花のように生き血を啜すすることもある」

　妖よう気きを養うために、人間の気や血は最大の糧かてとなる。

　六花だけではない。

　人間を見ると好き勝手に暴走する輩がいるから、昔から妖は恐れられている。

「忠告を聞かないばかりか、助けてやろうとしたのを殺すと勘かん違ちがいしてお前は俺の矜きよう持じを傷つけた。その非礼、償つぐなってもらうぞ。その身体で」

　腕に抱だいてみて、ますます甘い香りに惹ひかれていく自分を風雅はよくわかっている。

　けれど止めることができない。

「……美味うまそうだな」

　甘いだけでなく、日菜の気は、血は、風雅に途と轍てつもない歓かん喜きをもたらすに違いない。

　人間とも妖とも違う、不思議な気に満ちた存在だ。

　甘くないわけがない。

「いや……！　いやです、いや！　放して……！」

　かろうじて出すことができる声を震ふるわせて日菜が懇こん願がんする。

　風雅はもう躊躇ためらわなかった。

　白い喉もとに嚙かみつくようにして唇くちびるを落とす。

　牙きばを突つき立て、血ごと甘やかな生気を吸い上げる。一気に酒にも似た酩めい酊ていが風雅の身体を駆かけ巡めぐった。

　熱い。

　妖を酔よわせる熱さと甘さだ。

　もっと欲しい。

　もっと、もっと。

「痛い……風雅さん、痛い！　やめて……！」

　日菜が悲鳴を上げているのにも頓とん着ちやくすることなく、思うさま貪むさぼり、吸い上げる。

　血を吸いすぎると良くないと思って制限したのがかろうじてこなせた配はい慮りよで、生気を奪い尽つくすようにして、呼吸すら忘れて。

　ひたすら甘さに没ぼつ頭とうする。

　風雅は完全に我を忘れていた。

「…………っ」




　いつのまにか術が解けていて、日菜の身体からだからかくんと力が抜ぬける。

　気づいた風雅が腕を離はなすと、日菜はそのままへたり込んだ。

　──少し、灸きゆうを据すえすぎたか。

　我に返ると同時に、またあの妙みような罪悪感が胸に重くのしかかってくるのを感じる。

　──どうも調子が狂くるう……。










　ようやく動かせるようになった手をしゃにむに動かして、日菜は何とか風雅から逃にげようとした。

　何をされたのかはっきりとはわからなかったけれど、感覚でわかる。

「…………し」

「何だ」

「やっぱり、あなたは妖あやかしだ……！」

「妖以外の何だと言うんだ」

　傲ごう然ぜんと顎あごを上げた風雅が日菜を見下ろす。

　視線と視線がばちりとぶつかり合い、次の瞬しゆん間かん、日菜の大きな瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出した。

「……おい」

　風雅が少し狼ろう狽ばいする。

　涙というものはどうしてこうも、見ていると落ち着かないのだろう。

　特に女が流す涙に、風雅は意外に弱い。

　泣くほど悲しんだり怖こわがっている女性を見捨てられるほど冷酷な性格ではないのだ。

　そこが風雅の、一風変わった性しよう分ぶんでもある。

　日菜は座りこんだまま、声を押し殺して泣いている。

　手ですっぽりと覆おおってしまっているから顔は見えないが、指の合間から涙がぽたぽたぽたぽた転がり落ちる。

　首筋には血こそ滲にじんでいないが、風雅に嚙みつかれた痕あとがくっきりと刻まれている。

「おい」

　身の置き所がないような気分を味わって、風雅がいささか乱暴なしぐさで日菜のそばにしゃがみこむ。

　よくまあこんなに次から次へと涙を流せるものだという感かん嘆たんに似た気持ちと。

　それほどまでに怖がらせてしまったかという苦い後こう悔かいの気持ちとが合わさって、風雅の胸の中が荒あれる。

「……悪かった。少しやり過ぎたか」

　風雅としては精せい一いつ杯ぱい自制したつもりだ。その気になれば、日菜みたいな少女の気ぐらい、簡単に奪い尽くせる。

　けれど、初めて気を吸われた日菜には衝しよう撃げきが強すぎる。

　唇を嚙み締しめて、声を抑おさえるようにして泣きじゃくる。

　風雅が、心底困り果てたように髪かみをかき上げた。

「あー、もう、わかったからそんな風に泣くな。ちょっとやり過ぎた。悪かった。な？」

　幼い子供を宥なだめるような声こわ音ねで言われても、すぐに泣き止やむことはできなかった。

　風雅がますます困こん惑わくする。

「……こんなところ、もういや」

「ん？」

　恐怖に足が痺しびれる。身体が重くて言うことを聞かない。

　癇かん癪しやくを起こして日菜は言い募つのる。

　人間のままでも破は邪じやになっても、結局日菜の居場所はここにはないではないか。

　風雅は日菜が何をしても気に入らないのだろうし、日菜だってこれ以上振ふり回されるのはもういやだ。

「妖なんて嫌きらい、風雅さんなんて大嫌い！」

　泣きすぎて苦しい。

　ひく、と喉のどを痙けい攣れんさせながら立ち上がると、風雅が形の良い眉まゆをひそめた。

「どこへ行くつもりだ」

「……出て行くんです。もうこんなところにいたくない。だからもう私に構わないで、放ほうっておいて！」

　大粒の涙を浮うかべた瞳にそう言われ、風雅は束つかの間息を止める。

　その隙すきに、日菜はその場から飛び出して行ってしまった。

「──あんな風に泣くのか、あいつは」

　何とも重苦しい気分を持て余して、風雅がつぶやく。

　日菜を煌陵から追い出すという目的はこれで達成されたはずなのに、気分が晴れない。

　人間の女性から気を分けてもらったことは何度もあるが、こんなふうに怯おびえられた挙げ句に泣かれたのも初めてだし、日菜の涙を見たのも初めてだ。
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「震えながらも気き丈じように振る舞まっていたからな……」

　今にして思えばあれはすべて、日菜の強がりだったのだと気づく。

　泣かないように己おのれを戒いましめて、心をしっかり保っていなければ、己自身を含ふくむ環かん境きようの激変にとても耐たえられなかったのだろう。

「だがまあ、これで俺は晴れて守護役のお役御ご免めんというわけだ」

　風雅を縛しばる誓せい約やくは、煌陵の敷しき地ち内でのみ有効だ。

　出て行った後まで面めん倒どうは見ない。

　しばらく風雅はその場に留とどまって、そわそわと落ち着きなく腕うでを組み替かえたり夜空を眺ながめたりしていた。

　──あんな女に心乱されるなど、どうかしている。まだ子供の域すら抜けていない。

　ただ、甘かったから。

　香かおりと同じくらい、身体からだ中じゆうに溢れる気が甘かったから何だか少々気にかかるだけだ。

　ふーっと大きなため息を吐つき、印を切って屋や敷しきに戻もどり、大きな声で呼ばわる。

「……雲うん外がい鏡きよう！　雲外鏡はいないか！」

「どうなさったのですか。あの鏡の妖をお召めしですか？　お珍めずらしい……」

　李氷が、すっと姿を現す。

　ずっと付き従っていると風雅がうるさがるのでつかず離はなれずの位置を保っているが、こうして呼ばれれば誰だれよりも速くやってくる。

「そうだ。連れて来い」

　気が急せいている様子の風雅に気づき、李氷はそれ以上追及せずに黙だまって頭こうべを垂れた。







　【３】







　うろ覚えの夜道を歩き、煌陵の最も寄より駅に辿たどり着く頃ころには日菜はすっかりくたびれ果ててしまっていた。

　ホームに出ると電車が入ってきたのでそのまま何も考えずに飛び乗り、一路自宅へと向かう。

　自宅近くの駅に着いたときには、深夜になっていた。

　こんな時間に出歩くのは初めてだったが、心のどこかが麻ま痺ひしてしまっていて、あまり怖いとは思わない。

　駅から自宅までの道のりをとぼとぼと歩き、ひどく懐なつかしい気がする自宅の前に立つ。

　まだ自宅を離れて半月も経たっていないのに、もう何年も帰ってきていなかったような気がする。

　喉の奥がつんと痛んで、日菜は泣きすぎて腫はれぼったい目で自宅の塀へいを見上げた。

　駅からほど近い場所にある一いつ軒けん家やは、雨戸が閉め切られてどこにも灯あかりがついていない。

　日菜の転入と同時に両親の海外赴ふ任にんが急に決まったため借り手を探すこともできず、仕方ないので、しばらくの間無人で放置するしかないということになったのだ。

「……真っ暗」

　ついこの間まで、日菜の一家はここで暮らしていたのに。

「本当に、誰もいないんだ……」

　どこに行こうと決めて煌陵を出てきたわけではない。

　行く当てなどなかったが、気がついたら家を目指していた。

　──お母さんがいたときは、私が帰るといつも灯りがついていたのにな。

　寂さびしくなってぐすりと鼻を鳴らすと、ぽんと肩かたを叩たたかれた。

「もしもし」

　道の向かい側から、ひとりの男に声をかけられる。

　──お巡まわりさんかな？

　未成年の日菜が夜遅くにひとりで外にいるので、不ふ審しんに思われたのかもしれない。

　日菜は慌あわてて振り返ろうとした。

「あの、私、この家の」

　不意に、鳩尾みぞおちに鈍にぶい刺し激げきが走る。

「…………っ？」

　がくんと膝ひざがつんのめって、見知らぬ誰かの腕に抱だき留とめられる。

　火のような匂においがする。

　こんな匂いをさせている人に知り合いはいない。

　それが硝しよう煙えんの──銃じゆうを持ち歩く人間特有の匂いだと、日菜は知らない。

「良いタイミングだったな。出会うべくして出会ったって感じだ。ねえ、妖あやかしのおちびさん？」

　黒尽ずくめの男がにやりと笑う。

　──この人、妖ハンターの……⁉

　日菜の意識が何とか保てたのはそこまでだった。




　　　　＊




　鏡の妖の滑すべらかな鏡面に、日菜の様子は逐ちく一いち映し出されている。

　風雅は鋭するどく舌打ちした。

　日菜が捕とらえられたことも、それが人間のいわゆる妖ハンターの中でも下級の、報ほう酬しゆう次し第だいで動く男の仕し業わざだということも、風雅には手に取るようにわかった。

　滅めつ多たに風雅に召し出されることのない鏡の妖は、緊きん張ちようして鏡面にすべてを映し出している。

　雲外鏡は鏡の妖。

　妖世界にいながらにして人間界の様子を窺うかがい知ることができるが、向こうからはこちらの様子はかけらも見えない。

「あの馬ば鹿か者めが……」

　歯は嚙がみしたい思いで苦くつぶやくと、そっと現れた李氷が風雅の注意を引いた。

「どうした」

「風雅さまにお会いしたいという者が参っております」

「何だと？」

　風雅は首を捻ひねった。

　この屋敷を訪ねてくるような妖なら気配でわかるが、李氷の口調からして相手は人間のようだ。

「一体何の用だ……？」

　妖の領域へ自分から足を踏ふみ入れてくる存在などそうはいない。

　半ば本気で不審がりつつも風雅が頷うなずくと、李氷が印を切った。

　闇やみの中から、さして怖おじた風もなく剣が姿を現す。

　風雅は眼まな差ざしの動きひとつで雲外鏡に指示する。

　──ただの鏡のふりをしろ。

　すなおな雲外鏡は、すぐさまよく磨みがかれた輝かがやきを放ち始める。

「何者だ」

　初めて風雅と対たい峙じする剣は、ちらりと屋敷の中の様子に視線を走らせたものの、剣けん士しらしく背筋をまっすぐに伸のばして臆おくすることなく立っている。

　初めて妖世界に足を踏み入れたわりには、堂々とした落ち着き振ぶりだった。

　──なかなか肝きもが据すわっているようだな。

　風雅はじっと剣を検分する。

「一年Ｓの三上剣だ。今までＪと関かかわったことはない」

「その人間が何の用だ」

　Ａの生徒ならば妖絡がらみで何度か顔を合わせたことはあるが、それ以外の人間とは風雅はまったく交流がない。

　Ｓクラスのことも、

　──ああ、そう言えばそういう輩やからもいたな。

　という程度で、とことん興味がない。

「幼なじみの件で話がある」

「幼なじみ？」

「Ａにいる白咲日菜だ。知っているか」

　知っているも何も、と風雅は思わず苦く笑しようしかける。

　煌陵から追い出したばかりだし、雲外鏡に命じて様子を見ていたが、そのことを目の前の剣が知っているはずがない。

　人間というのは不便なものだ。

　妖に深く関わることのないＳの剣は、先ほどの六花の騒さわぎも詳くわしくは知らないらしい。

　そのあとで、日菜がどうなったかということも。

「あんたが日菜の守護をするとかいう話を聞いたんだ」

「それで？」

　億おつ劫くうそうに風雅は応じる。

　少なくともこんな青年の相手をしているほど暇ひまではない。

　咎とがめるように李氷に目を向けると、側近の妖は諦あきらめたように肩を竦すくめてみせた。

　──最初は追い返していたのですが、あまりにしぶとかったものですから。

　剣相手に、普ふ段だんから冷静沈ちん着ちやくな李氷が相当手こずらされたらしい。

　軽いため息をついて向き直ると、剣は思い詰つめたように口火を切った。

　日菜と再会してからずっと考えていたのだ。

「日菜に手を出さないでほしい。護衛は俺がやる」

「……唐とう突とつに手を出すなとはまた随ずい分ぶん礼を失した言い方だが……事情も知らぬ人間に守護役が務まるものか。人風ふ情ぜいが余計な口を出すな」

　剣は喧けん嘩か腰ごしでこそないものの、内容は明らかに喧嘩である。

　風雅はもちろんきっちりとそれを買う。

「事情はある程度知っている。日菜の祖母が教えてくれた。香子という名の、先々代の破は邪じやだった女性だ。知っているか」

「面識はないが……その破邪が、お前に事情を教えただと？」

　その香子という女性は何を考えていたのだろう、と風雅は思う。

　ただの人間の子供に秘密を教えるなど、破邪としては危険極きわまりない行こう為いだ。

　妖だと言い触ふらされたり秘密が漏もれたりすれば、たちまちのうちに妖ハンターが目をつける。

　──下手へたをすれば、傷ついていたのは香子ではなく日菜本人だぞ。

「ああ。だから日菜が妖の血を引いているということも、破邪には守護役が必要だということも知っている」

「その上で自分で護まもりきると豪ごう語ごするのか。自信を持つのは良いことだが、過信は身を滅ほろぼす素もとだぞ」

「過信ではないさ。そのために俺は煌陵に入ったんだ。あいつに何かあったとき、あいつを護るために」

　剣はきっぱりと言い切る。

「目覚めの時は近い。これからあれは多くの妖に狙ねらわれることになる。志だけは立派なようだが、たかが人間の手に負えるものか」

「俺が命に代えても何とかするから、あんたはとにかく日菜から手を引いてくれ」

　大切な少女を守り通したい一心で、剣は色々と考えている。

　覚かく醒せいすれば香子に言われた通り、日菜は茨いばらの道を歩むことになる。

　何とかして、それを助けたい。

　引き留めたい。

「妖として目覚めたって、人間だけの世界に置いておけば妖も気づかない。気づかなくさせてみせる」

「馬鹿な。閉じ込めでもするつもりか」

　風雅の応おう酬しゆうに、剣はぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　もし日菜を閉じ込めることで平和が保たれるなら、剣は迷うことなく日菜を閉じ込めるための場所を用意するだろう。

　暖かで静かで居い心地ごこちの良い、最高の幽ゆう閉へい場所を。

「……もし、かっきり十六歳になったときに覚醒するというのなら、もう時間がない」

　言いたいことを言ってしまえば、もうこんなところに用はない。

　剣はくるりと背を向ける。

「破邪と妖よう狐こは結ばれない。それが宿命だと、香子さんが言っていた」

　破邪と妖狐は惹ひかれ合い、そして反発するもの。

　そしてそのふたりの間に恋こいが芽生えても、決して実らない。

　香子の言葉が剣の脳のう裏りにしっかりと刻み込まれている。

　香子もまた、守護役となった妖狐との恋を諦めた女性だ。

　その言葉には重みと後こう悔かいがあった。

「俺は日菜に、香子さんのような悲しい思いはさせたくないんだ」

　青あお臭くさいほどのまっすぐな熱情に、一いつ瞬しゆん風雅は言葉を失った。

　そして、ふっと苦笑のような曖あい昧まいな笑えみを刷はく。

「結ばれなくて結構」

　風雅自身、愛だの恋だのという不確かな感情に踊おどらされるつもりは毛頭ない。
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「それならあんたは日菜に近づかないでくれ。日菜のことは俺が守る。妖あやかしからも、破邪の運命からも。あいつが何をすれば破邪の運命から逃のがれられるのかも知っている」

　次代に破邪の能力を受け渡わたしてしまえば、日菜は過か酷こくな宿命に翻ほん弄ろうされずに済む。

「俺は、日菜の幸せのためになら何だってするつもりだ」

　そう言い置いて、剣が屋や敷しきから去っていく。

　李氷はしたり顔でうなずいた。

「礼れい儀ぎのなっていない……ですがまあ、あの男の言うことももっともですね。破邪の姫ひめのことはあの男に任せましょう。本人もやる気のようですし」

　もともと李氷は風雅が日菜の守護につくということに渋しぶい顔をしていたので、剣の申し出は渡りに船だ。

　風雅は黙だまって顎あごに手をつき、やがてぱちりと指を鳴らす。

　鏡面が揺ゆらめき、すぐに人間界の様子が映し出される。日菜は妖ハンターに囚とらわれている。

　その事実を、剣は知らない。

　知るはずもない。

　ふん、と鼻を鳴らす。

「……何も知らぬくせに」

　助けてやる義理はない。

　けれど目を離はなす気にもなれなくて。

　風雅は鏡を見つめ続けた。










　気がつくと日菜は、知らない部屋のベッドの上に無造作に横たえられていた。

　床ゆかに転がされず、ベッドの上に置かれていただけまだましかもしれない。

　安っぽいホテルの寝しん室しつは真っ暗だが、続きの間からは煌こう々こうと灯あかりが漏れてきている。

　──ここは、どこ……？

　咄とつ嗟さに左手首を確かめて、手纏がきちんとあることにほっとする。

　──家の近くに、こんなホテルはなかったわ。

　電車で数駅行ったところにいくつかあるビジネスホテル辺りだろうか。

　カーテンがぴったりと閉め切られて、時間も定さだかではない。

　もっとも、どのくらい眠ねむっていたのかわからないので、確かく認にんのしようがない。

　枕まくらもとに設置されている内蔵タイプのデジタル時計は電源が切られている。

　起き上がろうとして、鳩尾みぞおちの鈍にぶい痛みに顔をしかめてうずくまった。

「……痛い」

　服をめくってみないとわからないが、この分では痣あざになっているだろう。

　日菜の気配に気づいたのか、続きの間からくわえ煙草たばこの男がひょっこり顔を出した。

　黒尽ずくめの服装だけれどあれこれアクセサリーをつけ、髪かみも丁てい寧ねいに整えられている。

　甘い優やさ男おとこといった面おも差ざしをしているが、眼光だけは恐おそろしいほどに強く鋭するどい。

　耳にはいくつものダイヤのピアスを光らせていた。

「お。目が覚めたのか、おちびさん」

　ぱっと灯りが点つけられて、あまりの眩まぶしさに日菜は目を瞬またたかせる。

　──この人……家の前で声をかけてきた人の声と同じ。

　日菜がお腹なかを押さえているのに気づいて、男が気の毒そうな顔をした。

「痛む？　荒あらっぽい方法になっちゃってごめんね。あ、そうだ。何か飲む？　お酒……は、まだ未成年か。飲ませたら俺が犯罪者になっちゃう。危ない危ない」

　明るい口調であれこれ言いながら、無防備にベッド脇わきに備えつけられた冷蔵庫へ向かう。

　日菜がベッドの上に体を起こして茫ぼう然ぜんとしていると、ミネラルウォーターのペットボトルをぽんと投げ渡された。

　冷たい水がおいしくて、半分ほどを一気に飲み干す。

「逃にげようだなんて妙みような気は起こさないでね。霊れい験げんあらたかな御お札ふだを張り巡めぐらせてあるから、この部屋から出ることはできないよ。その代わり、この部屋の中だけなら自由に動き回ってくれて構わないから。設置されている電話も繫つながらないように細工してあるし」

　俺はこれを使うから問題ない、とでも言うように、男が携けい帯たい電話を手のひらで振ふってみせる。

「ざっと持ち物はチェックさせてもらったけど、妙なもんを隠かくし持っているわけでもなさそうだし。おとなしくしていれば、危害を加えたりはしないさ。俺だって、いつもいつも血ち腥なまぐさい仕事を請うけ負っているわけじゃない。お迎むかえが来るまでゆっくりしているといいよ」

　男は、丁てい重ちようなんだかおおらかなんだかよくわからない。

　けれど、目が覚めて以来身体からだが何だか重い理由はこれではっきりわかった。

　──御札が、こんなに効果あるなんて知らなかった。

　だから、こんなにもだるいのだ。

　手足、頭の奥、どこもかしこも鉛なまりを流し込まれたようでうまく動かない。

　──これも、私の中の妖の血が活性化……目覚め始めている証あかしなのかしら。でも、Ａの教室に貼はられている御札は大だい丈じよう夫ぶなのに。

　両手をポケットに突つっ込んで壁かべに寄りかかり、日菜を興味深そうに観察していた男が言う。

「この御札、相当効いているようだね。並の御札とは効果が違ちがうらしい。これを使えと渡されたときは、正直どんなもんかと思ってたんだけど」

　日菜の意識に引っかかるものがあった。

　御札を、この男は誰だれから渡されたというのだろう。

「普ふ段だん俺には御札を使うような高こう尚しような仕事が回ってこなくてね。術やらが必要な仕事らしい仕事は、みんな上層部の方がかっ攫さらっていっちまう。ひどいと思わない？」

　退たい屈くつしているのか、男は煙草たばこの灰を灰皿に落としながらぺらぺらと喋しやべり続ける。

「まあ、しばらくは懐ふところが潤うるおう。相手がこんなおちびさんってところが良心が痛まないこともないけどね」

　ようやく、現状にぴったりな言葉を探し当てる。

「もしかして、私は誘ゆう拐かいされたんですか…………？」

　改めて訊きくのは間の抜ぬけた感じがしたが、頭が働かないのだから仕方がない。

「まあね」

　妖ハンターは、にやりと歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。

「煌陵出身者みたいに正式な免めん許きよは持っていないから、副業としてやっている。普段はホストなんだよ、俺。名前は……そうだなあ。女子高生相手に源氏名で呼ばれるのもあれだし、黒くろ木きって呼んでくれればいいよ」

　黒木はふと思い出したようにポケットを探さぐり、煙草を灰皿に捨てた。

「おっと。おちびさんの目が覚めたとそろそろ向こうに連れん絡らくをしないと」

　黒木が、おもむろに携帯電話を操作しながら続きの間へと消える。

「あ、もしもし？　ええ、捕獲ゲツトです。首しゆ尾び良く行きましたよ。ちょうど家の前に来たところを摑つかまえましたから。目もく撃げき者？　抜かりはないですよ。俺もプロですから」

　姿は見えないが、機き嫌げん良く報告をしている黒木の声が小さく聞こえてくる。

　──逃げなくちゃ。

　ほとんど何も考えず、日菜はベッドから足を下ろしていた。

　逃げなくては。

　日菜の居場所はここではない。

「あの学園を出たとの連絡を頂いたので、俺としてもやりやすかったですよ。え、成功報ほう酬しゆう？……そりゃ、余分に頂ける分にはありがたいですけどね。それにしても、あんな子に誘拐するような価値があるんですか？　御札の効果でしょうけど、おとなしくしていますよ？」

　──誰かが私が煌陵を出たことを連絡して、誘拐するように指図した……？

　にわかには信じられない話だが、黒木の話を聞いている限りはそうらしい。

「……噓うそよ」

　ふるふると頭かぶりを振る。

　誘拐なんて、日菜にとっては非日常的な出来事だ。

　確かに破は邪じやになったら攫われたり襲われたりする危険は高いと資料室の本に書いてあったが、それにしても早すぎる。

　──どうして、今なの……？

　引っかかるのはそこだ。

　だって日菜はまだ目覚めていないはずだ。

　誕生日は来ていない。

「破邪になったら攫われるかもしれないけど、まだのはずでしょう……？」

　それなのにこうして攫われた。

　対妖あやかしの結界が張ってあるらしい煌陵を飛び出したその隙すきを突いて、あまりに絶ぜつ妙みようなタイミングで。

「だって、私が煌陵を出たことを知っている人なんて」

　思い当たる人物は、ひとりしかいない。

　日菜の目の前がすうっと暗くなる。

　──風雅さんは、私をこうして誘拐させたいと思うくらい目め障ざわりに思っていたの……？

　どちらにせよ、ぐずぐずしている暇ひまはない。

　部屋の中を爪つま先さき立ちでそっと横切り、日菜は辺りを見回した。

　寝室なので直接部屋から出られる扉とびらはないが、カーテンの引かれた窓がひとつ。

　──ここが何階かわからないけど、窓を開けて大声で叫さけべば、誰か気づいてくれるかもしれないわ。二階くらいだったら飛び降りる……のは、さすがに無理かなあ……。

　脱だつ走そうの手順を考えながら日菜は窓に手をかける。

「きゃあああっ！」

　びりびりと電流のようなものが身体を駆かけ巡り、日菜は思わず悲鳴を上げた。

　黒木が続きの部屋から飛びこんでくる。

「どうした⁉」

　日菜ははくはくと唇くちびるを震ふるわせることしかできない。

　何だ、この痛みは。

　まるで雷かみなりにでも打たれたように全身が痺しびれる。

　目を瞠みはり、唇を開いて荒い吐と息いきを繰くり返す。

　目め尻じりからは生理的な涙なみだが溢あふれた。

　倒たおれたまま小刻みに震える日菜を見下ろし、そばにしゃがみ込んだ黒木がやれやれとため息を零こぼす。

「あーあ、かわいそうに。せっかく痛い目に遭あわせないように俺が気を遣つかってあげたっていうのに」

　日菜を抱かかえ上げ、ものでも扱あつかうような手つきでベッドに戻もどす。

「最初からこれを使っておけば良かったね」

　日菜の左足に手て錠じようのような形をしている枷かせを嵌はめる。

　枷には鎖くさりのようなものがついていて、その先を無造作にベッドの足に繫つなぐ。

「俺は、できることならこんな手て荒あらな真似まねをしたくなかったんだよ？」

　放ほうり出していた携帯を拾い、黒木が窓辺に近づき、カーテンを開ける。

　窓の向こうには雲ひとつない青空が広がっている。

「見てわかる通り、ここは最上階だ。窓は嵌め込み式で開かない仕組みになっているし、第一この高さから叫んでも誰の耳にも聞こえない。それに用心のため、部屋のあちこちに御お札ふだを貼ってある」

　先ほどの電流は、日菜が妖封ふうじの御札に触ふれたせいだ。

「それ以上痛い目に遭いたくなかったら、夜に向こうから引き渡わたしの連絡が来るまでおとなしくしていてね」

　黒木が、こつこつと指の背で窓まど硝子ガラスを叩たたく。

　人間が触れてもまったく作用しない御札が、日菜には過か剰じようなほどの反応を見せた。

　黒木は、妖ハンターといっても正式な手順を踏ふんでいない。

　一流と呼ばれる妖ハンターはほとんどが煌陵学園の卒業資格を持っている。

　黒木のような流れ者の妖ハンターには、正規の仕事が回ってくるルートがないのだ。

「……この仕事が成功したら、向こうさんから正規の依い頼らいを回してもらえることになっている。失敗するわけにはいかないんだ」

　御札のショックが大きかったのか、ベッドで毛布を被かぶって丸くなっている日菜を見やり、黒木は口の中でつぶやいた。

　再び携けい帯たい電話を取り出し、操作する。

「あーもしもし、フロント？　ドアの前まででいいから軽食を届けてくれない？　中には入ってこないで。それと、俺は今仕事で滞たい在ざいしている。邪じや魔まをされると気が散るから、誰だれが来ても取り次がないようにして。ああ、連絡は携帯に来るんで問題ないんだ。それじゃ、よろしく」

　黒木が携帯を切る。

「これで良し。さ、腹ごしらえでもしよう。おちびさんもお腹なか空いてるんじゃない？」

　屈くつ託たくのない様子で訊きかれ、要いらない、と日菜は首を力なく横に振ふった。










　日菜は毛布にくるまり、黒木の話を繰り返し思い返していた。

　何かおかしい気がする。

　──引き取りに来るって、誰だれが……？

「落ち着きなさい、私……落ち着いて、よく考えて」

　おとなしくしているせいかそれとも足枷まで取りつけたことで安心したのか、黒木は寝しん室しつから出て食事を摂とっているらしい。

　コーヒーの香こうばしい香かおりがここまで漂ただよってくる。

　それと、音を絞しぼってあるのか、少し小さいけれどテレビの音。

　心臓がきゅうっと締しめ上げられるような心地ここちの中、日菜は気づく。

「風雅さんじゃない。風雅さんじゃないわ、黒木さんの依頼主……！」

　日菜を妖ハンターに攫さらわせた人物は、他ほかにいる。

　だって風雅が仕向けたにしてはどう考えても妙みようだ。

「他の人だと考えた方が自然だし、それに」

　日菜は破は邪じやとなる者だ。

　風雅がどう考えているにしろ、妖にとって貴重なことには間ま違ちがいない。

「資料にもそう書いてあったもの」

　幸い妖ハンターが日菜を直接害する危険性は少なそうだが──人ひと質じちとしての価値があるので──下手へたをしたら、摑まえられた時点で殺されていてもおかしくはないはずである。

　どきんどきんと強く脈打つ心臓をなんとか宥なだめすかし、日菜は考え続ける。

　──大体風雅さんは破邪の護衛をする誓せい約やくを結ばされているんだもの。積極的に守護はしなくても、密告とか妖ハンターを雇やとうとかの時点で、誓約違い反はんになる気がする。

　風雅にとって煌陵の誓約がどれだけの割合を占しめているかはわからないけれど、どうも腑ふに落ちない。

　風雅なら、もっとわかりやすく簡単な方法を選びそうなものだ。

「だとしたら、一体誰が……？」

　そこで行き詰づまってしまう。

　日菜を攫って得をする人物が誰かいるだろうか。

「煌陵で、妖のＪでないとしたら、あとはＡ……？」

　──Ａの皆みんな……？

　それもまたしっくり来ない。

　攫われた日菜本人がしっくり来る来ないは関係ないのだが、理由が見当たらないのだから仕方ない。

　──違ちがう。Ａなら、これほど強力じゃなくても御札くらい作れるし、煌陵の外に出なくちゃいけない理由もない。

　むしろ、陸りくの孤こ島とうである煌陵の内部でひっそりと処理した方が事は穏おん便びんに済むだろう。

「……立場が変わると、考え方もこうも変わってくるものなのね」

　苦く笑しようせざるをえない。

　誘ゆう拐かいされておいて、取り乱すことなく考えごとができるほど神経が太いとは、我われながら新発見だ。

　ぼうっとしていた頭を、あの御札の電流が正気付かせてくれた。

　その点だけは、あの激しい痛みに感謝する。

「誰かいるはずよ。私を摑つかまえて得をする人物。妖あやかしか、それとも人間か……どっちかに、必ず」

　日菜はあれこれ考えを巡めぐらせ続けた。

　黒木がカーテンを開けていってくれたせいで時間は大体わかるし、お迎むかえとやらが来るのは夜になってかららしい。

　だとしたら、時間はまだ残されている。




　　　　＊




　──あの馬ば鹿か。あっさり捕つかまりやがった。

　日菜が捕まったときも、風雅はその光景を雲外鏡でしっかりと見届けていた。

　ぴく、と眉まゆを動かしたものの、それ以外に目立った反応は見せない。

　ただつまらなそうな表情で、火をつけないままの煙管キセルをくわえている。

「……いかがなさるおつもりですか？」

　それとなく一いつ緒しよになって雲外鏡を眺ながめていた李氷が伺うかがいを立てる。

　それなりに付き合いも長いので、主あるじたる青年の性格は把は握あくしている。

　──そもそも、人間ごときに囚とらわれた同どう胞ほうを見捨てておけるような方ではないが……。

　もし日菜が風雅の配下の妖だったら、今いま頃ごろ風雅は怒ど髪はつ天を衝つく勢いで人間界に殴なぐり込みをかけ、派手に戦せん闘とうを繰くり広げてでも日菜を取り戻もどしていたことだろう。

　──あの娘むすめは風雅さまの配下ではない。だが破邪だ。破邪は保護しなくては……でも、風雅さまに害が及およぶような真似まねは控ひかえなくては。

　風雅が暴走した場合に備えて脳のう裏りであれこれ手を打っている李氷に、風雅はなんとも素そっ気なく答える。

「──別に」

「別に、とは……？」

　風雅が、煙管をくわえたまま器用に喋しやべる。

「わざわざ助けてやる必要もないだろう。あいつは自分から煌陵を出て行ったんだ。仲間を護まもろうとして能力を発動させたときに少しは見直したんだがな」

　日菜は教室で、由樫を助けるためだけに破邪の能力を行こう使しした。

「買いかぶりだったことがよくわかった。結局どっちつかずなんだよ、あいつは」

　日菜自身が妖であること、破邪であることを受け入れなくてはならない、と風雅は思う。

　しっかりと現実を受け入れてその上で護ってほしいと言うのならば、少しくらい甘やかしてやってもいい。

　一時はそう思っていたくらいだったのに、結局日菜は煌陵を飛び出していった。

「庇かばうつもりではありませんが、あの娘が煌陵を出て行く原因を作ったのは風雅さまのように思えるのですが……？」

　痛いところを突つかれて、風雅は煙管を指で弄もてあそぶ。

「さあ？　どうだったかな」

　からん、ころん、と屋や敷しきの庭先にある水すい琴きん窟くつのかすかな音が耳を楽しませる。

　この屋敷を訪おとずれたい人間がいるときの合図のようなものだ。

　水すい棲せいの妖たちが気配を察し、水すい滴てきを滴したたらせて水琴窟を奏かなでる。

「またあの三上とかいう人間でしょうか」

　李氷が腰こしを浮うかせる。

「違う。あの音は、女だ」

　恐おそらく日菜と同じクラスの巫女みこだろう、と風雅はたいして意外でもなさそうに付け加えた。










「日菜さんがいないんです」

　由樫の綺き麗れいに澄すんだ瞳ひとみが、じっと風雅を見み据すえる。

「無断欠席なんてするようには見えませんし。敷しき地ち内で妖騒さわぎがあったばかりですし、宮守さまなら何かご存知なのではないかと思いまして」

　時々、由樫はすべてを見み透すかしているのではないかと思うときがある。

　風雅は、ちょっと困ったように視線を微び妙みようにそらした。

　雲外鏡は別の場所に飛ばそうとしたのだが間に合わず、結局風雅の背後で普ふ通つうの鏡の振ふりをしている。

「さあな、俺は知らない。どこかその辺にいるんじゃないか。それにしても、どうやって辿たどり着いたんだ。俺の屋敷は異世界を繫つなげてあって、普通の人間は入り込めないようにしてあるはずだぞ」

　何だって最近人間がぽこぽこやってくるんだ、と風雅は口の中だけでぼやく。

「もちろん、煌陵の敷地内は全部捜さがしましたわ。寮りようの中も校舎も、皆で。でも、影かげも形も見つかりませんの」

　由樫が瞳を潤うるませる。

　由樫と風雅は顔かお馴な染じみだ。

　仲が良いというほどではないが、顔を合わせたことは何度かある。

　煌陵の敷地内の高等部と正反対に位置する場所に中等部の校舎と寮があって、由樫が質たちの悪い妖に取り憑つかれた際には何度も風雅が呼び出されていたのだ。

　回数が多かったので、互たがいに顔を見覚えてしまった。

　風雅が普通のＡの生徒と違い、由樫を邪じや険けんにしきれない理由はもうひとつある。

　──この娘は、どうしてかやたらと妖に好かれる体質をしているようだな。

　風雅の屋敷に仕える小さな妖たちがわらわらと集まり、由樫にじゃれつき始める。

　普ふ段だんは用心深く主である風雅以外には懐なつこうとしない妖たちでさえ、由樫の前では可愛かわいらしい仔こ猫ねこのようにまつわりつく始末だ。

「あら、皆さん。お久しぶりですわね。お元気でした？」

　あっという間に小さな妖たちに取り囲まれ、由樫は愁しゆう眉びを開ひらいてにっこりする。

　細い指で、妖のふかふかの毛並みに覆おおわれた頭を撫なでてやる。

　猫ねこに似た形の妖が、気持ちよさそうにごろごろと喉のどを鳴らす。

　妖に狙ねらわれやすい体質だというのに、由樫は妖を恐れない。

　突とつ出しゆつした無む垢くさ、相手を疑わない穢けがれない真っ白さというものが由樫にはあって、この無垢さは人間というよりはむしろ妖に近い。

　──妖に狙われ続けて、普通はもっと警けい戒かいするもんなんだがな。

　たまにこういう人間がいる。

　魂たましいの有りようが、人間より妖に近い人間が。

「日菜さんが行方ゆくえ不明になったため、Ａは今ちょっとした騒ぎになっておりますの。いたずらに一いつ般ぱんの皆みなさまを不安がらせないために、Ａの生徒には箝かん口こう令れいが敷しかれておりますけれど」

　由樫が、いつものおっとりとした口調の中に隠かくしきれない不安を滲にじませる。

　あの真ま面じ目めそうな日菜が、誰だれにも何も言わずに行方を晦くらませるなどどう考えても変だ。

「日菜さんは、私のことを助けてくださいました。日菜さんから白い光が放たれた瞬しゆん間かんに、私、とても楽になりましたの。あのとき、宮守さまもいらしてくださったのですってね。ありがとうございます」

「少しは寄ってくる妖あやかしをはね除のける術でも覚えないと、お前、身が保もたんぞ」

「精しよう進じん致いたしますわ。でも今大事なのは、日菜さんの件ですの」

　風雅が話をそらそうとしたが、由樫は誤ご魔ま化かされない。

「最近の日菜さんは、確かに様子がおかしかったですわ。何だかふさぎ込んで、図書室に通い詰づめで」

「そうか」

　俺は関係ない──風雅の声はあくまで素っ気ない。由樫はめげることなく続ける。

　一般の校舎はどこも隈くま無なく捜さがした。

　その上で日菜の痕こん跡せきを何ひとつ見つけることができなかった。

　ということは、日菜は煌陵の外にいるのだ。

　外にはどんな危険が待ち構えているかわからないのに。

「お力を貸してはいただけませんか」

「断る。そいつが煌陵の外にいるというのなら、俺が出張る筋でもない」

　泣き出しそうな顔をした由樫を李氷に送らせ、風雅は再度雲外鏡に人間界の様子を映し出そうとして──やめた。

　印を切りかけた手をぱたりと下ろす。

「なんで俺があいつのことを見守ったり、気にかけたりしなくてはいけないんだ……馬ば鹿からしい」

　不本意なことこの上ない。

　何故なぜ妖よう狐この次期長である自分が、たかが半人半はん妖ようのことを気にかけなくてはならないのか。

　それに日菜の守護を自ら買って出たはずの剣は一体何をしているのか。

　──普通の人間に、今の状態を把は握あくしろと言っても土台無理な話だが。

「あいつは破邪だ。ろくに力もなくて弱いから俺が守ってやるしかない……いや違ちがう、あいつは煌陵から……俺から逃にげたのだから、護ってやる義理などない」

　うんうんと己おのれを納なつ得とくさせるように頷うなずき、一いつ瞬しゆん黙だまり込んで。

　いささか行ぎよう儀ぎ悪く胡座あぐらをかいた足に肘ひじをつき、風雅は心底苛いら立だたしそうに舌打ちした。

「……俺には、関係ない」










　考えごとをしているうちに、少し眠ねむってしまったらしい。

　目が覚めたとき、寝しん室しつには香こうの香かおりが充じゆう満まんしていた。

　本来香はほのかに燻くゆらせるものなのに、部屋の中がうっすらと霞かすみがかるほどの量を焚たいている。

「それ、何ですか……？　何かいやな臭においがします」

　毛布を取りのけて起き上がると、香にライターで直接火をつけていた黒木がおもしろそうに目を瞠みはった。

「へーえ。効くもんなんだねえ。さすがあの先生、変わった品ばかり持っているな」

　いやな臭いが立ちこめて、日菜はどうして黒木が平然としていられるのかわからなかった。

　──何これ！　すごく、すごくいやな臭い。息が詰まりそう……！

　ごほごほと咳せき込み、毛布を口に当てようとすると、その直前に毛布も枕まくらも黒木に奪うばい取られた。

「おっと。おちびさんには、この煙けむりをたっぷり吸ってもらわないと。大だい丈じよう夫ぶだよ、常習性とかはないみたいだから。合法か非合法かはわからないけどね」

「何の香ですか、これ……！」

　黒木がにんまりと笑う。

　日菜は咄とつ嗟さにベッドに伏ふせて、これ以上煙を吸うまいとした。息が苦しい。

「おちびさん、ちょっと我が慢まんしてくれな？　煙を吸って、知っていることをちょっと喋しやべってくれればそれでいいから。依い頼らい主が、おちびさんに訊きいてほしいことがあるんだとさ」

　日菜は黒木の意図を悟さとって青ざめる。

「自白作用があるんですか、この香……⁉」

　今までそんな薬品を使われたことはないし、見たこともない。

　けれどこのいがらっぽい香りは確かに自我を侵しん食しよくしていく。

　──悔くやしい……こんなふうに、無む理り矢や理り何かを押しつけられるなんて。

　ぎりりと唇くちびるを嚙かんでみるが、痛みはもう感じない。

　自白剤ざいは、鎮ちん痛つう剤としての効果も高い。

「ちょっと良い子にしてて。な？」

　黒木が背後から日菜を羽は交がい締じめにする。

　もうもうと煙を立てる香こう炉ろを取って、いやがって逃げようとする日菜の鼻先ぎりぎりまで近づけた。

「無む駄だな抵てい抗こうしない。すなおになればすぐ済むからね」

「いやです、こんな卑ひ怯きような……！　最低な方法だわ！」

「最低で結構。世の中金が物を言うからね。力のない人間が力を得るにはまず金を稼かせがなくちゃならない」

　黒木はまるでこたえた風がない。

「妖ハンターなんて言っても、やることは妖以下じゃないですか！」

　途と端たんに、日菜の頰ほおにぎりりと黒木の爪つめが食い込んだ。

　小さな顎あごを片手で摑つかみ、黒木が眼光を強める。

「生まれついての妖ハンターでもない俺がどうしてこんな仕事を選んだのか教えてやろうか、おちびさん」

　昏くらい瞳ひとみの奥に横たわっているのは憎にくしみだ。

「俺はな、妖に家族を殺されたんだよ」

　日菜がびく、と身体からだを強こわ張ばらせた。

　妖の中には、気や血を求めて暴れる者もいるだろう。

　あの六花のように。

　そういった妖がほめられたものではないことは確かだ。

　──煌陵は、風雅さんがまとめているからまだましな方なのかもしれない。

「妖っていうものはまともじゃない。弱くて逃げることもできないような女子供をわざわざ狙って一いつ滴てきの血も残さずに奪い取る。あれが悪でなくて何なんだ？」

　黒木の双そう眸ぼうには、激しい憎ぞう悪おが凝こり固まってこびりついている。

　だからこんな稼か業ぎように身を投じているのだ。

「俺は生きている限り妖を狩かって、報復を続けるんだ。正式な依頼が来るようになったら、ホストなんてすぐにやめて妖を殺しまくってやる……！」

「ご家族のことは確かにお気の毒ですけど、悪いことをしない妖だってたくさんいます……！」

「妖は妖だ。善も悪もない。ただ憎い。それだけで充じゆう分ぶんだろ？　それより、そろそろ香が効いてきたんじゃないか？」

「あ……」

「それじゃあ質問に答えてもらおう。破邪って何？　おちびさん、あんたがそうなのか？　ちょっとなら噂うわさを聞いたことがある。何でもすごい能力の持ち主らしいね」

　黒木が問いを重ねる。

「破邪って何だ？」

　香の香りで頭の中がもやもやして、答えは考えるより先に口から滑すべり出る。

「破邪とは……何か……？」

「そう。答えろ」

「破邪は、私……私が破邪……」

　黒木が怪け訝げんそうな顔をする。

「曖あい昧まいすぎてわからない。破邪の能力とは何？　あんたは何ができる？　あんたは何者なんだ？」

　矢や継つぎ早に問われても、日菜は明確な答えを持っていない。

「……わからない」

「どうして？」

「だって私は、まだ目覚めていないもの」

　今度こそ意味がわからない、とでもいうように黒木が諦あきらめて首を横に振ふる。

「駄だ目めだ。全然意味がわからない。これ以上やっても火災報知器が作動するだけだね」

　日菜から手を離はなし、香炉に手を伸のばす。

「妖あやかし世界のことなんて滅めつ多たに聞けないから、俺としてもちょうど良い機会だと思ったんだけどな」

　未練がましそうに言いつつも、仕方ない、と片足をかけていたベッドから立ち上がる。

　同時に扉とびらが静かにノックされる。

「お迎むかえが来たみたいだよ」

　黒木は、にこやかな営業スマイルを浮うかべて扉に向かった。

「お待ちしてましたよ。どうぞ中へ。標的はベッドに繫つないであります。指示通り、明日の朝まで誰だれも立ち入らないようにしてありますよ」

　かちゃりと鍵かぎが解除され、待ち人が姿を現す。

「話は少し聞かせてもらっていました。それでは約束通り、報ほう酬しゆうをお支し払はらい致いたしましょう」

「成功報酬込みで？」

　黒木が狡こう猾かつそうに目の奥を光らせ、ようやく姿を現した依頼主に向ける。

「ええ、もちろん」

　──この、声……っ！

　涼すずやかで穏おだやかな声には聞き覚えがある。

　香こうが抜ぬけきらずにぼんやりとしていた日菜の意識が驚きよう愕がくに震ふるえる。

「うわあああ！」

　瞬しゆん時じにして、その部屋は凄せい惨さんな血の匂いに染め上げられた。










　──何が起こったっていうの…………？

　驚おどろきすぎて、息を詰つめたまま目を瞠る。ベッドに繫がれた日菜の前に、続きの間から、人ひと影かげがゆっくりと姿を現す。

　そこには。

「お怪け我がはありませんか？　不ぶ躾しつけな招待で申し訳ありませんでしたね」

　全身に返り血を浴びて、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ芝がひとり、優ゆう雅がに佇たたずんでいた。
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「どうして芝先生がここに……？　それに、その血……」

　髪かみの先から鮮せん血けつが滴したたり落ちて眼鏡めがねを汚よごす。

　役に立たなくなった眼鏡を優雅に外し、芝は日菜を見て微笑んだ。

　明らかにこの場にふさわしくない、やわらかな笑えみで。

「まだおわかりになりませんか？　教師の振りをするのは初めてだったのでもうとっくにわかっているのかと思いましたよ。あのおしゃべりな男が、色々とヒントを与あたえてしまったのではないですか？」

「ヒントって……」

　そういえば黒木は依い頼らい主のことを『先生』と呼んでいた。

「あの人、は……？」

　日菜の表情が怯おびえる。

　真しん紅くに染まっていた芝の仕立ての良いスーツが次し第だいにどす黒く色を変えていく。

　続きの間からは物音ひとつ、呻うめき声ひとつ聞こえない。

「まさか、殺したんですか……？」

「殺したなんて人聞きの悪い。報酬を支払っただけですよ。永遠の眠ねむりという、ね」

「芝先生⁉」

「私はずっと待っていたのですよ……あなたを。あなただけを、ずっと」

　日菜は咄とつ嗟さに逃にげようとベッドから飛び降りた。どこへ逃げたらいいのかわからない。

　でもとにかく芝から離れたい。

　足あし枷かせの鎖くさりをちゃりりと鳴らし、壁かべに背中を張りつける。

　芝に背を向けたら、その瞬しゆん間かんに斬きり殺されてしまいそうだった。そんな危あやうさがあった。

　──前と、表情が全然違ちがう……！

　妖の目だ。

　人を殺すことに躊躇ためらいどころか喜びを覚える──由樫が妖に取り憑つかれたときに瞳に浮かべていた色。

　あれと同じ色だ。

「あなたも、妖、なんですね……？」

「ええ、当然です。脆ぜい弱じやくな人間の振りをするのは骨が折れましたよ。何の力も持っていないというのはまったく、不便を通り越こして哀あわれなものです。わかるでしょう？」

　わからない。わかるわけがない。

　日菜は口を噤つぐんでじっと芝を凝ぎよう視ししている。

　芝は、ふっと苦く笑しようしたようだった。

「ああ、こんな無ぶ粋すいなありさまを見せてしまったから気分を害しているのですね。確かに、女性にお見せするようなものではありませんね。わかりました。私も、いつまでもこんな弱い人間の格好を装っているのは本意ではありません。変へん化げの術を解くとしましょう」

　言うが早いか、手を閃ひらめかせて印を切る。

　芝の肌はだに飛び散っていた血けつ痕こんが綺き麗れいさっぱり消え、芝自身の姿も一いつ瞬しゆんにして切り替かわった。

「な……！」

　長身はそのままに、髪から覗のぞく尖とがった耳と、口もとの犬歯。腰こしには大きな尾お。

　妖の本ほん性しように立ち返り、彼は優雅に胸に手を当て、軽く会え釈しやくする。

「尊い破は邪じやの血を引く姫ひめ君ぎみに、改めて名乗りを上げましょう。私の名は炎琉。犬神の一族を率いております」

「犬神…………」

「犬神の作り方をご存知ですか？」

「作り方？」

　不思議な言い回しが引っかかる。生まれ方ではなく、作り方とは一体どういう意味だろう。

「犬神は歪いびつな存在です。人間が野犬を縛しばり上げて首だけ出して土に埋うめ、飢うえて飢えて気が狂くるいそうになったところで生肉を見せつけて、たまらずに犬が食くらいつこうとしたその刹せつ那なを狙ねらって首を刎はねる。人間への恨うらみ、憎にくしみ、そういったものが凝こごって犬神となります」

「……そんな、ひどいことを……？」

「人間は時として妖より残ざん酷こくなものです。そうやって異形を作り出し、人間への復ふく讐しゆう心を利用して敵対する人間を殺させたり、己おのれの力を誇こ示じするために使っていたようですよ。もっとも、私が一族を率いるようになってからはすべての犬神を保護しておりますが」

　眷けん属ぞくが虐しいたげられているのは見るに忍しのびないですからね──炎琉が続ける。

「ですがその犬神が、妖あやかしの中でも虐げられているのですよ。同じ妖だというのに、生まれ方が歪だという、ただそれだけの理由で」

　誇ほこり高い妖には妖の矜きよう持じがあって、人間に生み出された犬神など受け入れることができない。同じ妖として生きることは認めていても、犬神には何の権利も与えない。

　妖世界を統すべる権利は、妖の貴種たる妖よう狐この手に委ゆだねられている。

「おかしいと思いませんか？　同じ妖でありながら、我々犬神は歴然と区別をつけられている……何も劣おとってなどいないのに」

　むしろ、妖よう力りよくだけなら他ほかの妖に勝まさっている自負がある。

「だから私は、妖世界を征せい服ふくしてやろうと思っているのですよ」

　炎琉は熱に浮うかされたように話し続ける。

「私には、関係がないはずでしょう……？」

　もはや日菜の声は悲鳴じみていた。

　炎琉の言うことは狂気じみている。

　犬神以外の妖をすべて憎んでいるにしても、いちいちひとりひとりの妖を誘ゆう拐かいして始末していたら、時間がいくらあっても足りない。

「関係はあります。あなたの協力が必要なのですよ。破邪の姫君」

「私、破邪の姫君なんかじゃありません！」

「結界の張り巡めぐらされたＡの教室で破邪の能力を出現させておいて？　あの娘むすめに取り憑いた妖を一瞬にして祓はらい除のけておいて？　言い逃のがれようとしても無む駄だですよ。あの場を私はこの目で見ていたのですから」

「もしかして、由樫さんに妖が取り憑いたのは芝先生……いえ、あなたがわざと⁉」

「ええ。それが何か？」

　炎琉が首を捻ひねる。

「だって由樫さん、もし手て遅おくれになっていたら意識を取り戻もどすことができなくて、妖に身体からだを完全に乗っ取られてしまうところだったって、榊くんが言っていて……！」

「だからどうしたと言うんです。あれほど妖に好かれる身体を持ちながら、気を抜ぬいてひとりで出歩いているからそういう目に遭あうんです。いやなら自身が気をつければいいでしょう」

「そういう問題ではありません！」

「ではどういう問題です？　人間がどうなろうと関係ないことでしょう？」

　日菜が何に憤いきどおっているのか、炎琉は本気でわかっていない様子だった。

　日菜は心底ぞっとした。

　──この人、人間を本当にただの駒こまとしてしか見ていないんだわ……！

「あなたが本当に私の探し求めている破邪の姫ひめかどうか、確かめるにはあれが一番手っ取り早かったですからね。あまりに麗うるわしい浄きよめの能力に、思わず見とれてしまったほどですよ。すばらしい」

「私が破邪かどうか確かめる、そのためだけに由樫さんを実験台に使ったっていうんですか……⁉」

「私の計画には必要なことでしたからね。それにたかが人間ひとり、妖になろうがどうなろうが、どうだっていいことではありませんか」

　炎琉が、ふと気づいたように手を閃かせる。

「ああ、私としたことが、不ぶ躾しつけなものの存在を忘れておりました。そんな鎖は外してしまいましょう。そんなものは姫君にふさわしいとは言えない」

　日菜の左足に繫つながれていた金属が、泡あわか何かのように形を失って崩くずれる。

「……っ！」

「破邪の姫君。私がどれだけあなたを待ち焦こがれていたか、あなたには想像もつかないでしょうね。先代の姫もその先代の姫も、忌いま々いましい妖狐によって巧こう妙みように保護されていた……未いまだ手て垢あかのついていないまっさらなあなたを見たとき、私がどれだけ歓かん喜きしたことか」

　炎琉には胸に描えがく壮そう大だいな夢がある。

　他の何を犠ぎ牲せいにしても構わないと思えるほどの夢。

「私には夢があるのです。その夢のためになら命をかけても惜おしくはありません」

　炎琉が翼つばさを広げるように優美に手を差し出す。

「そのためには、あなたの協力が必要なのですよ」

　この手を取れ、と。

　先ほどの香こうよりも重苦しく纏まつわりつく空気に、日菜は勢いよく首を振ふって答えた。

「いやです！」

「……聞き分けの悪い姫君ですね」

　炎琉が、秀しゆう麗れいに整った眉まゆ根ねを軽く寄せる。

「手に入れれば妖世界を征せいすることもできるとさえ言われている破邪の能力を、ずっと待ち侘わびていたのですよ。忌々しい妖狐の鼻を明かし、虐げられてきた眷属たちも今こそ苦境を脱だつする絶好の機会です。ここまで来て逃にがすつもりはありません。協力していただけますね？」

　足あし枷かせは外れているのに、壁かべに張りついたまま一歩も動くことができず、日菜はふるふると首を振った。

「いやです。申し訳ありませんが、協力なんてできません」

　目的があるらしいことはわかったが、日菜は同調できないし由樫を利用したことも許せない。

「……そうですか」

　炎琉が肩かたを落とす。

　──諦あきらめてくれたのかな。話せばわかってくれる人で良かった。

　ほっと日菜が息をついたのを見て、炎琉は冷ややかな笑えみを浮かべた。

「少し痛い目に遭えば、考えも変わりますよ。あなたが私に協力すると誓ちかいを立てるまで、とことん付き合って差し上げましょう」

　ちらりと窓に目を走らせて、御お札ふだにちりりと残る波動を読み取る。

「御札はよく効いたようですね？　人も妖も、痛みには弱いものです」

　炎琉が印を切ると、指と指の間に小さな火花が散った。

　日菜はびくっと怯おびえ、何とか炎琉から距きよ離りを取ろうと壁伝いに移動する。

「逃げても構いませんよ」

　だっと日菜が走り出す。

　寝しん室しつから続きの間へ駆かけ込んで、その場のあまりの凄せい惨さんさに足が竦すくんで動けない。

「何、これぇ……っ」

　悲鳴に涙なみだが混じるのは仕方ない。

　血ち溜だまり。

　俯うつぶせに倒たおれたままぴくりとも動かない、黒尽ずくめの男の身体。

「黒木さん⁉」

　青ざめて、絶命していることは明らかだ。

「ひどい、何てことを……！」

　悠ゆう々ゆうと寝室から現れた炎琉が、亡なき骸がらを見てわずかに目もとを歪ゆがませる。

「目め障ざわりな……失うせろ」

　炎琉が命じると、黒木の遺い骸がいは跡あと形かたもなく消え失せる。

　絨じゆう毯たんに染しみこんでいた血けつ痕こんも、しゅわ、とまるで水が蒸発するように消える。

　あとに残されたものはホテルの備品の調度類と日菜、そして炎琉だけ。

「気は変わりましたか？　私に従うと、私のものになると一言言えばほしいものは何でも差し上げますよ。富だろうと永遠の命だろうと、何でも姫ひめ君ぎみのお望みのままに」

「そんなもの、ほしくない」

　──黒木さんだって私を攫さらった人だけど、でもあんな風に殺してしまっていい訳がないのに。

　炎琉のやり方が日菜は気に入らない。

　同調できない。こんなことは間ま違ちがっている、と強く強く思う。

　どうやったって、絶対に同意などできない。

　日菜の胸の中で激しく渦うず巻まくのは純じゆん粋すいな憤りだ。またの名を義ぎ憤ふん。

　扉とびらに駆け寄って、がちゃがちゃと取っ手を回して外へ飛び出す。

「……っ⁉」

　部屋の外は廊ろう下かのはずなのに、何もない空間に出てしまい、日菜はたたらを踏ふんで立ち止まる。

「どこ、ここ……！」

「あなたは基本的に妖あやかしの力というものがおわかりではないようですね。異空間を繫げるなど、初歩中の初歩ですよ。そんなこともご存知ない方が稀き少しような破は邪じやの能力をお持ちとは皮肉なものだ。宝の持ち腐ぐされも良いところですね」

　何もない、ただ真っ暗な闇やみが広がる空間。

　目がおかしくなりそうで、日菜は炎琉をきっと睨にらみつける。

「場所も変えたことですし、これで気き兼がねなく力を揮ふるうことができます。そろそろ鬼おにごっこも終わりに致いたしましょうか」

　日菜は慌あわてて辺りを見回すが、一体どこへ逃げたらいいのか、皆かい目もく見当もつかない。

「あまり簡単に白旗を揚あげられても興きよう醒ざめですが……さて。どれだけ私を楽しませてくれるのでしょうかね？」

　炎琉がふっと微笑ほほえんで、指先を日菜に向ける。

　小さな稲いな妻ずまが日菜の全身を駆け巡めぐり、日菜は凄すさまじい痛みに悲鳴を迸ほとばしらせた。

「きゃああああっ！」

　御札に触ふれてしまったときより数倍鋭するどく熱い痛み。

　苦痛のあまり息が乱れる。

「一いち撃げきでこれでは、長く保もちそうもありませんね。あなたの方から攻こう撃げきしてきても私はまったく構わないのですが？」

　炎琉が完全に獲え物ものを弄もてあそぶ獣けものの表情になる。狩かることが遊ゆう戯ぎになっているのだ。

「芝先生が、こんな人だったなんて……！」

「優やさしい教師を演じるのは、なかなかに楽しかったですよ。ちょっと優しくしてみせただけで、どんどんあなたが心を開いてくるのがわかりましたからね。その信しん頼らいを根こそぎひっくり返す瞬しゆん間かんが待ち遠しかったものです。思っていた以上に早くあなたが煌陵を飛び出してくれましたが」

「それじゃあ、私が煌陵を出たことを、知って……？」

「ええ、もちろん。だからあの男に連れん絡らくをしたのですよ」

　でなければあなたを捕まえるのは少々難しかったかもしれませんね、と炎琉がさしておもしろくもなさそうに吐はき捨すてる。

「煌陵の敷しき地ち内はあの妖よう狐この影えい響きようを受けすぎている。奴やつがいつからあの学園に居るのかは知りませんが、たいした妖よう力りよくですよ」

「やっぱり、風雅さんじゃなかったんだ……」

　日菜が煌陵を出たことは風雅しか知らないはずだと思って一瞬誤解したが、妖ハンターに連絡を取ったのは風雅ではなく炎琉だったのだ。

　少しほっとする。日菜の考えは間ま違ちがっていなかった。

　──風雅さんじゃ、なかった。

「何を安あん堵どしているのか知りませんが、目の前の私以外の存在に心を奪うばわれるとは許し難がたい所業ですね。それに、先ほどから気になっておりましたが、この香かおり」

　炎琉が大おお股またに近づく。

　日菜は苦痛がまだ痺しびれとなって残っていて、逃げることができない。

　日菜の顎あごをくいと摑つかみ、炎琉が顔を近づける。

「やめて、触さわらないで！」

「ひどく甘い香りですね…………？　妖を誘さそう、私の意識を強く惹ひきつけてやまない。この香りは一体何ですか？」

「放してったら！」

「今まで嗅かいだこともないほどの甘さです。この香りはあなたから発せられているんですか？　破邪とは皆みなこのような香りを発するものなのですか？」

　──そんなことを言われても、私には一体どんな香りなのかわからないし！

　妖は妖でも半妖だからなのか、それとも自身から溢あふれる香りだからなのか、甘い香りと言われるものが日菜には察知できない。

「破邪あなたを手に入れるというのは服従させるという意味だとばかり思っていましたが、別の意味なのかもしれませんね？」

「何、を…………？」

　いやな予感に、日菜の心臓がとくんとはねて怯える。

　日菜のいやな予感はいつもよく当たる。

「気を吸い、血を吸うことであなたの能力を私の中に取り込めるかもしれない……そういう意味です。少々味見をさせていただきましょうか」

「……いやっ！」

　腰こしに腕うでを回されいとも簡単に抱だき寄せられて、日菜は両方の腕を突つっぱねて抗あらがった。

　背を仰のけ反らせ、何とかして逃のがれようと残る力を振ふり絞しぼって全力で抗う。

　体力が尽つきかけているのか、くらりと目眩めまいが襲おそったけれど構わなかった。

　炎琉はそれでもびくともしない。

「ちょっと気を頂くだけです。そう身構えずとも、痛いことはありませんよ」

　炎琉の鼻先が日菜の首筋に埋うずめられる。

　風雅とまるっきり同じことをされているのに、日菜の受ける感覚は全然違ちがった。

　風雅の時は肉にく食しよく獣じゆうに食べられてしまいそうな恐きよう怖ふがあったが、炎琉はぬめる水銀だ。

　あるいは爬は虫ちゆう類るい。

　冷たく絡からみついて、一気に締しめ上げる。

　日菜が怯おびえていることに気がついたのだろう。

　吐と息いきが重なるほど間近で視線を合わせ、炎琉は華はなやかに、残ざん酷こくに笑った。

「最後の機会を差し上げましょう。私に従い、協力すると誓ちかいますか？」

「絶対に、いやです！　たとえ殺されても、あなたになんか従わない……！」

「そうですか。残念ですね。これでも一応平和に解決したかったのですよ、私は」

　炎琉は毒だ、と日菜は思う。濃のう艶えんな毒。近づくだけで蝕むしばまれていく。

「苦痛や恐怖というものは、相手を強制的に従わせる力を持っています。保身のために人は他人を犠ぎ牲せいにする。我が身が一番可愛かわいいのは人も妖も同じでしょう。私は、そういう人間が嫌きらいではありませんよ」

　近づく唇くちびる。

　炎琉が日菜の気を吸おうとしているのだ。

「やめて…………！」

　どうしてこんなときにこの名前が思い浮うかぶのか、と日菜自身不思議に思いつつ。

　声を限りに叫さけぶ。

「風雅さん、助けて…………風雅さん！」










「──そこまでにしてもらおうか、炎琉」

　第三者の声が割って入る。

　ふたり揃そろって顔を上げると、青白い狐きつね火びが出現する。

　狐火が段々と大きく大きくなって、その中から声の主が現れる。

「風雅さん……！」










　狐火の中から現れた風雅は、日菜に目を留とめるなりむっとしたように眉まゆを寄せた。

　正確には、気分を害したのは日菜の気を吸おうとしている炎琉の姿に、だ。

　ぱちりと指を鳴らして、日菜の身体からだを自分の腕の中に移動させる。

　隙すきを突かれた炎琉が苦々しい顔を作る。

　こうやっていつもいつも、風雅はあっさりと炎琉よりも強い力を見せつける。

　──だがもうそれも、今日で終わりですよ。

　炎琉はにやりと目を光らせ、獰どう猛もうな牙きばを剝むき出しにした。










「風雅さんだ……」
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　風雅の腕に包まれて。

　そんな場合ではないのに、日菜はものすごく安堵してしまった。緊きん張ちようの糸が一気に緩ゆるむ。

　──来てくれた。

　風雅に対しての今までの日菜の態度は、決してほめられたものではないのに。

「怪け我がは？」

「……ないです」

「ふん」

　日菜の返事を頭から信用していないかのように、風雅の目が日菜の上から下までをざっと検分する。

「……あちこちにしているじゃないか」

「どうして、来てくれたんですか……？」

「自分で呼んでおいて随ずい分ぶんな言いぐさだな」

　風雅はひょいと片方の眉だけを器用に吊つり上げる。

「曲がりなりにもお前は破は邪じやだからな。怪我などされると俺の立場がなくなる」

　素そっ気ない言い方に、日菜の唇が情けなく歪ゆがんだ。

「やっぱり、風雅さん、私の守護役なんていやですよね……？　わかっています。風雅さんにも危険が及およぶもの」

「そういう意味じゃない。あー、ったく……」

　御お札ふだに弾はじかれた際の火傷やけどを始め、日菜の身体はお世辞にも無事とは言えない。

　何と言えばいいのかわからず、取りあえず風雅は大きな手を伸のばした。

　ぽん、ぽん。

　あやすように小さな頭を撫なでると、日菜の全身から力が抜ぬけていく。

「癒いやすには時間がかかる。あとでやってやるから待っていろ」

　それだけ言い置いて、炎琉と対たい峙じしようとする。

　日菜に背を向けた風雅の袖そでを、日菜は咄とつ嗟さに摑つかんでいた。

「……？」

　行かないでと言おうとしたのか、来てくれてありがとうと言おうとしたのか。

　日菜自身、どちらなのかわからない。

　唇を小さく開いたまま、言うべき言葉を失ってしまう。

　こんなときだけすなおになるのはずるいと思うが、こんなときだからこそすなおになりたいとも思う。

「何だ？」

　子供が甘えるようなしぐさをしてしまったことが恥はずかしくて、日菜はぱっと手を離はなした。

「……何でもないです」

「…………」

　しばらく黙だまり込んでいた風雅は、突とつ然ぜん日菜の顔を仰あお向むかせて淡あわく微笑ほほえんだ。

　日菜が初めて目にする風雅の微笑みは、いつもの皮肉な気配は影かげをひそめ、晴れ渡わたる青空のように爽さわやかだった。

「すぐ終わらせてやる。おとなしく待っていろ。李氷！」

「はい。ここに」

　側そば仕づかえの青年の腕うでに日菜を手て渡わたす。

「護まもれ」

　李氷は恭うやうやしく頭を垂れる。

「かしこまりました」










　日菜を李氷に任せ、風雅は口もとを引き締める。

　──随分と可愛い真似まねをするじゃないか。

　風雅は由樫が去ったあともしばらく屋や敷しきでとぐろを巻いていたのだが、雲外鏡を見ているうちに我が慢まんしきれなくなった。

　あの鏡は日菜の様子を逐ちく一いち映し出してくれたが、場所は特定できない。

　日菜が拉ら致ちされたシティホテルまでは配下の妖あやかしたちを使って何とか突つき止めていたのだけれど。

「久しいな、炎琉。相変わらずの様子だが」

　堂々とした様子の風雅と違い、炎琉はいささか納なつ得とくがいかない様子だ。

「……どうしてここがわかったのですか。痕こん跡せきはすべて消してきたはずですが」

「あれが俺を呼んだからな」

「……あなたと姫ひめ君ぎみの間で、呼んだらわかるほど精神的な絆きずなが構築できている、とでも？　笑しよう止しな」

　親しい間あいだ柄がらであれば、呼ぶ声が空間を超こえて聞こえることはある。

　だがそれはあくまで妖同士の話だ。

　それに、心が通じ合っているというのが大前提の話である。

「煌陵の中で、あなたと姫君は反目しあっていたはずではありませんか」

「呼ばれれば気づくくらいには繫つながるものがあったようだな。野心に溢あふれた犬神ごときには、そういう繊せん細さいな心の機き微びはわからないかもしれないが」

「言いたい放題ですね」

「先にしかけたのはそっちだろう。妖世界を征せい服ふくしたいなどと、大それた考えをまだ捨てていないようだな。一度熱い灸きゆうを据すえてやらんとわからないか？」

「その上から目線に、いい加減うんざりしているんですよ……！」

「やる気か。おもしろい」

　炎琉の飛ばした火の玉をひょいと避よける。

「久し振ぶりに暴れさせてもらうとしよう。煌陵の暮らしは平和で、俺もいささか刺し激げきに飢うえている」

「私が潜もぐりこんだことも気づかなかったくせに」

「お前こそ、露ろ見けんするのが怖こわくてＪに近づけなかったようじゃないか」

「あなたと違って慎しん重ちようなだけですよ」

「まあいい。気が済むまで相手をしてやるさ」

　風雅は優ゆう雅がな動きで印を切った。

　人間の世に紛まぎれるための扮ふん装そうを解き、風雅本来の妖よう狐この姿へと戻もどる。

　獣けもの耳みみは長く尖とがり、炎琉ほどではないが牙が口もとから覗のぞく。

　纏まとうものも煌陵の制服ではなく着物に袴はかまを合わせ、そして圧巻はその背後に広がる尾おだった。

「九つある……？　風雅さんて、もしかして」

　少し離れた場所で李氷の保護下に入っていた日菜が、それを目まの当たりにして息を吞のむ。

「当然でしょう」

　炎琉の攻こう撃げきが日菜に当たらないよう結界を張りながら李氷が応じる。

「風雅さまは妖狐の長おさとなられる方なのですから」

「金きん毛もう九きゆう尾びの妖狐……！」

　風雅がにやりと笑えみを刻む。

「さあ、どこからでもかかってこい。好きなだけ相手をしてやるよ」

「その言葉、忘れないでいただきたいものですね……！」

　暗い闇やみに満たされた空間は、瞬しゆん時じに阿あ鼻び叫きよう喚かんの場と化した。










　風雅と炎琉が互たがいに攻撃を仕し掛かけ合っているのを、日菜はただ茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　何という争いだろう。

　人間には計り知れない妖よう力りよくをぶつけ合って、ぶつかり合った箇か所しよに大きな火花が散る。

　風雅は妖狐の狐きつね火びを、炎琉は犬神の炎を用いて死し闘とうを繰くり広げていく。

　──妖同士が戦うって、これほどまでに凄すさまじいことなの……？

　日菜は本物の戦せん闘とうなど目にするのはもちろん初めてだ。

　満ちる気き迫はくに圧あつ倒とうされる。

「悪い夢でも見ているみたいな……」

「夢ではありません。現実です」

　李氷にきっぱりと言われ、ぱっと目が覚める。




「……そうよね。私、随ずい分ぶんと現実逃とう避ひをしてきたんだわ」




　今いま頃ごろになってそう気づいた。

　──少し前から、覚かく悟ごは少しずつできていたはずなのに。

　けれど、まだ遅おそくはないと思いたい。

「誘ゆう拐かいされて、日時がわからなくなってしまったんだけど、今日は何日かわかります？」

　李氷が怪け訝げんそうな顔をしながらも日付を答える。

「人間界の時刻では、日付がちょうど変わるころですね」

「ちょうどいいです」

　日菜が笑う。

　李氷が思わず目を奪うばわれてしまうほど鮮あざやかに、しっかりとした意思を持って凜りん然ぜんと。




　十六歳の誕生日を迎むかえたまさにその瞬しゆん間かん。




　日菜の身体からだに、意識に、小さな渦うずが巻き起こる。

　覚かく醒せいのきっかけとなったものは怒いかりだ。

　由樫のように妖が人間を狙ねらい続け取り憑ついてしまうことも、黒木のように妖のせいで悲しい目に遭あうことも。

　六花のようにわがままが過ぎて人を襲おそうことも、炎琉のように人を人とも思わず駒こまとしてしか見ないことも。

　妖の関かかわるすべての悲しいことが、日菜は苦手だ。うまく言えないけれど、違うと日菜の心が、身体が叫さけぶ。

　──あんなのは、間ま違ちがっていると思うから。

　けれど間違っているというだけで惨ざん殺さつされてしまっては、犬神を生み出した人間たちと同じ真似を繰り返すことになる。

　──だから、浄きよめることが必要なんだわ……きっと。

　そのために破は邪じやの能力がある。

　そのことを今、日菜はようやく理解した。

「……今日まで眠ねむり続けたのは、それがわかるようになるまで待っていたせい、なんだ……」

　きちんとした意識を持っていないと、破邪の能力を正しく用いることができないから。

　炎琉のような妖につけ込まれ、間違った方向に突つき進まないとも限らないから。

　眠り続けた妖としての日菜が目覚め、呼ばれるときを待ち侘わびているのがわかる。

　だから躊躇ためらうことなくその言葉を口にした。

「──手纏。来て」

　そして、守り続けてきたものを私に渡わたして──。

　その言葉が放たれるや否いなや、日菜と李氷の目の前にひとりの妖が出現した。

　日菜の前にひざまずき、手には大ぶりの弓を掲かかげている。

「日菜さま。破邪の弓はここにあるわ」

「手纏……代々の破邪に仕えてきた、おばあさまとお母さんがもっとも信しん頼らいする妖あやかし。これを射ればいいの？　そうしたら、芝先生の……炎琉の心に巣くう闇を祓はらうことができる？」

　華はなやかな装いを凝こらした妖は、従順の証あかしに膝ひざをついたまま、にこりと微笑ほほえんで日菜を見上げる。

「ええ。あなたの中に流れる血にかけて。溢れる能力を抑おさえきれずに功を奏したこともあるようだけど、基本的には破邪の能力はこの弓と同調してこそ発揮することができるものよ」

　艶あでやかな美女とも見まがうなりをしているが、手纏はれっきとした男性だ。

　そのことも日菜は知っている。否、思い出した。

　小さいとき、健在だった香子が何度も日菜に教えてくれた。

　──手纏がずっと日菜のことを見守っていてくれるからね。

「腕うで輪わの姿を取って、ずっとずっと、十五年間見守っていてくれたのね」

「あたしは破邪に仕える従者ですもの。さあ、弓を取って頂ちよう戴だい。あなたの能力はまだ目覚めたばかり。妖相手では、弓を使わなくてはとても立ち向かうことはできないわ」

　破邪の弓に日菜が手を伸のばした途と端たん、何かを察したかのように、炎琉が凄まじい形相で飛びかかってきた。

「させるか！」

　風雅が印を切って、炎琉の身体ごと横よこ薙なぎに薙ぎ倒たおす。

　炎琉は諦あきらめなかった。

「あなたに打ち勝つためにも、私には姫ひめ君ぎみの能力が必要なのですよ……！」

　風雅に勝ちたい──それは、炎琉にとってもはや呪じゆ縛ばくともなりつつある切望だ。

　風雅に勝ちたい、日菜がほしい。

　日菜の能力がほしい、妖世界そのものがほしい。

　炎琉の中で野望がいくつも渦うず巻まき、留とどまることを知らない。

「何でもかんでも簡単にほしがるな！　ほしいものっていうのは、手に入れたいと努力してまずはそこから始めるものだ！　手順を簡略化するな！」

「妖よう狐このあなたには犬神の気持ちなどわかりますまい！」

「ああ、わからないさ。わからなくて結構。わかってもらおうともせずにただいじけている奴やつの気持ちなど、誰だれがわざわざ推測して同情するものか」

　風雅の言葉は、日菜の胸にもずしりとこたえた。

　──本当に、風雅さんって力だけでなく心も強い人なんだ……それに引き替かえ、私は。

　妖になんてなりたくないと散々ごねて、逃にげて。

「おい！　考えごとに浸ひたるのはあとにしろ！」

「日菜さま危ない！」

　炎琉の炎がかかりかけた日菜を風雅が腕うでに抱かかえて跳ちよう躍やくする。

　日菜が今までいた箇所は黒こげになっていた。

　灼しやく熱ねつの炎に瞬時にして焼き尽つくされて、残ざん骸がいすら残らない。

「……っ！」

　弓を抱えたまま、日菜はぞっとする。

　風雅が薙ぎ払はらっても薙ぎ払っても炎琉が執しつ拗ように手を伸ばす。

「しつこい奴だなお前は！」

　日菜を抱えている分、風雅の動きが目に見えて鈍にぶくなった。

　風雅ひとりならある程度の無む茶ちやもできるが、日菜を抱えてではそうはいかない。

　妖の攻こう撃げきから身を守る術すべを日菜は知らない。

　炎琉が勝機を見いだして瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせる。

「──勝負あったようですね」

　李氷と共同戦線を張って炎琉に攻撃を仕し掛かけながら、手纏が叫ぶ。

「日菜さま、矢を射って！　早く！」

「させませんよ！」

　炎琉が手纏を攻撃の標的に選ぶ。

「きゃああっ！」

「手纏どの、こちらへ」

　李氷が防ぼう御ぎよの壁かべを張り、その中へ手纏を導き入れる。炎琉は絶え間なく炎を繰り出す。

「こいつが矢を射ればいいのか？　矢はそれか」

　日菜が大切そうに胸に抱えている弓矢を見、風雅が得心したように頷うなずく。

「俺が炎琉の気をそらしてやるから、お前はその間に矢を放て。いいな」

「待って、待ってください！」

　すとんと下ろされ、そのまま炎琉に立ち向かっていこうとする風雅の腕に日菜は必死になって取り縋すがった。

「自信ないです。だって私、こんなのやったことない、やったことないんです！」

　満足に矢を射たこともないのだ。

　命中させるなんて無理だ。

　不安で瞳を染め上げた日菜に、風雅がふっと目もとを和やわらげる。

「お前は破邪なんだろう？　破邪として生きることを選んだのではないのか？」

「それはそうですけど、でも！」

　日菜の双そう眸ぼうを真っ正面から覗のぞきこみ、風雅が告げる。日菜に勇気を分け与あたえるように、溢あふれるほどの自信を滴したたらせて。




「恐おそれるな。俺が護まもってやるから、お前は矢を射ることだけに集中しろ。ただ、何回も同じ手が通用するとは思えない。機会は一度きりだ」

　風雅はゆっくりと日菜の瞳の中を覗きこんだ。

　日菜の心はもうすでに決まっているのに、怯おびえが邪じや魔まをしている。




「もう一度聞く。お前はどうしたい」




「私、は……」




　日菜は改めて自分の気持ちと向き合った。

　身体からだの中に、心の中に。

　何かが溢れそうなほど満ちていて、それは誇ほこりとなり、戦いに挑いどむ気き概がいとなってゆく。

　──私は、何をしたい……？




「──私は、妖が絡からむ悲しい出来事を、この世界からなくしたい」

　そのために、破は邪じやとして生きることを選んだのだ。

　強制されるのではなくただ流されるのでもなく、自分の意思で未来を選び取る。

　破邪として、炎琉と今ここで戦うことを選ぶ。




「……行きます！」




「承知」

　ぱちりと指を鳴らして。

　風雅の結界が、ふわりと日菜を包み込む。

　少々の攻撃はこれで跳はね返すことができるが、炎琉が相手では長くは保もたない。

　炎琉の放った炎撃がかすめて風雅の頰ほおに一ひと筋すじの血が滲にじむ。

　それでも風雅は余よ裕ゆうの表情を崩くずさなかった。

　これから起こる奇き跡せきを、すでに予感していたからかもしれない。

　日菜は白炎の結界の中で集中して意識を研とぎ澄すませる。

　意識を集中して、慎しん重ちように、流りゆう麗れいに矢を構える。

　これまで弓に触さわったことなどなかったが、代々の破邪の持ち物であった弓は日菜の手にしっくりと馴な染じんだ。

　身体がこの弓矢の使い方を知っている。

　その事実を冷静に受け止め、きりりと弓を引き絞しぼる。

　──狙ねらうのは、炎琉の心の中に巣くう闇やみ。

　憎にくしみと野心に凝こり固まってしまっている心。

　生きているものを相手に矢を射るというのは、いざとなると心が竦すくむ。矢や尻じりは黒こく檀たん。

「……機会は、一度きり」

　風雅も李氷も手纏も。

　皆みなが今、命がけで日菜に協力してくれている。

　その気概に応こたえたい。

　破邪である以上、かけられている期待にきちんと応えたい。

　き、と唇くちびるを嚙かみ、吐はき出す息すら細く緊きん張ちようさせて。

「お願い、効いて……！」

　日菜は思いきり矢を放つ。白い閃せん光こうが辺り一面を染め上げる。










「うあああああ！」

　やがて、炎琉の絶ぜつ叫きようとともに。

　空間が粉々に吹ふき飛んだ。







　【４】







　ぴとんと、水すい滴てきの落ちる音が反はん響きようする。

　風雅は大きく息を吐いた。

　先ほどまで毒気の濃こい空気の中にいたから、水気をたっぷりと孕はらんだ空気が乾かわいた身体に嬉うれしかった。

「……洞どう窟くつか」

　風雅の腕うでの中で、日菜は昏こん々こんと眠ねむり続けている。

　炎琉が去ったその瞬しゆん間かんに、それまで存在していた空間は砂の城のように崩ほう壊かいした。

　李氷が咄とつ嗟さに傍そばにいた手纏を連れて行ったのを見届け、風雅は日菜を横よこ抱だきに抱かかえて飛び立っていた。

「霊れい峰ほう富士の裾すそ野のに空間を繫つなげていたとは……」

　古くから木この花はな咲さく耶や姫ひめが統すべる神山は、妖あやかしにとっても聖域だ。

　煌陵の敷しき地ちはここから割合近いのだが、風雅は日菜を抱いたまま動かない。ここに飛びこんだのはいいが、炎琉の置き土産みやげなのか、洞窟の出口が岩で塞ふさがれてしまっているのだ。

「炎琉め、なかなかやることが周しゆう到とうになってきたな」

　術を重ねてあるらしく、他ほかの場所へ転移することもできない。

　風雅の妖よう力りよくをもってすれば岩を砕くだけないこともないのだが、その間日菜を放ほうり出しておくのは気が引けた。

「おい。そろそろ起きろよ」

　言葉とは裏腹に、そっと声をかけてみる。

　誘ゆう拐かい騒ぎから──もっと言えば煌陵を飛び出したときから騒そう動どうが続き、挙げ句の果てに破邪としての能力を放出して疲つかれたのだろう。

　日菜はぴくりとも動かない。

　疲れているのはわかるから無理に起こすつもりはないが、なんとも手持ちぶさただ。

　とりあえず身体が冷えるといけないと思って腕に抱いているのだが、これでは風雅が思うように動けない。

　眠りの邪じや魔まをしたくはない。

「……李氷たちが来るのを待つしかないか」

　あの忠実な側近は、どこにいようとも必ず風雅の居場所を探し当てるはずだ。

　もしその前に日菜が目を覚ましたら、そのあとで手を打てばいいだろう。

　洞窟の壁かべにどっしりと背をもたせかけ、風雅はやることがないので日菜の寝ね顔がおをじっと見つめる。

　かすかな寝息に合わせて、長い睫まつげがわずかに震ふるえる。

　くったりと力を抜ぬいて身を預けてくる、この頼たよりなさ。

　この華きや奢しやな少女が、破邪の弓を引いて炎琉を退けたのだ。

　気を失っている今も、弓だけはしっかりと握にぎり締しめて離はなそうとしない。

　よほど集中し、体力を使い果たしたのだろう。

「……なかなか、たいした女だな」

　あれほど妖になるのをいやがっていたのに、土ど壇たん場ばになってこうして能力を開花させた。

　よほどの決心がなければああはいかない。

　散々に迷い、怯おびえながらも自分で道を切り開き、未来を選び取った。

　破は邪じやとして生きる未来を。

「もう引き返すことはできないぞ」

　甘い芳ほう香こうは今も日菜の周囲に満みち溢あふれている。

「俺は今は抑おさえていられるが……この香かおりは早いうちに何とかしないと、他の妖もうじゃうじゃ引き寄せられてきそうだな」

　力の弱い妖ならば膝ひざを折るだけで済むが、力の強い妖ほど日菜を、日菜の能力ごと手に入れたいと願ってしまうだろう。

　炎琉のように。

　そのためには、守ってやる妖が必要だ。

　他の妖を抑え、命令することのできる力の強い妖が。

　──何の因果なんだかな。

　破邪には妖よう狐こが守護につく。妖狐は破邪の守護につく。

　古くから、何故なぜかその縁えにしは強固に結ばれている。

　厄やつ介かいごとに巻きこまれるのはごめんだと抗あらがった風雅も、結局はその因果の輪に取り込まれてしまった。

「面めん倒どうなことになったものだ」

　日菜の髪かみをかき上げて、風雅は満まん更ざらでもない様子で独りごちる。

　こんな少女に魅み了りようされるとは思わなかったが、こうなってしまった以上これも一興だ。

　──それに、どうせ炎琉はまだ諦あきらめてなどいないはずだ。

　そのことが気にかかる。

　破邪の矢に貫つらぬかれて退散したとはいえ、あれは炎琉を消しよう滅めつさせるまでの殺傷力はなかった。浄きよめる能力そのものもまだ未熟で、炎琉はいったん引いただけだ。

　数百年近く感じたことのなかった、争いの予感。

　大きく運命が動いて、そのうねりに今、日菜は自ら飛びこんだ。

「ん……」

　日菜が眠りながらかすかにむずかるような顔をする。

　──何だ？　どうしたんだ？

　風雅の腕にしっかりと抱だき留とめられて、どうやら寝ね心地ごこちに不満があったらしい。

「お、おい」

　ちょっと力をこめれば容易たやすく折れてしまいそうな身体からだがずるずると滑すべり落ち、風雅の膝を枕まくらに、再び健すこやかな寝息を立て始める。

　風雅は苦く笑しようしながら呟つぶやいた。

　子供っぽすぎて色気が足りないが、こんな風に安心しきって頼り切ったような態度は悪い気はしない。

「仕方ない。俺が何とかしてやるか」

　風雅にこんな気分を味わわせた相手は日菜が初めてだ。

「責任は取ってもらうぞ」




　　　　＊




　目を覚ますと、目の前にもふもふとしたものがあった。

「……？」

　──何、これ。

　ぼんやりとしながら、無意識のうちに手を伸のばして触さわってみる。

　なめらかな毛が長くて温かい。

　犬の尾おとも違ちがうが、頰ほお擦ずりすると、何とも言えず心地ここちよい。

　風邪かぜの引き始めのように身体が重くて頭の芯しんが重かったが、しばらく日菜はもふもふしたものと戯たわむれて遊んでいた。

　しなやかな尾からは、太陽の匂においがする。それに、何だかこの尾はとても大きくて日菜をすっぽり包み込んでしまうほどだ。

　──きっと夢だわ。

　くすりと笑って、もふもふに顔を埋うずめて深く息を吸いこむ。
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「……おい。そろそろ気が済んだか？」

「え？」

　真上からいきなり声が振ふってきて驚おどろいて顔を上げると、風雅が胡座あぐらに頰ほお杖づえをつき、そっぽを向いて座っていた。

　日菜はあろうことか、風雅の膝を枕に横たわっていたらしい。

　しかも尾を抱き枕代わりにしている始末だ。

「……っ、ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて飛び起きようとしたが、軽く肩かたを片手で押さえつけられた。

「いい。まだ横になってろ。疲れが抜けていないだろうが」

　態度こそぶっきらぼうだったが、気き遣づかわれていることがこそばゆい。

　けれどだるいのも事実なので、日菜は恥はずかしさをこらえてすなおに頷うなずいた。

「すみません」

「謝られることじゃない」

「……ここ、どこですか？」

「場所で言うなら富士樹海の中だ。夜明けまでには李氷たちが来るだろうし、お前が動けるようになったら煌陵に戻もどる」

　そう言われてやっと日菜は、煌陵が富士山のほど近くにあることを思い出した。

「芝先生……いえ、あの人は……？」

「消えた」

「消えた？」

「今はまだ詳くわしいことはわからなくていい。とにかく休め。いつまでも動けないようなら置いていくぞ」

　日菜が唇くちびるを尖とがらせる。

　また泣かれるのかと思って内心風雅は慌てたが、日菜の言い分はちょっと違っていた。

「身体は確かに疲つかれているんですけど……目が冴さえてしまって、眠ねむれそうにありません」

「だったらじっとしていろ」

　だからといって黙だまり込むのもつまらないのか、日菜が話し続ける。薄うす暗ぐらい洞どう窟くつ内で、静せい寂じやくが怖こわかったせいもあるかもしれない。

「……風雅さん。私、選びました。遅おそくなりましたけど、破邪として生きることを」

「今まで散々、妖あやかしになるのはいやだの妖になんてなりたくないだの言われたような気がするがな」

　軽口を叩たたくと、今度は日菜は泣きそうな顔はしなかった。

　少しだけ、ほんの少しだけ、日菜は強くなった。

「……ごめんなさい。怖かったんです。妖になったら、今までの私が私でなくなるような気がして」

　これまでの日菜の反はん抗こうはただ怯えていやがっていただけではなく、十五年間生きてきた人間としての反乱でもあった。

「これまでの人生を否定されるような、切り捨てられるような気がして」

　妖にしてみれば、十五年なんてほんの瞬まばたきするほどの時間。

　けれどその十五年を、日菜は人間として生きてきたのだ。

　日菜は無理をしないようゆっくりと起き上がって、膝ひざを揃そろえた。

「不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまってごめんなさい」

「もういい」

　こうしてきちんと話をするのは初めてだ、と日菜は改めて思う。

　丁てい寧ねいに話せば、最初から風雅は日菜の気持ちをわかってくれたかもしれない。

　けれど妖になりたくない一心で日菜は凝こり固まっていたし、風雅も守護役などしたくないと最初から日菜をはねつけていた。

　──それなのに、今、こんなに風雅さんに対して安心しているなんて。

「助けに来てくれて、ありがとうございました」

　──別にお前を助けに行ったわけではない。炎琉を退けようとしたついでだ、ついで。

　ついそう口を突ついて出かけた言葉を、風雅は吞のみ込んだ。

　日菜が風雅を見上げてにっこり笑っていたせいだ。

　──こんな風に笑うのか。

　日菜の笑え顔がおを直視したのは初めてだ。

　洞窟内が薄暗いことを残念に感じてしまうほど、やわらかい笑顔だった。

　やわらかくて優やさしくて、小さな蕾つぼみがそっと花開いた瞬しゆん間かんのような。

　そんな笑顔を前にして、いつまでも意地を張っているのも馬ば鹿からしい。

　風雅は大きく息を吐はいて冷静さを取り戻す。

「別に、お前に礼を言われるようなことはしていない。炎琉をのさばらせておくのは不快だったからな。煌陵に潜もぐりこんでいた際にも巧こう妙みように気配を隠かくしていたし」

　けれど。

「お前が『破は邪じや』か。何かわかったような気がするな」

「何がですか？」

　日菜がきょとんとした顔をして小首を傾かしげる。風雅はほのかに笑って答えない。

　──風雅さんが、笑ってる……？

「あ」

「何だ」

「手纏は⁉　それから、李氷さんは⁉」

「どこかに飛ばされたようだが、無事だろう」

「そうですか」

　日菜がほっと息を吐く。

　──そうだ。手纏も、妖だったんだわ……。

　手纏は香子が日菜の誕生を祝って贈おくってくれたものだと聞いていた。

　──おばあさまが先々代の破邪で、お母さんが先代の破邪だった。

　その血を受け継ついで、日菜は今ここにいる。

　破邪として生きていくことを日菜は選んだけれど、風雅に守護役のことを押しつけたくはない。それとこれとは別問題だ。

「……私のそばにいると、風雅さんが危険な目に遭あうことになります」

「だから？」

「今回みたいにもう巻きこみたくないです。いつもいつも風雅さんが勝つとは限らないし」

　破邪を守り通して命を散らした妖よう狐この記述が脳のう裏りにまざまざと蘇よみがえる。

　風雅が日菜のせいで危ない目に遭うのはいやだ。

「お前、俺を見くびっているようだな」

　それまで黙って日菜の言い分を聞いていた風雅が、ぐいと肩をそびやかした。

「確かに今回は少しばかり炎琉に不覚を取ったが、あれしき、本来ならば俺の敵ではない。お前は黙って見ていればいい」

「でも」

「でもじゃない」

「だって」

「だってでもない」

　いいからお前は黙っていろ──頭ごなしにそう言いかけて、風雅はふと気を変えた。

　この言い方なら伝わるだろうか。

「──お前のことは俺が護まもってやるから、心配しなくていい」

　ひょいと身を屈かがめ、桜貝のような耳みみ朶たぶに向かって低く囁ささやきかけると、日菜の全身が真っ赤に染まった。

「……なっ、何ですか、今の！」

　対して風雅は平然と、顔色ひとつ変えていない。

「返事は？」

「う」

　いつもと違ちがう風雅に完全に押されてしまった日菜が、しどろもどろで何とか言いたい言葉を絞しぼり出す。

　それに、ずっと風雅に嫌きらわれているのだと思っていた。

「風雅さんは、私が破邪として生きることを選ぶ覚かく悟ごができるまで、ずっと待っていてくれたんですね」

「そうではない。俺はお前を追い出すつもりだった」

「でも、助けに来てくれました」

　今になって考えてみれば、風雅は最初から日菜を護ってくれていた。

　日菜にわからないように、陰からそっと。破邪ではなく、日菜本人を。

「遠回りしたけど、やっとわかりました」

　きっぱりと過去の己おのれの弱さを口にする日菜は潔いさぎよい。

　そんな日菜にかすかに目を細める風雅の脳裏を、剣が以前言い置いていった言葉が横切っていく。

『破邪と妖狐は結ばれない。それが宿命だ』

　何故なぜ自分が今この言葉を思い出したのか、風雅自身よくわからない。

　──あんなのは、ただの戯ざれ言だ。

　笑い飛ばそうと鼻を鳴らすと、日菜が風雅を見上げる。

「どうして、いきなり護ってくれるなんて言うんですか？　ずっといやがっていたじゃないですか」

「……さあな」

　風雅が日菜からふいと顔をそらす。

　眠ねむる日菜はあまりにも小さくていたいけで、それでいて破邪の弓を放った日菜の凜りんとした眼まな差ざしもしっかりと風雅の眼まな裏うらに刻み込まれている。

　あの、潔く凜とした姿をもう一度見たい。

　そして疲つかれた日菜を憩いこわせるのは自分でありたい、と。

　胸に芽生えた思いをどうしたらいいのか、風雅自身よくわからない。

　だが、明らかに以前とは何かが違う。










「……ねえ」

「何でしょうか」

　手纏の問いかけに、李氷が静かに応こたえる。

　吹ふき飛ばされるようにして炎琉の異空間から弾はじき出されて以降、ふたりは互たがいの主あるじを捜さがして一いつ緒しよに行動している。

　李氷は風雅の、手纏は日菜の気配を探さぐり、読み取り、方角を見定める。

「あっちね」

「あちらのようですね」

　参りましょう、と物静かな青年が頷うなずく。

　利害が一いつ致ちしているから行動は共にしているものの、手纏は日菜のことが心配で仕方ない。

　生まれたときから見守ってきたので情が湧わいたというのももちろんあるだろうが、今一番気にかかっているのはあの妖狐のことだ。

「あなたの主は妖狐の次期長なのよね？」

「ええ」

「主は日菜さまと守護の誓せい約やくを結んだりしたのかしら？」

　そばにいたからといって、手纏はすべてを見届けていたわけではない。

　日菜が十六歳になるまで、手纏はただその様子を見守りながら眠り続けてきた。

「まだです。俺としては、このまま誓約が結ばれないことを願っておりますが」

「……慇いん懃ぎんな言い方で、言いたいことをずいぶんとはっきり言ってくれるじゃないの」

「根が正直なものですから」

　しれっと言った李氷に絶句して、手纏は物思いに耽ふける。

　──破邪と妖狐は結ばれてはいけない運命なんだもの。香子も、守護役との恋こいはついに実らなかった。

　香子は泣く泣く守護役との恋を諦あきらめ、人間に嫁とつぐことで心の傷を癒いやした。

　そして生まれた娘むすめの佐鳥は、破は邪じやとして目覚める前に今の夫と出会い、恋に落ちていた。

　日菜たちのゆくえを追いながらも黙だまり込む手纏に、李氷がさらりと訊たずねる。

「あなたはそのような出いで立ちをなさっていますが、男性なのですか？」

「そうよ、悪い⁉　あたしはねえ、宝玉の付つく喪も神がみなの！　華はなやかに装うのが好きなのよ！」

　容姿や好みに関しては、今までも散々言われ続けてきた。

　嚙かみつくようにして答えると、李氷が心外だと言わんばかりに首を振ふる。

「いいえ。ただ美しいと思っただけです」

　──主従揃そろって、とんでもない男たちだこと……！

　日菜をあの男の毒どく牙がにはかけまい、と手纏は強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「……厄やつ介かいごとの種は、早々に摘つんでおくに限るわね……！」










　炎琉は闇やみの中に身を潜ひそめる。日菜から受けた白い閃せん光こうは、闇に慣れた自分には刺し激げきが強すぎる。強すぎる刺激は痛みを伴ともなう。炎琉にとっては耐たえられないほどの苦痛だ。

「あれが、破邪ですか。あれを手に入れねば、妖あやかし世界を掌しよう中ちゆうに収めることなどできない……その意味が、よくわかりましたよ」

　深しん淵えんで傷を癒し、炎琉はうっそりと笑う。

「……ますます、ほしくなりましたよ。破邪の姫ひめ君ぎみ」

　だが今は先に眠りに就つく。血を流すことのない傷が癒いえるまで。

　そして目が覚めたら、真っ先に日菜を奪うばいに行こう。

　──次こそは、絶対に逃にがしはしませんよ──。

　そこまで考えて、炎琉の意識は闇に吞のみ込まれていった。










　ふと近くまで李氷たちが追ってきた気配を読み取り、風雅が立ち上がった。夜はすっかり明けて、今外に出れば富士山の雄ゆう大だいな姿と、朝の空気に洗われた樹海の緑豊かな景色を一望できるはずだ。

「風雅さん？」

「李氷が来た」

　先に行こうとして立ち止まり、前を向いたまま後ろの日菜に向かって手を差し出す。

「戻もどるか」

　いずれ手を離はなさなくてはいけないことはわかっているけれど、少しの間でいいから。

　今はまだ、温かい手を離したくない。

　祈いのるような気持ちで、そう思いながら。

「はい！」

　日菜は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、風雅の手をきゅっと握り締めた。




　　　　＊




　日菜を寮りように送り届けたあと、風雅は屋や敷しきへ戻る途と中ちゆうの足をつと止める。

「…………何の用だ」

　朝あさ靄もやの中から、剣が静かに姿を現した。

「立川から聞いた。日菜が行方ゆくえ不明になっていたことも、危険な目に遭あっていたことも俺は全然知らなかった」

　剣の声には深い後こう悔かいが滲にじんでいる。

　自己嫌けん悪おに沈しずみながらも、剣は鋭するどい眼差しで風雅を睨にらみつける。

　風雅は傲ごう然ぜんとその眼差しを受けて立った。

「あれが窮きゆう地ちに陥おちいっていたことも知らずに、何が『護まもる』だ。聞いてあきれる」

　剣が、悔くやしげに顔を歪ゆがませる。

　ただの人間にそこまで求めるのは酷こくだと風雅もわかっていたが、抑おさえられなかった。

「これはあれと俺の問題だ。それこそ、関係のないお前は引っ込んでいろ」

　それに、と風雅は続ける。

「あれはもう、破邪として生きる運命を自ら選んだ。今いま更さらお前が何をしたところで撤てつ回かいはできない」

「ああ。日菜は真ま面じ目めだから、自分に課せられた役割を果たそうとするだろう。それこそ死にものぐるいで。だがそれが日菜の心を傷つけていくんだ！　どうしてそれがわからない⁉」

「どういう意味だ」

「日菜の心は優やさしすぎる。妖を浄きよめるということは決して綺き麗れい事ごとでは済まない。そんなことを繰くり返していたら、いつか心が負担に耐えかねて壊こわれてしまう。そうなる前に俺は日菜を引き返させる」

　破邪であることが日菜にとって重圧になる、と。

　幼なじみの意見は、風雅が今まで考えたことのないものだった。

　──破邪であることが、心を壊す…………？

　それでも風雅は内心の動どう揺ようを表に出すことはしない。

　どのみち、妖世界は破邪の目覚めを知ってしまった。

　──引き返すことなど、もうできはしない。賽さいは投げられた。

「だったらお前はあれこれ心配してやればいい。俺はあれの横に立って護る。それだけだ」

　ばちりと眼まな差ざしがぶつかり合って、激しい火花を散らす。

　ふたりの青年は、互たがいにどちらも引く気配を見せずにしばらくの間睨み合っていた──。







　【あとがき】







　こんにちは！　河合ゆうみです。

　今回、新しい作品でお会いできることになりました。

　前作の「花は桜よりも華はなのごとく」とはまったく趣おもむきが違ちがう……ような……でも同じ和風なような……（笑）？

　テーマはずばり、妖あやかしです。お化けではなく、妖。

　日本特有の、闇やみに棲すむ不思議で高貴な生き物たちです。

　妖たちには妖たちなりの粋いきや掟おきてがあって、その中で生きている。

　自然に敬意を表し、人間とは違う視点でこの世界を見つめている──神秘的な存在だなあ、と思って色々プロットを練っていくうちに、このお話が出来上がりました。

　私は子供のころ、お化け全ぜん般ぱんが大の苦手な怖こわがりでした。

　今も怖がりは治っていないのですが、今、こうして妖の話を書いているとは……人間も妖に負けず劣おとらず、なかなかに不思議なものですね。

　その不思議を集めたような生まれのヒロイン・日菜を中心に、魅み力りよく的な妖たちの世界を描えがいていきたいと思います。日菜はまだまだ成長途中ではありますが、結構な頑がん張ばり屋さんです。日菜がこれからどんな運命を歩んでいくのか、私自身とても楽しみです。

　風雅は何というか……最初から風雅でした（笑）。

　イラストは、すがはら竜先生です。初めに表紙のカラーを見せていただいたとき、飛び上がって喜んでしまいました。

　日菜がぽわんとしていて可愛かわいくて、風雅のちょっとやんちゃな目つきがもう……！

　一目でぐっと引きこまれてしまうような、魅力たっぷりのイラストをありがとうございます、すがはら先生！

　そして今回から、担当さんが変へん更こうになりました。ももんがさま、今まで一いつ緒しよに突つっ走ってくださり、本当にありがとうございました。この感謝の気持ちを言葉にするのは難しいです。

　現担当セキセイさまにも、多大なるお力ちから添ぞえを頂きました。どうもありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願い致いたします。

　関係各所の皆みなさまも、本当にありがとうございました。

　そして今この本を手に取ってくださっている皆さまに、心からの感謝を捧ささげます。

　それでは、また皆さまにお会いできますように。
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